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　夜半に降りだした雨は、朝には本ほん降ぶりになっていた。それでも葬そう儀ぎの予定は変えられることはなく、黒い棺ひつぎは油布に包まれて墓ぼ地ちへと向かう。

　分厚いマントを纏まとった墓はか掘ほり男たちは、まるで蘇よみがえった死者のように項うな垂だれて歩き、一言も発しない。内心は雨を呪のろい、支払われる酒代が多くなければ、悪あく態たいの一つもつきたいと思っているのだろう。

　棺に従う家族たちも、全員が真っ黒なマント姿だ。子供は四人、母親は一番下の幼おさない子供を抱きかかえている。

　ぬかるむ足あし下もとに苛いら立だちながらも、母親は毅き然ぜんとした姿で前に進む。

　すでに墓地に到着していた神官は、母親を見て深く頭を下げた。

「男だん爵しやく様におかれましては、まだお若いのにお気の毒でした」

「これも運命ですわ……雷いかずちは神の怒いかりと申しますけれど、本当でしょうか」

　母親に聞かれて神官は、いいえと首を横に振る。

「神の怒りなどではありません。雪や雨のように、自然がもたらすものです。どうやら雷は、金属を好むようですな。帯剣されていたから、たまたま雷を呼んでしまわれたのでしょう」

　若き男爵は、旅からの帰りに雷に打たれて絶命した。館やかたまであとほんの少しというところで、悲劇に見舞われたのだ。遺い体たいは無む惨ざんにも焼けこげ、生前の男爵の美しさを微み塵じんも残してはいなかった。

　男爵夫人は変わり果てた夫の姿を見た途端に、気を失った。以来、二度と夫人は夫を見ることはせず、早々に棺に収めてしまったのだ。

　だから子供たちの誰だれ一人として、父親の遺体を見ていない。そのせいか父の死を未いまだに信じていなかった。

「お母様……本当にお父様は、あの中にいらっしゃるの？」

　一番年長の娘、エリナが不安そうに訊たずねる。けれど夫人は優しく慰なぐさめるでもなく、冷たい声で言いはなった。

「そうよ……もう二度と、戻ってはこないわ」

「……そんな……」

　神官は泣きだしたエリナの肩に手を置き、静かに語りかける。

「神の国は、とてもいいところですよ。心根正しく生きた者には、二度目の至し福ふくが与えられます。ですから、美しい姫君、そう嘆なげかれますな」

「神官様、お父様のために、弔とむらいの歌を歌ってもよいですか？」

「ええ、構いませんとも。男爵様の魂たましいは、満たされ、救われることでしょう」

　そこでエリナは、父親のために歌いだす。


『偉い大だいな者よ、神と在あれ。

　正しき者よ、神と在れ。

　荒れ野を進む旅は終わり、汝なんじの魂は、空、駆かけめぐる。

　光よ、導け。この魂に、進むべき道を、誘いたまえ』



　子供とは思えない、美しい歌声だった。

　俯うつむいていた墓掘りたちはいっせいに顔を上げ、雨に濡ぬれるのも厭いとわずにフードを外して、祈いのり始めた。

　まだ幼い弟てい妹まいは、声を上げて泣き始める。神官も絶え間なく目め頭がしらをこすっていたが、ただ一人、男爵夫人だけは顔を上げたまま、表情一つ変えずに雨を見つめていた。
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　スワンドールは豊かな国なので、文化や芸術というものにとても理解がある。大きな町にはたいがい劇場が一つはあり、常に何か演だし物ものがかけられていた。

　首都ともなると、劇場はいくつもある。芝居専門の劇場の他にも、演奏会が行われる音楽堂があり、歌劇のための歌劇場があった。

　歌劇は特に人気が高く、貴族の社交場でもあった。そのために歌劇場は、国内でもっとも豪ごう勢せいな造りになっていた。

　王族が観劇する時に使用する桟さ敷じき席には、大きめの豪華な椅い子すが置かれ、床には足が沈むほどの絨じゆう毯たんが敷き詰められている。

　それより少し作りは落ちるが貴族が利用する桟敷席も豪華で、有力貴族からいい席に案内されるようなしきたりになっていた。

「何が面おも白しろいのかな、俺にはよく分からないんだが」

　ブルムは席から身を乗り出すようにして、舞台で繰り広げられる歌劇を観ている。行ぎよう儀ぎよく舞台を観ているジュリアン・ザビエルは、そっとブルムの袖そでを引いてきちんと座らせようとしていた。

「ブルム……こんな夜は、せめて静かにしていてくれ」

「そうもいかなくなってきた。向かいの席を見ろよ。おいしそうな女ばかりだ」

「やめてくれ。揉もめ事はたくさんだ」

　漆しつ黒こくの髪のブルムは、着ているものもいつも真っ黒だ。飾りもないシャツに合わせて着ている上着も黒で、マントも裏地まで真っ黒だった。

　対照的にジュリアンは、金の髪が映はえる緑の上着を着ている。シャツは真っ白で、豪華なレースが襟えり元もとを飾っていた。

　向かいの席のレディたちも、どうやらこちらをかなり意識しているようだ。未いまだ独身のザビエル侯こう爵しやくと共に、黒髪のどこか謎なぞめいた美しい男がいる。けれど彼女たちの本当の狙ねらいは、王族席にいる皇太子だろう。

　何よりも歌劇の好きな皇太子のジャンクロードは、夜よ毎ごとこの歌劇場に現れる。十九歳の皇太子には許嫁いいなずけもまだ決まっていない。あわよくばここで皇太子の目にとまるかもしれない、いずれは后きさきにと夢見ているのだ。

「おおっと……恥はずかしいことになってきた」

　ブルムは思わず手で口元を隠す。犬けん歯しがぐっと伸びてきて、唇くちびるの間から覗のぞいていた。

「ジュリアン、悪いな、ちょっと席を外はずす」

「ブルム！」

　ジュリアンが椅子から立ち上がるより早く、ブルムはもう個室から廊ろう下かに飛び出していた。そして風よりも速く、向かいの桟敷席に潜もぐり込む。

　舞台では歌姫が、声を張り上げて恋の歌を歌っている。その合間にブルムは、次々と三人のレディの喉のど元もとに食いつき、牙きばを突き立てて血を吸った。

　だが誰だれも騒がない。そこにブルムがいることにも気付かなかったようだ。

　入ってきた時と同じように静かに、ブルムは桟敷席から出て行く。後には三人のレディが、歌劇に深く感動したかのようにぐったりしていた。

　相手が死ぬまで血を吸うようなことは、滅めつ多たにやらない。それが異端のものとして、この世界で生き延びるこつだ。おかげでブルムは、夜に生きるものとなって五百年、無事に命を長らえている。

「ふむ、安物貴族の味がする。年々、貴族というのは質が落ちていくものらしいな」

　何よりも高貴な血が好きなブルムだったが、最近はほとんど口にすることもない。貴族というものが変わってしまったせいだろうか。

　それでも若いレディの血は、ブルムを酔よわせた。人間が酒を飲んだ時のような、ふわふわとしたいい気分で、ブルムは歌劇場の中を彷徨さまよう。

　気配を消せば、簡単に身を隠すことができるのだ。だから好きな場所にブルムは身を潜ひそめることができた。

「いい夜だ」

　ブルムは外に出て、歌劇場の屋根に上る。そこからだと、スワンドールの首都ウェルンブルグが一いち望ぼうに見渡せた。

　美しい王城には、篝かがり火びが方々に焚たかれていて、夜でも人々が行き来している様子が分かる。

　下町もまだこの時間、家々から明かりが消えることはなかった。

　風に乗って聞こえてくる嬌きよう笑しようは、酒場で浮かれている男たちだろうか。時々、女たちの甲かん高だかい声も混じっている。

　こんな時間でも、馬車が往おう来らいしている。歌劇が終われば、人々を送る馬車で歌劇場の周囲はごった返すが、今は道も空あいていて馬の蹄ひづめの音は快調に響ひびいていた。

「んっ？」

　歌劇場の裏手に、一台の馬車が停まる。その馬車から、ブルムは不幸の匂においを嗅かいだ。

　人の考えていることは、触れれば簡単に読めるのだが、大きな感情だと触れずとも知ることができる。馬車の中からは、絶望的な悲しみが伝わってきた。

　狼おおかみが弱った獣けものから食べていくように、ブルムも弱り切った人間には、時々情なさけをかけてやることがある。その体から、命が消えるまで血を吸い取ってしまうのだ。

　けれど今夜の悲しみの主ぬしは、命を奪うにはあまりにも幼おさなかった。十二か三、せいぜいそんな歳のようだ。馬車から降り立ち、狡こう猾かつな印象の男に手を引かれて、歌劇場の裏手から中に入っていく。

「いい夜だったのにな……」

　少女の悲しみのせいで、ブルムまで憂ゆう鬱うつな気分になってくる。もしかしたら少女は、誘ゆう拐かいされたのだろうか。だったらここは、助けてやるべきかもしれない。

　いい人になるのは苦手だ。残ざん酷こくで、非情な魔物でいたいのだが、時折、気まぐれでいい人になってしまうこともある。

　今夜に限ってそんな慈じ悲ひ深い気持ちになっているのは、やはり歌姫の美声によって惑まどわされたからだろうか。

　再び歌劇場の中に戻ったブルムは、影のように気配を消して少女の後を追う。

「ペトロフ先生、遅くなっちまいました。やはり隣国のアスレシアからだと、思ったより時間がかかるもんですね」

　狡猾そうな男は、この歌劇場の舞台演出家であり、作曲家でもあるペトロフのいる屋根裏部屋に、少女を伴ともなって入っていった。

「その子か？」

　鋭するどい目をした老人に見つめられて、少女の全身から恐怖の感情が立ち上った。

「綺き麗れいな金の髪をしている。器量も悪くはないが、さて、歌えるのかな」

「大丈夫ですよ、ペトロフ先生。一度歌わせましたが、まるで天使みたいな歌声でした」

　男は少女の体を押して、ペトロフの前に立たせる。

　ペトロフはもう六十歳を過ぎた老人だ。ブルムは彼がソバカスだらけの少年だった時から知っているが、向こうはブルムを知らない。

　やはり今の少女くらいの歳からこの歌劇場に住み込み、下働きから始めて、ついには才能を見込まれ音楽院に入った。そして舞台の演出家にまでなったペトロフを、歌劇場の暗くら闇やみの中からブルムは見てきたのだ。

　もっとも毎日のように見ていたわけではない。友人のジュリアンが歌劇好きだから、一緒に来た時に、今夜のように歌劇場をうろついていて見かけただけだ。

　ブルムは自分にできないことができる人間に対しては、素直に敬意を払うことにしている。音楽の才能などというものは皆かい無むだったから、偉い大だいなる作曲家になったペトロフに対しては、敬意を払っていた。

「名前は？」

「エリナ……ハウエルです」

　答えるエリナの声は、確かに鈴の音ねのように美しかった。

「どうしてここに来たか、分かっているかね？」

　エリナをこれ以上怯おびえさせないように、ペトロフは優しい口く調ちようで訊きいた。

「はい……父のハウエル男だん爵しやくが亡なくなりました。お母様は、私が自分の子供じゃないから、邸やしきには置いておきたくないそうです」

「ふむ……そういうことだったのか」

　天てん井じようの梁はりに身を横たえながら、親に捨てられたのかと分かってブルムは納なつ得とくする。

「男爵も酷ひどい男ですな。婚約者がいるのに、他の女と愛し合って、先に子供を作っちまったんですから。だけど女も酷いじゃないですか。男爵に子供を押しつけて、逃げちまったらしいからね」

　男の説明を、ペトロフは手で制した。

「そんなことまで、この子に知らせることはないだろう」

「まぁ、そうですがね。この子にも、少しは母親に感謝の気持ちを残しておいて欲しいと思いましてね。淫いん売ばい宿やどに売られるよりはましでしょう」

　捨てられたのではない。売られたと知って、ブルムは不ふ愉ゆ快かいになる。

　母親は金に困って売ったのではないだろう。夫の愛を奪った女の娘だ。より屈くつ辱じよくを与えるために、養女に出すとか修道院に行かせるなどの選択をせずに、あえて売ったのだ。

「エリナ、疲れているだろうが、よければ今ここで歌ってはくれないか？」

　ペトロフの懇こん願がんに、エリナは頷うなずき、すぐに歌いだす。

『流離さすらい人よ、旅ゆく人よ。

　風と共に行く人よ。

　孤独は友、憂うれいは仲間、涙がその身を飾る』

　自分の心境にあった歌を選んだのだろうが、哀あい切せつな歌が余計に心に染みいる歌声だった。

　あの少女は、やがてこの歌劇場の歌姫になるだろうと、ブルムは確信する。

　ペトロフも驚いたようだ。目を大きく見開き、エリナのことを見つめていた。

「素晴らしい……何百年に一人出るか出ないかの、逸いつ材ざいかもしれない」

「そうでしょう、ペトロフ先生。こんな娘を、修道院に送り込んだら、そりゃ逆に罪になるってもんでさ」

　男は得意げに言いながら、そこで金銭の話を持ち出した。エリナは黙だまって聞いていたが、ふとブルムに気が付いたのか顔を上げ、天井の梁を見つめる。

「おおっと……」

　ブルムはマントに身を包み、影となってエリナの視線を逃れた。

「エリナ、歌劇場内は、男たちの出入りも多い。子供だからと思って油断していると、危ない目に遭あう。あっちの隅にベッドを用意してあげるから、この部屋にいなさい」

　金銭交渉は終わったのか、男は部屋を出て行き、ペトロフはエリナに優しく話しかけていた。するとエリナは、まだブルムの姿を見つめながら、おかしなことを口にする。

「先生、ここには舞台の精霊がいるんですね」

「舞台の精霊……？　ああ、そうだな。そんなものがいても、おかしくないかもしれない。何しろこの歌劇場ができてから、二百年は過ぎているからな」

　小さな籐とうの籠かごが二つ。それだけがエリナの持ってきた荷物だった。エリナは籠に座り、じっと天井に目を向ける。そしてまた歌いだした。


『ネズミのジョージはパンが好き。猫のマーヤはネズミ好き。犬のワンダは猫が好き。トーマス兄弟、犬が好き』



「ずいぶんと楽しそうな歌だな」

「ここでは歌っても怒られないですか？」

「怒らないよ。ただし、私が仕事をしている時は、少し静かにしてもらいたいがね」

　ペトロフは古びた衣装箱を並べ、その上に毛布を重ねて敷いた。まだ小さなエリナには、そんなものでも十分にベッドの代わりになったのだ。

「家でも歌っていたのかい？」

「ええ……でもお母様は、私の歌が大嫌いなの。本当は小間使いとして邸に置いておくつもりだったらしいけれど、私がすぐに歌いだすから、絶対に一緒にいられないと思ったそうです」

「それは……酷いな。だがエリナは器量がいいし、もう何年かすればいい嫁とつぎ先も見つかるかもしれない。レディに戻りたくはないのかい？」

「いいえ、最初、先生はうんと怖こわい人だと思ってたけれど、そんなことはないし、ずっと歌っていられるなら、私はここにいるほうがいいです」

　そこでペトロフは、悲しげに微笑ほほえんだ。

「そんな粗そ末まつなベッドしかなくても、いいのかい？　邸では天てん蓋がい付きのベッドで寝ていたんだろうに」

「いいえ、邸でも屋根裏部屋でしたから」

　エリナの中から恐怖心は消えた。ブルムはほっとすると同時に、自分はいったいここで何をしていたんだと苦笑いした。

　ジュリアンが心配しているのが分かる。なのに歌劇場の精霊のように振る舞って、売られてきたエリナの観察などしているとは、どうしたことだろう。

　そろそろジュリアンの元に戻って、未来の歌姫のことでも報告してやるかと思った。

　いずれエリナはあの美声で、歌劇好きなジュリアンを慰なぐさめてくれるに違いない。それまで何年かかるかなんて、ブルムは気にもしない。永遠を約束された魔物にとって、一年などあっという間に過ぎてしまうからだ。
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　歌劇場の経営者は、オーダム・ロズスタックと呼ばれる三十代の男だった。

　ロズスタック家では、代々家長の名前も世せ襲しゆう制だ。オーダム・ロズスタックの息子は、そのままオーダム・ロズスタックとなる。父親や祖そ父ふが存命中はややこしいので、マスターとジュニアなどの呼び名で使い分けていた。

　先祖が最初に歌劇場を造った頃は、まだ屋根もない野外劇場で、ほんの見せ物程度の興業だったようだ。それがある日、初代のオーダム・ロズスタックは、金の髪をした美女から多額の寄付を受ける。

　美女は寄付をする時に、たった一つだけ条件を出した。

『美しいものを見せなさい』と……。

　そうして最初の歌劇場が出来上がった。オーダム・ロズスタックは、寄付をしてくれた謎なぞの美女に報むくいるために、以後、歌劇場を最高に美しい場所にし、最高の演だし物ものを見せるようにと、子孫に命じたのだ。

　本当に美しい場所だと、エリナは思った。

　舞台が偽にせ物ものだというのはもう分かっている。けれどそこで繰り広げられる物語は美しく、流れる歌声はどれも素晴らしい。

　主役の後ろでほんの数回歌うだけの端は役やくまで、皆、かなりの実力者揃ぞろいだ。普段は地じ味みでも、化け粧しようして衣装に着替え、舞台に出ただけでまるで別人のように見える。

　エリナはペトロフについて歌劇場内を歩き回りながら、日々、新しい発見に胸をときめかしていた。

　育った家でのことは、もうあまり思い出したくない。

　父は大好きだったけれど、拡散した領地を見回るのに忙しく、旅が多くてあまり家にいることがないのは悲しかった。父がいる間は、母はエリナも娘のように扱ってくれるが、父が旅立つと同時に、子守役の小間使いと同等の扱いになるのだ。

　弟てい妹まいは可愛かったから、世話をするのは嫌いやではなかった。けれど弟妹のために、大好きな歌を歌ってあげるたびに、母からは冷たい仕打ちをされた。母は余程歌が嫌いだったのに違いない。そうでなければ、歌っただけで夕食抜きなどという惨むごい仕打ちをするなんて考えられないだろう。

　それでも歌ってしまうエリナも悪いのかもしれないが、逆に父は歌が大好きだったのだ。

　父が家にいる間だけは、好きに歌っていいことになっていた。父はピアノも上手じようずで、エリナと一緒に歌ってもくれ、様々な歌を教えてくれた。

　大好きだった父がいない家には、もう戻りたくない。家にいるとどうしても、父の姿を探してしまうし、居間に置かれたピアノが、誰だれにも弾ひかれることがなくなったのを見ているだけで辛つらかった。

「エリナ、今日は歌劇場の主あるじである、オーダム・ロズスタック卿きように紹介しよう」

　ここに来て三日目、やっと建物の内部が分かりかけた頃に、ペトロフはそう言ってきた。

「一番、いい服に着替えなさい」

「はい……でも、黒は駄だ目めですよね？」

「黒？　それは葬そう儀ぎの色だな」

　けれどエリナは、葬儀用に急いで作られた黒のドレス以外、まともなドレス一枚持っていなかったのだ。

「……いいドレスは、それしか持ってないんです」

「そこまで母上は優しくなかったんだな。かわいそうに。そのうち衣装係に頼んで、エリナのドレスを作ってもらおう」

「新しいドレスなんていりません。だってお金がかかるんでしょ？」

　あなたのために使うお金はないのよと、いつも母に言われていた。汚れたドレスでいると、父は母を叱しかった。けれど母は、決してエリナに新しいドレスを作ってくれることはなく、よそから貰もらってきた古びた服ばかり着せていたのだ。

「お金の心配なんて、ここでは必要ない。それに残念だがドレスは新品じゃない。傷いたんだ衣装を払い下げたやつだ」

「それだったら喜んで貰います」

　捨てるようなものだったら、心おきなく貰える。エリナは喜んだが、今着ていく服となるとやはり黒しかない。

「今は、黒では駄目ですか？」

「それしかないならしょうがない。しかし、本当に貴族の姫君だったんだろうか。娘にまともなドレス一枚与えないとは、酷ひどい親もいるものだな」

　ペトロフはエリナの代わりに怒ってくれるが、エリナ自身は怒る気持ちにはならなかった。

　まだ恋も知らないエリナだが、それがどんなに素晴らしいものか想像はつく。

　母は幼おさない頃から、父に恋していたのだ。そして恋がやっと実り、婚約までこぎ着けたのに、父は自分以外の女に子供を産ませ、しかもいつまでも心の中ではその女を愛していた。

　そんな女の娘に、優しくしてやる気にはなれないだろう。

　黒いドレスを着て、ペトロフと一緒に、歌劇場の隣にあるスワンドール一の宿屋に向かった。

　貴族のほとんどは首都に本宅か別邸を構えているが、そうでない身分で、わざわざ歌劇や芝居を観に訪れる人々のための宿だ。部屋は豪ごう華かなものから安いものまで様々だった。

　そして一階には、食堂がある。そこも高級な席と、庶しよ民みん向けの席に分けられていて、エリナは豪華な席のほうに案内された。

「いやぁ、先生。久しぶりですな」

　すでに席に着いていた、赤毛の大柄な男が笑顔を向けてくる。その席にはもう一人、華はなやかなドレス姿の女性が同席していた。

「ロズスタック卿、この子がつい先日、新たな歌劇団員となったエリナです。隣国の出身で」

「そうだろうな。この国には、そんな綺き麗れいな金髪はそういない。まだ子供のようだが、いくつになった？」

「十二歳と八カ月です」

　エリナの返事に、ロズスタックは鷹おう揚ように頷うなずく。

「お葬そう式しきにでも行ってきたの？　粋いきなドレスだこと」

　何の飾りもない黒いドレス姿のエリナに対して、女は嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「父親が亡なくなったばかりなんだ。エリナ、ミンツ・ゾウラ。我が歌劇団の歌姫だよ」

「ほ、本当ですか？　あの、昨日、初めて舞台を観ました。すごく、すごーくよかったです。あそこで歌っていた人なんですね」

　椅い子すから転がり落ちそうになりながら、エリナは興奮して口走る。そこで嘲笑から本物の笑顔へと、ミンツの表情は変わっていった。

「傲ごう慢まんで生なま意い気きな歌姫だよ。すぐに機き嫌げんを損そこねるんだから」

　ロズスタックに言われた途端に、ミンツの眉まゆはきりりと上がる。

「だけど彼女がいないと、舞台の幕は上がらない。そうだろ、ミンツ？」

「幕の係がいなかったら、ずっと上がらないままでしょうね」

　ミンツの皮肉な冗じよう談だんに、ロズスタックは大げさに笑った。

「エリナは大きくなったら、鬘かつらなしで金の女神役ができるな」

　ロズスタックに言われた意味が分からず、エリナがきょとんとしていると、ペトロフが説明してくれた。

「歌劇場の創設の際に、多大な寄付をしてくれた金の髪の女性を讃たたえる歌劇を、毎年、創立祭に行うんだ。この国に金色の髪をした者は少ないから、代々、鬘を利用している」

　そこに料理が運ばれてくる。豪華な料理に、エリナは父が旅先から帰った日の食卓を思い出してしまった。父がいる時だけ、エリナは好きなだけ食べることを許されたのだ。それ以外は、家族と一緒の食事は許されず、使用人と同じものを食べさせられていた。

　今は団員全員で食事をする。団員は大道具係や衣装係、座席案内係までいるから大人数で、食事を用意するために料理人が常じよう駐ちゆうしていた。

　けれど食事の時に、ミンツの姿を見たことがない。

「君も歌姫になれば、こうして毎日、特別な料理を食べられるぞ」

　ロズスタックは、エリナが抱いだいた疑問が聞こえたかのように教えてくれた。

「……ミンツさんは、みんなと一緒に食べないんですか？」

「歌姫は特別な存在なんだ。団員の食費をけちっているつもりはないが、特別な存在である彼女には、特別な料理こそ相応ふさわしい」

　そこでロズスタックはミンツの手を取り、軽く唇くちびるを押し当てた。そこには特別な親密感があって、エリナは子供ながらどきどきしてしまう。

「歌姫になりたいなら、蜂はち蜜みつでうがいをするといい。小骨のある魚や鳥は食べるな。辛からいものも駄目だ。酒もいけないのだが……」

　ミンツはすでにワインを飲んでいる。それを示してロズスタックは、さらに続けた。

「まぁ、食事の時の一杯くらいは許そう」

　給仕がエリナにも料理を取り分けてくれる。それだけでエリナは、自分が特別になったみたいで嬉うれしかった。

「いいか、エリナ。舞台はいつも華やかだが、裏に回れば決して楽な世界じゃない。すべては実力次第だ。ただ歌が上う手まければいいってものでもないんだぞ。観客は舞台に夢を求めてきている。何よりも華やかさが必要なんだ」

　ロズスタックの言葉の意味は、今のエリナにはよく分からない。毎日が歌だらけというだけで、エリナには夢のような世界だったからだ。

「この歌劇場も歌劇団も、スワンドール一なんだよ、エリナ。観客の中には、王族や貴族が大勢いる。そしてこの国の誰もが、生しよう涯がいに一度はこの歌劇場を訪れたいと夢見ているんだ」

「……はい、少しでもお役に立てるように頑張ります」

　それしかエリナには言えない。そんな答えに満足したのか、ロズスタックは大きく頷いた。

「ペトロフ先生、器量はいいが実力はどうなんです？」

　今度はペトロフに向かって、ロズスタックは質問している。

「声の質はいいですよ。音感も優れている。だが、ちゃんとした教育を受けていないから、音符も読めない。何もかも今からですが、資質は保証します」

「そうか、それはよかった。聞いた話では、いい家の育ちらしいが、躾しつけはされているのかな」

「はい、それは申し分ありません。すでに立派なレディです」

「ふむ」

　そこでロズスタックの顔に妙な表情が浮かんだ。それをミンツは察したのか、いきなり話に割って入る。

「ペトロフ先生、次の新しい演し物はどういったお話？　最近は悲劇が多いようだけど」

「平和な時代には、悲劇が好まれる。辛い時代には、幸せな話が好まれる。今は平和な時代なんだよ、ミンツ」

「そうね。でも悲恋ものには飽あきたわ」

「来月は、過去の作品の再演だ。その間にまた、次回作を考えよう」

　団員は毎日舞台をこなしながら、その合間に次回作の稽けい古こをする。スワンドール一の歌劇団だけに、稽古といえども厳しい。

　ただ見ているだけのエリナにも、その大変さはよく伝わってきた。

　ペトロフは彼ら一人一人をよく見ていて、悪いところを個別に指導する。その努力も大変なものだった。

　そうやって皆が努力するから、スワンドール一の歌劇団を名乗れるのだ。エリナは自分がその一員になれたことを、密ひそかに誇ほこりに思い始めていた。

「さぁ、もっと食べなさい。エリナは瘦やせすぎてる。もう少し、ふっくらとした女らしい体つきにならないとな。ドレスも似合わないぞ」

　ロズスタックの言葉に、ミンツは明らかに不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。するとロズスタックは、エリナにだけ分かるように、にやっと笑ってみせる。

　だが大人の男の特別な笑いも、エリナには通じない。

「エリナ、この世界で生きていくのに大切なことは、どんな誘惑にも負けず、自分を見失わずにいることだ」

　さりげなくペトロフが言ってくる。するとロズスタックは、視線をミンツに戻してどうでもいい話を始めた。

「歌姫の栄光は永遠ではない。若い頃の美声をいつまでも保たもつのは至し難なんの業わざだ。節制を心がけ、行い正しく生きることが、美声を保つ秘ひ訣けつだよ」

　エリナが頷くと、突然、ミンツが怒ったように言いだした。

「そうよ、エリナ。あと二年もしたら、もっと胸が膨らんできて、男たちが騒ぎだすでしょうね。だけど誘惑に乗ったら終わりよ。体も心もぼろぼろにされて、何もかも失う羽目になるわ。私はそんな女たちを、何人も見てる……」

「……そうなんですか？」

「そうよ、恋なんてしたら駄目。歌の神様は嫉しつ妬と深いから、歌姫が恋したら、すぐにその声を取り上げてしまうのよ」

　歌の神様はいるのかもしれない。神は精霊を舞台に寄よ越こして、そこで暮らす者を監視させているのではないだろうか。

　エリナは屋根裏の梁はりの上にいた、黒っぽい姿の精霊を思い出す。エリナには見えたのに、ペトロフには見えていなかったようだ。

　神は見ている。よいことも悪いことも、すべて神は見ているのだ。そう確信したエリナは、誘惑という言葉の意味もよく分からないまま、清く、正しく生きようと決意した。
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　最初に舞台に立ったのは、歌劇団に入って一年半後、十四歳と二カ月の時だった。

　まさに偶然が重なったおかげだろう。歌姫ミンツが、流行はやり病やまいにかかったのか喉のどを腫はらし、全く声が出なくなってしまったのだ。そこで代役としての練習をしていたウーナが歌姫となり、ウーナの役をその下の者が引き継ぎ、ずれていった先に穴が空あいた。

　ペトロフは迷うことなく、その役にエリナを当てたのだ。

　出番はほとんどない。天界から下りてくる天使の役で、一曲歌って終わりだ。あとは大勢の村人コーラスの一人となるが、ペトロフはエリナにコーラスをさせる気はなかった。村人の衣装を着て舞台に出ていてもいいが、歌うなと言われている。

　天使の衣装はとても綺き麗れいだった。真っ青な艶つや々つやした布地でできた長い上着で、腰には金糸の混じったサッシュベルトを巻くのだ。

　天使は男でも女でもないから、少し膨ふくらんできた胸はしっかりと厚布で覆おおい、背中に作り物の羽を付けて、天てん井じようから舞台に吊つり下げられる。

　ほとんど練習もしていないから怖こわかったけれど、エリナは支えてくれる二人の裏方を信じることにした。

「可か愛わいい天使だね。本物みたいだよ」

　大男のピョートルは、双子のようにそっくりな弟のフョートルと共に、エリナの背中に金具を留めた。

　ウーナは恋人を失い、悲ひ嘆たんにくれて涙するヒロインを演じている。そこに天使が現れて、恋人はまだ死んでいないと伝えるのだ。

　吊り下げられたまま歌うのだ。あまりいい条件ではないけれど、コーラスで舞台に初出演となるよりずっといい。

　ついにするするとエリナは舞台に降ろされた。その途中、冷静な目で桟さ敷じき席を見る。

　今夜も王族の席には、皇太子ご一行が来ていた。皇太子のジャンクロードは、月に何日も歌劇場に来る。そんなジャンクロードのご機き嫌げんを取ろうと、取り巻きの若い貴族たちがいつも同行しているのだ。

　父が生きていたら、エリナも隣国の歌劇場で、桟敷席から舞台を見ていただろうか。こういった場は、貴族の娘たちにとっては、いい縁談に巡り合うための大切な社交場でもあるのだ。

　父だったら、きっとエリナを連れてきてくれただろう。

　けれど今は、逆に観られる立場になった。それが悲しいとは思わない。むしろ嬉うれしいくらいだ。今夜のこの歌声は、人々にどう受け入れられるのか、どきどきしながらエリナは歌いだす。

　悲しみのヒロインに向かい、教え、諭さとし、導くのが天使だ。姿は少女か少年のようにしか見えないけれど、実際は何年生きているのか忘れるくらい生きている。

　だからただ綺麗に歌っているだけではいけない。

　威い厳げんのある、神の代弁者らしく歌うのだ。

　歌いだすと、本当に自分が天使のような気がしてきた。初舞台は誰だれでも上がってしまい、足が震ふるえるものだという。だがエリナは足が下についていない、ぶら下がった状態だからなのか、緊張感はまるでなかった。

　もっと歌っていたい。この歌がもう少し長ければいいのにと願ってしまう。なのにエリナに与えられた時間は終わってしまったのだ。

　するするとまたエリナは天井へと引き上げられていく。その間に、歌劇場内に拍はく手しゆが響ひびいたが、エリナの姿が見えなくなっても、いつまでも拍手が鳴りやまない。

「こりゃあ、ウーナがやりにくいだろうな」

　エリナを引き上げたピョートルは、真っ先におかしなことを口にした。

「何かあったの？」

「気が付かないのか、エリナ。おまえさんの歌が受けたんだよ」

「えっ？」

「客は正直だ。もっと聴いていたいと思う相手には、拍手を惜おしまない。代役とはいえ、やっと主役になれたウーナにしてみれば、一番の見せ場をエリナに取られて、悔くやしいだろうよ」

「私、そんなつもりじゃ……」

「いいんだよ、それでいいんだ。本物が評価される。それだけさ」

　やっと静まりかえった歌劇場内では、ウーナが恋人を捜しに旅立つ決意を歌っていた。けれどやはりミンツとは違う。同じように歌っていても、聴く者の胸を打つ力に欠けていた。

　エリナはそのまま楽屋に入り、天使の衣装を脱いで、村娘の衣装に着替えようとした。

　コーラスを歌ってはいけないというのは、きっと自分の声が大きすぎて、皆と調和が取れないせいだと思う。それも直していけば、きっとペトロフは歌っていいと許可をくれるだろう。

　少しでも舞台に出ていたかった。

　厳しい訓練ですら楽しい。屋根裏で衣装箱の上に眠り、新しいドレスなんて一枚も持っていなくても、ここにいるだけでエリナは幸せだった。

　そんなエリナをもっと幸福にしてくれる場所が、舞台だったのだ。

　もう一度あの場所に戻り、現実とは違う世界の住人になりたかった。天使は終わったけれど、村娘の一人となって、舞台で踊おどっていたい。

　木も綿めんのドレスに大きなエプロンを着る。そして素早く髪を三つ編みにして、ゴワゴワした麻あさの帽ぼう子しを被かぶった。

「田舎いなか娘は、頰ほおを赤く塗ぬるんだよ」

　年長の団員がエリナの頰に紅べにを塗ってくれた。

「ソバカスも描くといいよ」

「ありがとう……」

　ごちゃごちゃした楽屋の中、小さな手鏡でソバカスを描く。そして出番に備えて、舞台の袖そでに出向いた時だった。

　ウーナが着替えのために戻ってきた。すれ違い様、エリナは急いでいるウーナのために道を譲ゆずる。少し下がった瞬間、エリナは頰を思い切り叩たたかれていた。

　何があったのだろう。

　側にいた数人の団員は、啞あ然ぜんとしてウーナを見つめている。年長の男の団員が、エリナを庇かばうようにそっと前に立ってくれた。

「ペトロフ先生のお気に入りだからって、調子に乗るんじゃないわよっ！」

　そう言い捨てると、ウーナは足音も荒く去っていく。

　痛みよりも驚きのほうが大きかった。

「いったいウーナはどうしちゃったの？」

　誰だれにともなく訊たずねると、エリナを守ってくれた団員が答えた。

「よくあることさ。せっかくの晴れ舞台だったのに、自分より目立ったエリナが許せなかったんだ」

「えっ？」

　しばらく拍手は鳴りやまなかったが、あれで歌いだせなくなったウーナは、腹を立てたのだろうか。

　ミンツだって、あの場面ではいつも拍手が終わるのを待って歌いだしているのだ。けれどミンツが天使役を叩いたところなど見たことがない。

　謂いわれのない敵意を向けられるのは、生まれた時からのことだ。怒りをやり過ごす方法も身につけているけれど、さすがに今回のことは胸に堪こたえた。

　だが、これで舞台を諦あきらめたり、遠えん慮りよして小声で歌うつもりはない。そんなことをしたら、何より観客に対して失礼だ。

「どうする？　ウーナを殴なぐり返すかい？」

　訊きかれてエリナは、慌あわてて首を横に振った。

「とんでもないです。そんなことしません」

「そうだな。殴り返す必要なんてない。次の歌姫は、エリナだってことがはっきりしてきたからな。それだけでウーナは、殴られるより何倍も痛い思いをしているだろう」

　すべては実力次第の厳しい世界だ。ここでウーナがエリナのことをどう思っても、実際の審しん判ぱんは観客によってくだされる。

　エリナは痛みを忘れ、歌い続けるしかないのだ。
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　困ったことになった。皇太子のジャンクロードは、今夜観た歌劇に出てきた天使の姿が、脳のう裏りから離れなくなってしまったのだ。

「所しよ詮せん、代役ですね。ミンツ嬢じようのような迫力はやはりなかったです。それよりあの天使は、今までどこに隠れていたんです？」

　舞台がはねた後、城に向かう馬車に同乗している、ラドベリー侯こう爵しやく家の次男ホームズは、ジャンクロードの思っていることをそのまま代だい弁べんしてくれた。

　ホームズとはよく一緒に歌劇を観に行く。厳格な躾しつけをするラドベリー侯爵家では、ホームズは浮かれ者と呼ばれ、常に父から厳しい小言を浴あびせられているようだ。

　けれど皇太子もその浮かれ者なのだから、観劇に向かう若い貴族たちを、親も叱しかりづらいだろう。

「あの天使役の娘は、どういう経いき緯さつで歌劇団に入ったんだろう？」

　ジャンクロードの質問に、ホームズは肩をすくめる。歌劇団が団員をどうやって集めているのか、詳しく知っている者などいなかったのだ。

　この時代、音楽は貴族の嗜たしなみだった。彼らを指導するのは、音楽家と呼ばれている者たちだ。優すぐれた音楽家は、数種の楽器を演奏し、作曲も行う。

　音楽家を養成するために、スワンドールには王立の音楽院がある。そこには国中から才能のある者が集められ、日々厳しい指導を受けてのち、指導者たちに認められて初めて音楽家を名乗れるようになるのだ。

　ただ教えるだけの音楽家と違い、歌劇団を指導するような者は、やはり特別な才能が必要だった。ペトロフは特に優秀な音楽家で、三十年以上歌劇団に携たずさわっている。ここ数年の作品は特に素す晴ばらしく、歌劇場はいつも満席状態だった。

　ところが歌劇団や劇場の役者となると、指導するようなところはどこにもない。ジャンクロードが唯一聞いた話では、声のいい少年少女を求めて、国中を旅する男がいるのだという。男は支し度たく金きんと称する金を払い、子供たちを歌劇場に連れ戻るのだ。

　ペトロフもそうやって連れてこられた子供だったという噂うわさは、歌劇好きな貴族から聞いた。

　だとしたらあの天使も、そうやってどこからか連れられてきたのだろうか。

「ミンツ嬢の次なる歌姫は、あの天使になりそうですね。あの天使が歌うなら、僕も毎晩でも歌劇場に通いますよ」

　ホームズに自分の思っていることを先に言われ、ジャンクロードは思わずむっとしてしまった。子供っぽい考え方だが、あの天使を真っ先に発見したのは自分だと思いたかったのだ。

「ロズスタック卿きように言えば、どこかに呼び出してくれるでしょう。話してみますか？」

　そうやって先回りされるのも気に入らない。

　ジャンクロードはあくまでも、あの天使を自分一人のものと思いたいのだ。

「今はまだ、そっとしておいたほうがいい。きっと舞台も初めてで、緊張しているだろうから。それにたまたま今夜の出来がよかっただけで、本来の力ではないかもしれない」

　それとなくホームズを牽けん制せいしたが、実際のところジャンクロードの本心は上う手まく伝わってはいないようだ。

　きっとホームズは、ジャンクロードはミンツにご執しゆう心しんなのだと思っているのだろう。二十一歳のジャンクロードにとっては少し年上だが、これだけ熱心に歌劇場通いをしているからには、ミンツに特別な思い入れがあると思われても無理はない。

　けれどジャンクロードにとって、ミンツはやはり歌劇場の歌姫でしかなかった。わざわざ呼び出してまで会いたい相手ではなかったのだ。

　王と王妃は、皇太子の歌劇場通いには困っている。最初の頃は、歌劇場は貴族の社交場でもあるから、そこで将来后きさきとなる姫君との出会いもあるだろうと思っていたようだ。けれど皇太子は、姫君たちには全く関心がない。

　ジャンクロードはスワンドールの皇太子らしく、黒髪ですらっとした肢し体たいを誇ほこる美しい若者だった。

　王子としてしっかり教育されているから、どこという欠点も見つからないように思えるが、やはり多少わがままなところはあるようだ。どうしても自分の思ったとおりにしたがるから、歌劇場通いも止められないのだ。

　ジャンクロード自身、欠点はよく分かってはいたが、直そうという気持ちはない。いずれ王になったら、様々な制約を受けるのだ。せめて皇太子である間だけでも、自由を謳おう歌かして楽しみたかった。

「綺き麗れいな金の髪でしたね。いつまで歌姫でいるのかな」

　三つ年上のホームズは、そろそろ婚こん姻いんをせかされるような年頃だった。高位の貴族の息子となると、やはり相手の家柄が釣り合わないといけなくて、自由に婚姻相手を選べるというものではない。

　その不満があるせいだろうか。婚姻して世継ぎが生まれると、もう自由になったとでも思うのか、愛人を手に入れる者もいた。

　愛人になるような女となると、歌劇場の歌姫や、劇場の女優が多い。美しく、それなりに教養もあるが、身分が低いから貴族の妻となれない者たちだ。

　馬車の窓から闇やみの深い風景を見ているホームズが、いずれはあの天使を自分の愛人にしようかと目論もくろんでいるのが感じられた。

　貴族は恋愛も自由でいいと、ジャンクロードは羨うらやむ。王族はよき規き範はんとならねばならないから、愛人など持つことは許されない。もしそういった相手ができたとしても、秘密は守られ、堂々と手を繫つないで歩いたりはできないのだ。

　現実の恋を知らないジャンクロードは、舞台の上で恋を味わう。たとえ舞台上は悲恋で終わっても、何も心配することはない。翌日の舞台では、また同じように最初から恋が繰り返されるのだから。

「殿下、新しい楽しみができました。しばらく歌劇場通いになりそうです」

　吞のん気きにホームズが言うのを聞いて、ジャンクロードは苛いら立だちを覚えた。自分よりも自由な身分のホームズが、何度も歌劇場に足を運んで、自分より先に天使のことをすべて知ってしまったらと思うと、苛いら々いらするのだ。
















　先にラドベリー侯爵家の前で馬車は停まる。そこでホームズは降り、ジャンクロードに笑顔で挨あい拶さつした。

「今宵こよいは、よい夜でした、殿下。夢の中に天使が舞い降りそうです。またお声をかけていただけるのを、楽しみにしておりますので」

「ああ、よい夜を……ホームズ」

　馬車は再び走りだす。一人になったジャンクロードは、そこでとんでもない策さく略りやくを思いついた。ホームズに何か役割を担になわせ、隣国に赴おもむかせるのだ。

　そうすればこれ以上、ホームズが天使に近づくことはない。

　姑こ息そくな手だが、ジャンクロードにはその程度のことを難なくやれる力はある。

　これでもう邪魔者はいない。あの天使は自分だけのものだと、ジャンクロードは揺ゆれる馬車の中でほっと胸を撫なで下ろした。

　けれどその後で、急に新たな悲しみが胸に広がった。

　ここでホームズを遠ざけても、すぐに別の誰かが天使に近づくだろう。ホームズだって永遠に戻ってこないというのではないのだ。

　邸やしきの奥深くに身を隠している姫君たちとは違う。天使は誰もが手の届きそうなところにいるのだ。これから毎日舞台に立つようになれば、ますます注目され、人々に求められるようになるだろう。

　いくらジャンクロードが皇太子でも、歌姫を勝手に独ひとり占じめするなんてできない。今なら、まだ歌姫にもなっていないのだから、連れ去ることも可能だろうかと考えてしまうが、まだレディでもない少女を攫さらうとなったら、それは立派に犯罪だった。

　ここは静かに見守るしか許されないだろう。とりあえずは、明日も歌劇場に行くことだとジャンクロードは思った。
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　あまりにも天使の評判がよかったので、エリナは次の公演では準主役を与えられた。以前はウーナのやっていた役だ。ウーナはミンツに代わって歌姫となり、これからはずっと主役を演じることになりそうだった。

　ミンツは戻ってこない。流行はやり病やまいは思ったより重く、ミンツは以前のように声が出ないままだ。そうして数カ月が過ぎ、さらに次々と公演内容が変わっても、ミンツは戻ってこなかった。

　今では元のウーナの地位が、エリナのものとなった。そのことに異論を挟む者はいない。なぜならエリナは、一度観た演目だったら、どれも完かん璧ぺきに歌えたからだ。

　譜ふ面めんを読むのはあまり得意ではないが、誰だれかが歌ってくれれば苦もなく同じように歌える。そして次には、伴ばん奏そうに合わせて教えられた以上に歌えるのだった。

　観客の反応は正直だ。どうしても拍はく手しゆはエリナのほうが多く、ウーナの影は日に日に薄くなっていく。

　そんなある日、歌劇場に久しぶりにミンツが現れた。

　歌劇場の裏手に停められた馬車から降り立ったミンツは、歌姫らしく華はなやかなドレスを着ている。胸元には煌きらびやかなネックレスが輝き、毛皮のストールを羽は織おっていた。

　皆は喜んでミンツを取り囲む。このままミンツが戻ってくれればいいと、内心思っていたからだ。

　エリナに対する嫉しつ妬とのせいなのかもしれないが、ウーナはいつも苛いら立だっていて、歌姫らしくない。

　歌姫は主役だ。常に女王のように、堂々としていなければいけないものだろう。その点、ミンツはいかにも歌姫らしい歌姫だった。

「ミンツさん、戻ったんですね」

　喜んでエリナが駆かけ寄ると、ミンツは皮肉な笑みを浮かべた。

「まさかね……二年も経たたずに、エリナが舞台で主役級になれるとは思わなかったわ」

　そう言って話しかけてくる声は掠かすれていた。

「酷ひどい声でしょ。熱で焼かれたのよ。何が何でも、戻ろうと思ったけれど、エリナの歌声を聴いたら、戻る気がなくなったわ。あんな声、もう私には出せないもの」

　またしてもエリナが責められている。いったい何がそれほどまで、歌姫たちを怒らせるのだろう。

　自分のほうが上う手まいからだとは、エリナには思いつかない。舞台に出られるだけで幸せだったから、一生懸命にやっているだけだ。

「ウーナも大変ね。こんな子供と比較されるなんて……。ウーナに虐いじめられてるんでしょ？」

「……そんなことありません」

「庇かばわなくていいわよ。どうせ私、ここを出て行くんだから、もう関係ないし」

「えっ、どこに行くんですか？」

　ミンツが連れてきたのだろう。楽屋に置かれたミンツの衣装箱と小物箱を、屈くつ強きような男が数人で運び出していく。

「歌えなくなった歌姫は、どこに行くと思う？」

「……わ、分かりません」

　ここを出て行くなんて、今のエリナには考えられないことだった。いずれは出て行かなければいけなくなるのだろうが、どこに行くかなど思いつかない。

「支払われている給金は、しっかり貯ため込んでおくことね。でなければ、早めに有力な信しん奉ぽう者しやを手に入れるか……」

「信奉者？」

「音楽の神は残ざん酷こくだから、恋をした者から声を取り上げるのよ。エリナの信奉者は増えるばかりね。だけど、誘われてもすぐについていったりしちゃ駄だ目めよ」

　男たちはミンツの衣装箱を、すべて馬車に載せてしまった。造りのしっかりしたいい馬車で、どうやら辻つじ馬ば車しやではないようだ。よく見ると、馬車の中に人影が見える。帽ぼう子しとマントのせいではっきりとは分からないが、若い男のようだった。

「ロズスタックには気を付けたほうがいいわ。歌姫になると、すぐに手を出してくるから」

　ミンツは馬車のほうを見て微笑ほほえみながら、早口で言った。

「あんたにはペトロフ先生がついているから、下へ手たな手出しはしないと思うけど」

「手を出すって……」

「もう子供じゃないでしょ。男が女と二人きりになったら、途端に獰どう猛もうで野や蛮ばんな獣けものに変身することを、忘れないでおくことね」

　もっといろいろと話したいと思っているのに、そこにロズスタックがやってきた。横には会計係をやっている、ロズスタックの弟が控ひかえている。その手には、丈夫そうな麻あさ袋ぶくろが握にぎられていた。

「残念だったな、ミンツ。こちらとしては、一年でも、二年でも、声が戻るのを待っているつもりだったんだが」

「もういいのよ。私だって限界を知ってるわ。エリナみたいな子供と歌姫の座を競うなんて、私には耐えられないし」

　ロズスタックを見るミンツの目は冷たい。そこにどんな複雑な感情があるのか、まだ子供のエリナにはよく分からなかった。

「婚こん姻いんするのか？　相手は金持ちなんだろ？　なのに、これを持っていくのか？」

　麻袋を示して、ロズスタックは眉まゆを顰ひそめる。

「当たり前でしょ。私が稼かせぎ出したんですもの。エリナ、歌姫になったら、給金はこれまでと違うのよ。騙だまされないように、しっかり確認しなさい」

「おい、誤ご魔ま化かしたりしていないぞ。それがロズスタック家の掟おきてだ」

　麻袋の中身はお金だった。エリナはそんなに重そうな銭ぜに袋ぶくろなど見たことがなかったから、その大きさに驚いた。

「しかし意外だったな。派は手で好きなミンツのことだ。貴族の愛人にでもなるのかと思ったら、商人のところに嫁とつぐとは」

「相手がどんな身分かなんて、関係ないわよ。私を一番大切にしてくれる人を選んだだけ。病やまいで寝込んでいる時に、毎日、様子を見に来てくれたわ。誰かのように、使いの者を寄よ越こすだけ、なんてことはなかったの」

　二人の間に気まずい空気が流れる。そこでエリナは、ミンツがロズスタックのことを、一時は本気で好きだったのではないかと思った。

　ミンツには教えたくないが、今のロズスタックはウーナの楽屋に頻ひん繁ぱんに出入りしている。歌姫になると楽屋は個室だから、中でどんな話がされているのかまでは分からない。

　けれど二人の間がかなり親密なのは感じられた。

　ロズスタックはミンツを愛していたのではない。歌姫を愛する男なのだ。気を付けろと言われた意味が分かって、エリナはぶるっと身を震ふるわせる。

「エリナ、譜面なんて読めなくても、歌えればいいのよ」

　それだけ言うと、ミンツは馬車に戻っていく。すると馬車から、若いのだろうが髪の薄くなっている、太った男が慌あわてて降りてくる。そしてミンツのために馬車の扉とびらを開いた。

「呆あきれたわね。いくら銀行家で金持ちだって、あんなぶ男と婚姻なんてしたくないわ」

　背後から声がしたので振り向くと、ウーナが嘲あざけるようにミンツを見ていた。

「いくらだって独身貴族はいるのに……。哀あわれよねぇ、余程、自分に自信がないんだわ」

　それは違うと、エリナは思う。病に倒れて心細い時に、病が我が身に伝染するとかは考えず、毎日、病びよう床しようを訪れてくれたのだ。その優しさに心が動かないはずはない。

　ロズスタックは華やかな色男だけれど、それだけではミンツの心は満たされなかったのだ。皆に簡単に挨あい拶さつすると、ミンツの馬車は走りだす。その姿が見えなくなると、ロズスタックは集まっている皆に向かって、突然雄お叫たけびを上げた。

「みんなっ、聞いてくれ。今夜の公演は休みだ。何と、皇太子殿下から、離り宮きゆうでの夜会にお誘いがあったんだ」

　すでに知っていたのか、ウーナは勝ち誇ほこったように微笑んでいる。

「ミンツが歌姫だった時には、一度もこんなお誘いはなかったのにね」

「こんなお誘いは、時々あるんですか？」

　思わずエリナが訊たずねると、ウーナは喜びを全身で表しながら言った。

「いいえ、滅めつ多たにあることじゃないわ。殿下はあたしたちの歌劇が、特別気に入ってくれたのよ」

　ミンツが歌姫ではない歌劇が、とでも言いたいようだ。

　皆はその話で浮かれてしまい、もうミンツのことなどすぐに忘れてしまって話題にもしなかった。ただ婚姻する相手が銀行家ということと、その男が熱心な信奉者で、毎日、歌劇を観に通っていたことだけは、エリナの耳にも入ってきた。

　ミンツが幸せならそれでいい。なのに皆、心からの祝福を口にしないのはなぜだろう。エリナは団員を家族のように思っているけれど、やはり他人の集まりでしかないのかと悲しくなってしまった。
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　王城から外はずれたところに、皇太子の離り宮きゆうは新たに建てられた。ジャンクロードが先王から正式に譲ゆずり受けた土地で、元は狩かり場となっていたところだ。今も絶好の狩り場であることに変わりはなく、年に数回、ここで国王主催の狩りが楽しまれている。

　狩りのための小さな建物しかなかったのに、ジャンクロードはそこに立派な離宮を建てた。大勢でダンスが踊おどれる広間や、何十人もが食事できる食堂がある。客室も数多くあり、まさに小さな城といったところだ。

　皇太子はいよいよ婚こん姻いんするつもりなのだと、誰だれもが思っていた。国王は、当分玉ぎよく座ざを下りないだろう。そうなると皇太子は、この離宮で皇太子妃と過ごすのだ。

　エリナたち歌劇団の団員は、五台の馬車に分乗して離宮を訪れた。すでに辺りは薄暗くなっていて、夕焼けの不思議な色合いの空を背景に、白い離宮が浮かび上がって見える。

「綺き麗れいだわ……」

　いつもはもの悲しさを感じさせる夕焼けなのに、今日はとても美しく見える。季節は春に向かっていて、風には微かすかに花の香りが混じっていた。

　離宮には野外劇場も設しつらえてあった。篝かがり火びが焚たかれた野外劇場は、そこで誰かが演じてくれるのを待っているようだ。

　一行は広間に案内されるまで、離宮の中庭で待つことになった。残念なことに裏方は招待されなかったが、皇太子は気前がよく、その分報ほう奨しよう金きんをそれぞれに支払ってくれている。今頃は裏方たちも、町の酒場に繰くり出して楽しんでいるだろう。

「皇太子殿下は、芸術に理解がある。素す晴ばらしいことだな」

　精いっぱい着飾ったロズスタックは、一人で納なつ得とくしたように頷うなずく。けれどペトロフは、あまり喜んでいるようには見えなかった。

「先生は、楽しくないのですか？」

　エリナの問いかけに、ペトロフは力なく微笑ほほえんだ。

「本当に芸術に理解があるのなら、王立の劇場を作って、芸術家を保護するべきだ。こんな素晴らしい離宮を造るだけの資産があるなら、素晴らしい劇場ができるのに。芸術家のすべてが、豊かに暮らしているわけじゃない。興こう行ぎよう主ぬしとの間に、もめ事は絶たえないし」

　ロズスタックとの間に、何か確かく執しつがあるのだろうか。父のように慕したうペトロフが悲しんでいるのを、エリナは見たくなかった。

「綺麗だね、エリナ。とても古い衣装を直したドレスには見えないぞ」

　やっとペトロフは笑顔になって、エリナのドレス姿を褒ほめてくれた。

「新作は、姉し妹まいの物語にしようと思っている。もっとたくさんエリナも歌えるだろう」

「ありがとう、先生……でも」

「ウーナの機き嫌げんは悪くなるだろうな」

　ロズスタックの腕を取り、優雅に中庭を散策しているウーナを見ながらペトロフは呟つぶやく。

「芸術は残ざん酷こくなものだ。特に音楽は……一瞬、耳を通り過ぎるだけなのが音楽だ。絵画のようにじっくり鑑かん賞しようすることもできず、書物のように何度も読み返すこともできない。だからこそ、評価が露ろ骨こつに出てしまう」

　ミンツが喉のどをやられて引退したおかげで、ウーナは念願の歌姫にはなれたが、それで終わりということはない。むしろその後が大変なのだ。

　うるさい観客は、未いまだにミンツを支持している。そしてミンツが戻らないと知ると、新たな歌姫の登場を待ち望んだ。そんな中、エリナへの評価は上がっていくばかりだ。

　ウーナも内心はかなり焦あせっているだろうが、ロズスタックの関心が自分に向けられている限りは、安心だと思っているようだ。

　ロズスタックはいつまでも婚姻しない。それは毎回新しい歌姫に、手を出しているからだ。ミンツもウーナも、あるいはロズスタックと婚姻できると思ったのではないだろうか。

　そんなふうに思わせるのは、卑ひ怯きような手だとエリナは思う。そして自分は、どんなことがあってもロズスタックの誘惑には乗るまいと思っていた。

　広間に続く扉とびらが開かれる。そして一行は、まず大食堂に案内されていった。

　中央が皇太子の席だろう。エリナは、ずらっと並んだ食器の見事さにまず目を奪われた。これもまた芸術と呼べるものだ。白鳥の図柄が巧たくみに描えがかれた皿は、曇くもり一つなくピカピカに輝いている。

「エリナ・ハウエル様。お席にご案内いたします」

　すでに席が決められているのかと、エリナは驚いた。できることならペトロフの近くがいい。またはいつも親しくしている、仲良しの団員の側がいいと思った。

　ところがエリナが案内されたのは、どう見ても皇太子の隣の席だった。

「ここですか？」

　エリナは思わず確かめてしまう。

　こんな席には、ロズスタックやウーナが座るべきだ。どうにも居い心地ごこちが悪く、エリナは座ってからも落ち着かない。

　だが救いは、ペトロフが比較的近くにいてくれたことだった。

　ウーナとは思ったより離れている。着席したウーナの手は、遠くからでも分かるほど震ふるえていた。

　全員が着席すると、ついに皇太子ジャンクロードがやってきた。黒髪の美しい皇太子は、明るい茶色の髪をした貴族の若者と並んで入ってくる。

　その後ろからも数人の若者が入ってきて、それぞれ皇太子の近くの席に座った。

　エリナの近くに女性の姿がほとんどない。そのせいでエリナの全身は強こわばる。ミンツは男あしらいが上う手まかったが、教えてもらう前にいなくなってしまった。こんな時、どうしたら上手く話せるのだろう。

「ようこそ、至高の芸術家諸君」

　ジャンクロードはまず挨あい拶さつする。その声は魅力的なテノールで、歌ったらきっとかなりの美声だろうと思わせた。

「離宮が完成したので、私がもっとも尊敬する、偉い大だいなる芸術家のあなたたちを招待した。ゆっくりと食事を楽しんだ後、よければ野外の音楽堂で、舞台では聴かせてもらえないような、自慢の歌をぜひ、聴かせてくれたまえ」

　給仕が高そうなワインを、惜おしみなくそれぞれの杯さかずきに注そそいでいく。熱々の肉や魚の料理が運ばれてきて、一気に宴うたげの雰ふん囲い気きは盛り上がった。

　そんな中、エリナは緊張して震えていた。

　そしてウーナは、怒りで震えていた。

　きっとウーナは、皇太子が歌姫である自分とエリナを、単純に間違えたのだと思っただろう。けれど誤りを正そうにも、誰に訴うつたえていいのか分からない。ロズスタックは、皇太子に意見するほどの度胸はないし、誰もウーナが歌姫であることを伝えてくれそうにないから、よけいに腹を立てているのだ。

「エリナ・ハウエル……。お目にかかれて光栄だ」

　着席した途端に、ジャンクロードはエリナの手を取って、恭うやうやしく唇くちびるを押し当ててきた。

「殿下……私こそ、光栄です」

「天使の姿で舞台に降りてきて以来、ずっとあなたのことが気になっていた。近くで見ると、より美しい。本当に愛らしい、天使のような人だ」

　エリナは真っ赤になった後で、今度は真っ青になった。まさか皇太子ともあろうものが、自分などに注目していたなんて思ってもいなかったのだ。

「もしよければ、またあの天使の歌を歌ってはくれないかな」

「は、はい、喜んで……」

　まともにジャンクロードの顔を見ることもできない。

　歌劇団員それぞれには、信しん奉ぽう者しやというものがついてくる。信奉者はせっせと劇場に通ってくるだけではない。贔ひい屓きの団員に、花や装身具などを贈ってもくれた。

　中には食事をご馳ち走そうしたいと申し出てくる者もいる。皇太子の今夜の誘いは、そんな信奉者のしていることを大がかりにしたものだ。

「殿下の熱心さには負けますよ。あなたの歌声聴きたさに、毎晩のように歌劇場通い。あまりにも度が過ぎると、陛下にお叱しかりを受けたら、今度はお忍びで通っていたくらいだから」

　目の前に座った若い貴族に言われて、エリナはますます俯うつむいてしまった。

「ホームズ、レディ・エリナが困ってるだろ。おかしなことを口にするな」

　ジャンクロードも真っ赤になって照れていた。
















「どうか気になさらずに。ああ、料理が冷めないうちに、どうぞ」

　とても食べることなどできなかった。周りにいる貴族たちは、ちらちらとエリナのことを見ている。中でもジャンクロードの視線は痛いほどで、エリナは息をするのがやっとだった。

「隣国のアスレシア出身だと聞いたが、本当ですか？」

「は、はい」

　身分が違うのに、ジャンクロードは丁てい寧ねいな口く調ちようで話しかけてくれる。それだけでも驚きなのに、エリナが隣国生まれだということも知っていたのだ。

「アスレシアの先代の后きさきは、この国出身なのはご存じかな？」

「はい、よく存じ上げております。薔ば薇らの后こう妃ひと呼ばれていらっしゃいました」

「あの薔薇園は、不思議な話だった」

「本当に……先の大王様が亡くなられた途端に、すべて枯かれてしまったんですもの。枯れた薔薇園の跡を、父に連れられて見に行ったことがあります」

　やっとジャンクロードと話せる話題が見つかって、エリナはほっとした。すでに方々で話が弾はずみ始め、ペトロフは若い貴族たちから、作品についての意見をいろいろと言われていた。

　ウーナの周りにも貴族たちがいたが、どうにもウーナは盛り上がらない。答える声も精せい彩さいを欠いていた。

「薔薇園の跡か。どんな感じだった？」

　エリナがしばらく黙だまると、すぐにジャンクロードは次の問いかけをしてくる。エリナはただちに答えないといけなかった。

「彫刻はそのまま残っていました。薔薇を這はわせるアーチや、歩道も残っているのに、花は一輪も残っていませんでした。まるで一年前に枯れたみたいに、かさかさになって散ってしまったそうです」

「おかしな話だ。あの薔薇は、愛でできていたんだろうか？」

「……」

　ジャンクロードはかなりロマンチストのようだ。薔薇が愛でできているなんて、とても素晴らしい表現だが、普通の男は思いついてもすぐに口にはしない。

「大おお伯お父じにあたる大王には、幼い頃に一度だけ目通り適かなったことがある。若い頃は、あなたのように見事な金の髪をしていたようだが、私が会った時にはもう真っ白だった」

　そこでやっとエリナは微笑むことができた。金色の髪の王には様々な伝説があるようだが、良王であることは間違いなく、民にとても愛されていたのだ。

「楽しい方で、王宮内で私に小規模の歌劇を見せてくれたんだ。思えばあれが、私の歌劇好きに火をつけたのかもしれない」

「まぁ……」

　本当にエリナは驚き、ついまじまじとジャンクロードを見つめてしまった。するとジャンクロードも、じっとエリナを見つめてくる。

「あなたによく似た歌姫がいたな。金色の綺き麗れいな髪しか、もう覚えていない。それと、そうだな、澄すんだ歌声だ」

　自分が特別待遇となった意味が、これで分かったとエリナは思った。ジャンクロードは初めて感動を与えてくれた歌姫とエリナが似ていたから、より親しみを感じてくれただけなのだ。

　そう思うと少し気が楽になった。そこでエリナは、果くだ物ものと焼き菓が子しだけ、ほんの少し口にした。果物は甘く、焼き菓子はパリパリしていておいしい。

「レディは甘い焼き菓子が好きだ……。あなたも、そうなんだね」

「はい、焼き菓子の嫌いな女の子を見つけるのは、舞台で落とした真しん珠じゆの一粒を見つけるより難しいですわ」

　エリナの言葉に、ジャンクロードは微笑む。

　どうしたことだろう。周りに人々がいっぱいいるのに、まるでここには二人しかいないような気がしてくる。

　こういうのが恋の始まりなのだろうか。いや、相手は皇太子だ。間違っても、恋する相手ではないだろう。

　気にとめてくれたのは嬉うれしいが、やはりこういった状況にぼうっとなって、自分を見失ってはいけないのだ。

　音楽の神は優しくない。他の者に心を奪われたら最後、エリナから声を奪ってしまう。

　ミンツに散々脅されたことが思い出されて、エリナは慌ててジャンクロードから目を離した。

「殿下、そろそろ僕にも、レディ・エリナと話す権利を譲ゆずっていただけますか？」

　隣席の貴族の申し出に、ジャンクロードはあっさりと首を横に振る。

「いや、ホームズ、今夜は駄だ目めだ。何があっても、レディ・エリナと話す権利は譲れない」

「それは酷い」

　冗じよう談だんのように言っているが、ジャンクロードが本気なのは誰もが分かってしまった。

「では、皆のためにも、舞台の話をしてもらおう。演じやすいのは、どんな役？」

　こういった質問はまだ答えやすいので、エリナは顔を上げて再び話し始めた。すると途切れることなく、ジャンクロードは質問してくる。

「そんなに話させてばかりだと、大切な喉のどを傷いためるだろ」

　ついにはホームズが、ジャンクロードを窘たしなめてくれたが、彼が気を利きかせてくれなかったら、エリナはずっと質問攻めにされていただろう。











[image: ]






　篝かがり火びが焚たかれた野外劇場では、次々と自慢の歌声が披ひ露ろうされていた。柱の陰から、その様子をじっと見守っている黒い姿が二つあった。

「離り宮きゆうでの宴うたげだっていうのに、貴族の女が一人もいないってのはどういうことだ、ジュリアン」

　ブルムは文句を言っている。人と同じ食事をすることがない彼らは、わざと遅れてやってきたのだ。

「歌姫は自じ尊そん心しんが強いから、貴族の姫君なんてものがいたら、耐えられないからだろ」

「皇太子の下心が、ガンガン伝わってくるんだが」

「しようがないさ。殿下はエリナ嬢じようの信しん奉ぽう者しやなんだから」

「ご馳ち走そうを期待してきたのにな」

　もっとも高貴な血を持つ皇太子がいるが、さすがにブルムもそう簡単に王族を襲おそうことはできない。変な疑いを持たれたら、友人のジュリアンの立場が危あやうくなってしまう。

　けれど空腹が迫せまっていた。ジュリアンのように羊の血と、自分の館やかたで働く使用人の血を混ぜたものを少量飲むだけで耐えられればいいのだが、ブルムはやはり狩りをしたいのだ。

　若い貴族たちはいい匂いがしていたが、残念なことに皆かなり酔よっていた。酔った人間の血は、あまり上等とはいえない。どういうわけだか、同じ酔っぱらいでもまだ女のもののほうが耐えられた。

「このままじゃ、エリナに食いつきそうだ……」

　今、ここにいる人間の中で、エリナが一番清純な匂いがした。ブルムは伸び始めた犬けん歯しを隠すのに苦労した。

「んっ……？」

　皆、浮かれ騒いでいる。皇太子をはじめ貴族たちは歌劇の信奉者だから、舞台以外で彼らの歌声を聴けて大喜びだ。

　団員たちも、ご馳走を振る舞われ、何か自分たちが特別な存在になったかのように持ち上げられて、皆、上じよう機き嫌げんだった。

　そんな中、真っ黒で嫌いやな感情の渦うずが、ブルムを刺激した。

　野外劇場ではエリナが歌っている。皇太子に懇こん願がんされた、天使の歌だった。その歌声は澄すんでいて、聴いている者の涙るい腺せんは思わず緩ゆるみだし、慌あわてて目め頭がしらを拭ぬぐう者もいた。

　人間の感情に敏びん感かんな魔物にとって、喜びや感動を浴あびるのは心地ここちいいものだが、負ふの感情は避けたいものだ。ブルムは自分を不快にしたものの正体を突き止めようと目を向ける。すると歌姫のウーナが、じっとエリナを見つめているのが見えた。

「あいつか。でも、今、あいつの血をいただくと、ものすごく悪酔いしそうだな」

　恐怖は血の味を甘かん美びに変える。また恍こう惚こつも、血を甘くした。だが憤ふん怒ぬや悲しみは、血を奪った魔物の心に同じような感情を呼び覚ます。

　人が悪酔いするのを覚かく悟ごで強い酒を飲むように、ブルムはあえてウーナに近づいていった。

「いやぁ、歌姫、いい夜だな」

　そっとその首筋に手を触れた。途端にブルムの中に、恐おそろしい感情がどっと流れ込んでくる。それだけではない。ブルムはとんでもないことを知ってしまった。

「そうか……それじゃあ、後でまた会おう」

　すっとブルムが離れると、ウーナはそこにブルムがいたことすら気付かずに、ぼうっとエリナの歌う姿を見ていた。

　誰だれもそんなウーナが、恐ろしいことを企たくらんでいるなんて気が付かないだろう。

　ブルムはいい人になんてなりたくない。人間と関わるのは、あまり好きではなかった。なのにこのままでは、エリナのためにいい人になってしまいそうだ。

　元々は古い国の戦士だった。生家は知らない。生まれ落ちてから二年ほどで売られてしまったからだ。

　ブルムを買ったのは、いずれ屈くつ強きようの戦士に育て、領主に傭よう兵へいとして売るのを生なり業わいとしている集団だった。ともかく荒くれの集まりで、育てなければいけない子供たちも、気に入らないことがあると殺してしまう。

　食事も奪い合いで、ぐずぐずしていたら食べるものもなくなる、まさに弱肉強食の世界だ。その中で何とか生き延びるには、ともかく強くなるしかなかったのだ。

　人としての死は、簡単に訪れた。十三歳で戦士として戦い始めて、十二年が過ぎていた。負けるということをその日まで知らず、ずっと戦い続けてきたのだが、最後に槍やりで貫つらぬかれた。

　あの時の痛みは、今も忘れない。体を鉄槍が貫いていたのだ。死ぬのなら、さっさと死にたいから、余力のあるうちに自分で喉のどを裂こうかと思った。

　なのにブルムは生き延びた。

　人ではなく、別のものとして。

　夜の戦場を訪れたその男は、まだ死ねないブルムの耳元で囁ささやいたのだ。私を守ってくれるなら、永久の命をあげようと。

　それが、ブルムの師となる男との出会いだった。ブルムは師から血を貰もらい、漆しつ黒こくの棺ひつぎの中で三日間過ごし、生き返ったのだ。

　あの頃に比べると、世界は平和になった。当時は皆、より大きな国を作るのに必死だったのだ。領土をさらに広げるには、隣国を攻めて奪うしかないから、毎日が戦闘となる。

　今は平和なスワンドールも、長い戦いを乗り越えてその平和を手にしたのだ。

　ジュリアンとは、魔物たちの女王、イパネラの城で知り合った。世界がこれからどう変わっていくのか知りたいという欲望に、ジュリアンは負けた。

　好奇心は日々満たされているだろうが、やはり魔物にはなりきれない。人間に対して優しいままだから、ブルムが時に残ざん酷こくに振る舞うと、決まって文句を言ってくる。

「あの温室は、まだ完成していないみたいだな」

　ジュリアンは離宮の外はずれにある、巨大な建物を指差して言った。

「温室？　何だか、巨大な鶏とり小ご屋やみたいだな」

「ああ、鳥を飼かうのか。優ゆう雅がな趣味だ。それにしてもエリナ嬢はいい声だ。じきに歌姫になるだろう……ん、ブルム、何を聞いてきた？」

　困ったことに同族間ではほとんど秘密は持てない。余程の精神力を発はつ揮きしない限り、心を隠しておくことなどできないのだ。

「いい人になるのは苦手だが、エリナが売られてきた時に出会ってしまった。だからってわけでもないんだが、このまま見て見ぬふりをしたら、ジュリアンだって悲しむだろ」

「そうだな。そんな悲劇は見たくない」

「では……今夜は別行動だ。先に、自分の邸やしきに帰ってくれ」

「夜明けまでに片付くことを祈ってるよ」

　この世で恐ろしいものなど何もなくなったはずなのに、やはり夜明けは怖こわい。朝陽をその身に浴あびた瞬間、二度目の人生はすべて終わる。かりそめの生だと分かっていても、もう少し楽しみたいのだ。
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　大だい盛せい況きようの宴うたげが終わり、団員たちは馬車で歌劇場に戻ってきた。帰りの馬車の中でも歌声はやまず、皆、満足感に酔よっていた。

　酒の酔いも手伝い、帰ると同時に自分の寝場所へと戻る。狭いが劇場の裏にはそれぞれの個室があって、自分のベッドで眠るのだ。

　ここでも歌姫だけは、特別待たい遇ぐうだった。個室は離れた場所にあり、皆の部屋よりはるかに広い。しかも小間使いが一人付けられ、身の回りの世話をしてくれるのだ。

　報ほう奨しよう金きんが出たので、裏方たちも飲んで騒いだ後だった。衣装係も化け粧しよう係も、皆、いつもよりたくさんご馳ち走そうを食べてお腹なかがいっぱいのせいか、眠るのも早かった。

　皆が寝静まり、真っ暗になった歌劇場の中を、マントのフードをしっかり被かぶった女が一人、小さな手しゆ燭しよくを頼りに進んでいく。

　それをブルムは、夜でも獣けもののようにすべてが見える目で見ていた。

　女は注意しながら、楽屋に入っていく。今夜は舞台がなかったので、楽屋も整えられていて綺き麗れいだ。何も迷うことなく、女は楽屋の隅に置かれた小物入れの一つを開いた。中には舞台化粧用の紅べにや白粉おしろい、付けぼくろなどが入っている。

「そうか……蜂はち蜜みつに毒を仕込むのか」

　いきなり聞こえてきた声に、女は思わず手燭を落としそうになる。するとブルムは風のように動いて、その手をしっかり背後から支ささえた。

「ミンツにやったのがばれなかったから、今度も大丈夫だと思ったのか？」

「だ、誰だれ？」

「歌劇場の精霊さ」

　ブルムはそこで、ふっと手燭を吹き消した。

　真っ暗な中でも、ブルムには夕暮れくらいの明るさで何もかもが見える。けれど女には、もう何も見えない。悲鳴を上げようとするのを、ブルムはその首筋に指を当てて抑えさせた。

「しっ、静かに……。そうか、苦労して手に入れた毒薬か。これを舐なめると、高熱が出て、喉のどを焼くんだな」

「た、助けて……」

「ミンツは幸せになったのか。だが、本当に幸せだと言えるのか？　もっと歌っていたかっただろうに」

「……まだ、何もしてない」

「これからするんだろう。そのマントの下に、毒薬の入った蜂蜜の壺つぼを持ってるじゃないか」

　この女ウーナは、ミンツがいつも舞台の前と後に蜂蜜を口にするのを知っていて、毒薬入りのものと取り替えたのだ。

　そして毒を口にしたことを疑われないように、すぐにまた元のものと毒入りを入れ替えておいた。そのおかげで、誰もがミンツは流行はやり病やまいにやられたと思っていた。

　またその毒薬入りの蜂蜜を、今度はエリナのものと取り替えようとしている。

「愚おろかな女だ。自分に力がないことを知っているのはいい。だったら、それなりの地位にいればいいものを……」

「お、お願い。助けて、わ、私を殺すの」

「そうだな。殺すことは簡単だ。歌わなくさせることも簡単だ。だが今は、あえて何もしない。その毒薬だけは、貰もらっていくが」

　ブルムが言うと、素直にウーナは毒薬入りの蜂蜜を手渡した。

「せっかく殿下に会えたのに、私には一言も話しかけてくれなかった」

　ウーナは譫うわ言ごとのように話しだす。言葉にしてもしなくても、ブルムに触れられていたら、何もかも伝わってしまうのは同じだった。

「私を見ようともしなかった……」

「話しかけてくれたじゃないか」

「ほんの一言、挨あい拶さつだけよ。あんなのは話しかけたことにならないでしょ。みんなして、エリナを歌姫扱いして」

「それはしようがないさ。おまえは魂たましいを悪魔に売ったんだから。ミンツが嫌いだったんだな。生なま意い気きで、まるで女王みたいに振る舞っていて、ロズスタック……そうか、ロズスタックね」

　あんな男のどこがいいのだろう。この歌劇場の持ち主だからだろうか。愚かな行動の引き金は、すべてロズスタックを自分に振り向かせるためだった。

　ミンツには信しん奉ぽう者しやがたくさんいて、ロズスタックのことなんて軽く鼻であしらっていた。なのにロズスタックは、歌姫というだけでミンツに纏まとわりついている。だからミンツが邪魔だったのだ。

「私は、ロズスタックと婚こん姻いんしたいのよ。そうすればこの歌劇場の持ち主ぬしになれるわ。みんなして、私には実力がないとバカにしたければすればいい。だけど……私は女主人よ。あんたたちとは違う。この劇場の持ち主になるの」

　だがロズスタックの関心は、そろそろエリナに向き始めている。ただエリナが自分の娘といってもおかしくない歳であり、皇太子のお気に入りだから手を出せずにいるだけだ。

「俺には……音楽なんてものはよく分からない。だが、一つだけはっきりしていることがある。あんたの野望は、音楽とは関係ないところを向いている。それが気に入らない」

「何が劇場の精霊よっ。ただの泥どろ棒ぼうなんでしょ？　殺すなら、殺せばいい」

「酷ひどい言い方だな。慈じ悲ひを垂たれてやったっていうのに……」

　不ま味ずい血だというのは分かっている。これを飲んだらしばらくの間、ブルムも怒りっぽくなって、嫌いやな気分が続くだろう。

　だがここで思い知らさないといけない。そう思ってブルムは、ウーナの喉に牙きばを押し当てた。

「あっ！」

　殺すまでは吸わない。殺す必要はないし、そんなに大量に吸いたいほど美び味みなものではなかったからだ。

　怒いかりが伝わってくると、それだけで嫌な気分になった。だからブルムは、ウーナに自分がいかに非道なことをしてきたか、強く念じて思い知らせてやった。

　それで少しは気分も軽くなるというものだ。

　ウーナは意識を失い、その場に倒れてしまう。

「夜明けまでそのままでいるがいい。俺は、おまえを運んでやるほど親切じゃないからな」

　苛いら立だちがつのった。こんな気分の時は、夜に紛まぎれて暴れたい。町外はずれに行けば、悪事を企たくらむ盗とう賊ぞくの一味などがたむろしているだろう。

　彼らに剣を向けることは、人道家のジュリアンでも許してくれる。

「いい夜を……歌姫。俺の気分は、最悪になっちまったがな」

　闇やみに紛れて、ブルムは外に飛び出す。エリナを救ってやったが、それをエリナが知ることは永遠にないのだ。
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　ジャンクロードは未いまだに困っている。

　十五歳と一カ月で、エリナは歌姫になってしまった。そして一年、ますますその歌声は素す晴ばらしくなり、美しさは輝くばかりになっていた。

　今や歌劇場は連日満席で、席を取るのも大変な賑にぎわいだ。エリナの信しん奉ぽう者しやは増え、楽屋にはエリナに贈られた花束や宝石、ドレスに毛皮に美お味いしい菓か子しが溢あふれているという。

　ロズスタックには、エリナを愚おろかな信奉者から守ってくれと頼んでいる。けれどそのロズスタック自身が危ない。前の歌姫ウーナがなぜか満足に歌えなくなった途端に、ロズスタックはエリナを歌姫にしてしまい、以後、べったりといつもエリナに張りついているからだ。

「温室もすっかり完成しましたね。南国の鳥でも飼かうおつもりですか？」

　ホームズは離り宮きゆうを訪れ、今宵こよいもまたジャンクロードと共に歌劇場に行くつもりでいる。休演日以外、ほとんど毎晩のように歌劇場を訪れているジャンクロードだが、ホームズも負けないくらい歌劇場に足を運んでいた。

　けれどこのジャンクロードの熱意を、両親は見過ごせなくなってきたようだ。

　ジャンクロードとしては、体を鍛きたえ、学ぶべきものはしっかり学んで、歌劇場に通うせいでそれらがおろそかになったと言わせないようにしている。完かん璧ぺきと思えるほど、何でもきちんとこなしてきたが、どうやらそれだけでは許されないらしい。

　そんなふうに歌劇で浮かれているのは、決まった相手がいないせいだろう。そろそろ婚こん姻いんすべきだと両親は思い始めたようだ。

　そうして毎日、それとなくレディに引き合わされるようになった。だがジャンクロードの気持ちは、誰だれと会っても揺ゆれなかった。

　すでに心の中には、エリナが棲すみついている。どうあっても彼女を追い出すことはできない。だが歌姫を正せい妃ひにすることは許されないような気がして、いつまでも両親には言いだせず、思いだけが深く沈ちん殿でんしていった。

「連日、レディが城を訪れているでしょう？　ついには僕の妹にまでお声がかかりましたよ。妹は末っ子で、まだ十三歳なのに」

　ホームズは吞のん気きな口く調ちようで言っていた。

「殿下、いっそ僕の妹で妥だ協きようなさったらいかがです？　エリナ嬢じようにご執しゆう心しんなのは分かりますが、どこの馬の骨か分からない、隣国の女ですよ。婚姻できる相手ではありません」

「ホームズ、君は、そんなふうにエリナのことを思っていたのか」

　ジャンクロードは驚いてしまった。

　あの至し高こうの歌姫を、どこの馬の骨とも分からない、異国の女と言い切った。そこには明らかな侮ぶ蔑べつが含まれている。

「どうせ、じきにロズスタックの愛人になるんです。でなければミンツのように、卑いやしい商人のものになるのか……。残念ながら貴族たちは、殿下がエリナ嬢にご執しゆう心しんなのは知っているから、そうそう簡単に愛人にはできないでしょう」

「……」

　長い間友人だと思っていたホームズの口から、そんな言葉を聞かされるとは思わなかった。だがホームズとしては、あまりにもエリナに執心しているせいで、婚姻の意思が全くないジャンクロードのことを心配して、あえて苦言を口にしたのかもしれない。

　そんなことを考えられる冷静さは残っていたが、言われたことを素直に受け取れる心の余裕がなかった。

「お気に障さわりましたか？」

　心配そうにホームズは訊きいてくる。

　ジャンクロードはそこで大きく頷うなずいた。

「ああ、気に障ったな。今は、君の顔も見たくなくなった。私を愚かだと笑いたければ笑えばいいが、たとえ身分が卑しい者だとしても、侮ぶ辱じよくしていいということではない。それは……貴族の驕おごりだ。そんな思いを皆が抱いだくようになったら、この国の王制もいずれ崩ほう壊かいする」

「これは言いすぎました」

　ホームズは素直に頭を下げたが、その顔は青ざめている。

「けれど殿下……未だこの王国では、庶しよ民みんの……しかも歌姫などを正妃に迎えた王はおりません。ご自分のお立場を、再度、ご考こう慮りよいただけますよう」

「帰ってくれ、ホームズ。どんな進言も、今は聞き入れる気持ちになれない」

　そこでホームズは、騎士のように礼をすると、ジャンクロードの前から立ち去った。

　一人になったジャンクロードは、中庭に出て野外音楽堂に目を向ける。この離宮が完成した時に、エリナがあそこで歌っていたのだ。

　あの日はずいぶんといろいろなことを話した。何を話したか、一つ一つを忘れずに覚えている。それだけではない。話す時のエリナの何気ない仕草や、微笑ほほえむ顔の表情まで、すべて忘れずに覚えていた。

　自分の気持ちをジャンクロードは誤ご魔ま化かすことができない。

　これは恋だ。

　しかも祝福されない恋だった。

　もしこのまま他の誰かと婚姻しても、今のままの気持ちではその相手を愛するなど不可能だ。婚姻した相手も不幸にしてしまうだろう。

　けれど皇太子の身分では、エリナに求婚することもできないし、もちろんエリナだって断るに決まっている。

　叶かなわない恋が、ジャンクロードを苦しめていた。

　こうしている間にも、エリナは誰かに言い寄られているかもしれない。ロズスタックには、エリナを見守るようにと依頼したけれど、そんなことは形だけの約束で終わってしまうかもしれなかった。

　天使のように清純なエリナが、他の男の手で汚されると思うと、ジャンクロードはじっとしていることもできない程の焦しよう燥そう感かんに包まれた。

　こうなったら、もうすることは一つしかない。たとえ何を言われようと、自分の思ったままにするより他に、ジャンクロードに心の平安は訪れそうになかった。
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　ミンツに続き、ウーナまで病やまいに倒れ、エリナは歌姫となってしまった。

　この歌劇場は呪のろわれていると言われだしたようだ。また心ない者は、皇太子があまりにもエリナに執しゆう着ちやくするあまり、裏で手を回して二人の歌姫を追い出したとも言っている。

　けれどエリナには、ジャンクロードがそんな非道なことをするようには思えなかった。それよりも毎晩のように歌劇場に通ってきてくれることを、申し訳なく思うばかりだ。

　今月の初日から新作が始まった。ペトロフの自信作なのだろうが、稽けい古この時から珍めずらしくエリナも苦労させられた。

　ペトロフはエリナの音域の広さを利用して、並の歌い手では歌えないような、かなり複雑な音程の歌を作ったのだ。

　不死の女神が、人間の若者に恋してしまうという物語だ。女神は若者を不死にしてくれと大神に願い出るが、それは許されない。では私が人間になることを許してくださいと願い出て、ついに女神は人となる。

　ペトロフは悲劇が得意だ。だから二人が結ばれて幸せになったところで、物語を終わらせたりはしない。

　せっかく結ばれたのに戦いくさが起こり、若者は死んでしまう。そこで女神は、若者の後を追って自みずからの命を絶たつのだ。

　最後に若者に向かって愛を語る場面が、かなりの長さだった。しかも音域は広く、これを歌いこなせる歌姫はいないだろうと、誰だれもが思うような曲だった。

　エリナも苦しんだが、何とか初演までには歌えるようになった。そして初日、エリナは万ばん雷らいの拍はく手しゆで讃たたえられた。

「お客さんが、みんな泣いてましたよ」

　歌姫の小間使いをずっとやっているキーンが、まるで自分のことのように喜んでいる。エリナはもうへとへとに疲れていて、返事をする気力もなかった。

「まだ座席から立ち上がれない人もいるみたいです」

　湯で溶とかした蜂はち蜜みつに、オレンジを二切れ浮かべたものを差し出しながら、キーンはさらに報告を続けた。

「明日には、また山ほどの贈り物が届きますね。今日の贈り物のリストです」

「ありがとう。お菓か子しは、いつものように皆で分けてね」

「すいませんね、エリナ様。今日は珍しい果くだ物ものも届けられてますけれど」

「どうぞ、それも召めし上がって。私は、これがあればもう十分なの」

　蜂蜜を溶かした湯を、エリナは笑顔で示す。

　エリナは吝りん嗇しよく家かではないから、貰もらった物を惜おしみなく皆に分け与えた。さすがに高価な物は、人にあげてしまっては贈り主ぬしに失礼だから、自分の手元に置いている。けれどそれ以外の物は、こうしてすぐにキーンを通して皆に配った。

　皆に媚こびるつもりでやっているのではない。エリナには最初から物欲がないのだ。ミンツは平然と貰ったものを売り払い、金にして持っていたという。ウーナはたとえ自分が食べなくて、腐くさってしまうと分かっていても、誰にも分け与えなかった。

　彼女らがどんな気持ちでそんなことをしたのか、エリナには分からない。ただエリナは、自分に与えられた称しよう賛さんは一人で手に入れたものではない、皆の協力があってこそのものだと、感謝の気持ちを持ち続けていただけだ。

「失礼する……殿下のお手紙を届けにまいった」

　楽屋の入り口に、ジャンクロードの従者が控ひかえていた。キーンは銀製の盆ぼんを恭うやうやしく差し出し、手紙を受け取ってエリナの元に運んできた。

　すぐに返事を書くのが礼儀だ。丸められ、リボンで縛しばられた手紙を開くと、エリナは急いで読み始めた。

　ジャンクロードの書く文字は、とても美しい。しばらくうっとりと眺ながめていた。けれどその内容を読み進むうちに、エリナの顔色が変わった。

『どうしてもお話ししたいことがあります。誰にも知られないようにして、従者と共に私の馬車までお越しください』

　皇太子からの呼び出しを断る勇気など、エリナにはない。けれど誰にも知られないようにとの一文に、危険な匂いが感じられた。

　そこに珍しくペトロフがやってきた。歌姫となってからは私室も与えられ、稽古以外でペトロフと話す機会も減ってしまった。

　気軽にペトロフの部屋を訪れればいいのだろうが、これまでエリナが使っていた衣装箱のベッドにはすでに新しい住人がいる。エリナと同じように、声がいいからと売られてきた少年だ。

　少年は本当の父親のようにペトロフを慕したい、懐なついている。誰も知り合いなどいなくて不安になっている時に、ペトロフの優しさは救いだ。それを知っているからこそ、エリナはペトロフの部屋に行って、少年を萎い縮しゆくさせてしまうのが躊躇ためらわれた。

「ペトロフ先生」

「やあ、エリナ。素晴らしい出来だった。だが喉のどはどうだろう？　最後の高音を出すのが無理なら、曲を少し変えようと思うのだが」

　興奮しているのかペトロフは、手にした譜ふ面めんを振り回して早口で言う。だがペトロフも、エリナの顔色が悪いのを見て、すぐに落ち着きを取り戻した。

「どうしたね、エリナ？　顔色が悪いようだが、やはり無理をさせすぎたかな」

「いいえ……少し疲れただけです」

「いや、かなり辛つらそうだ。すぐ部屋に戻って休みなさい」

「はい、そうします。今夜の感じでは、喉は大丈夫ですから」

「そうか……今夜は、実に素晴らしかったよ。新作の初日なんて、何度も経験しているはずなのに、何だか感動して胸がいっぱいだ。エリナ、私の無理な要求に応えてくれて感謝する。君なくして、今夜の成功はなかった」

　ペトロフはそれだけ言うと、エリナを気き遣づかってかすぐに立ち去った。

「もうお休みになったほうがよさそうですね。お部屋には、軽いお食事の用意がしてありますから、何かありましたらいつでも呼んでください」

　キーンはそう言うと、エリナから貰ったものを配るために、いそいそと部屋を出て行く。一人になったエリナは、マントを羽は織おって楽屋を出た。すると影のようにジャンクロードの従者が寄ってくる。

「こちらです、エリナ様」

　すでに舞台がはねてから時間が経たっていた。観客の馬車は帰き途とにつき、篝かがり火びも消され歌劇場の周りは静かな夜の闇やみに包まれている。

　そんな中、地じ味みな造りの馬車が一台、ひっそりと木こ立だちの中に停まっていた。

　馬車の中では、ジャンクロードが深く帽ぼう子しを被かぶり、姿を隠すようにしてエリナを待っていた。

「エリナ、よく来てくれましたね。どうぞ、乗ってください」

　優しく話しかけられて、エリナは内心躊ちゆう躇ちよしていたが、馬車に乗り込んだ。

　きっと今夜の舞台の感想を、どうしても伝えたかったのだろうとエリナは思っていた。すべてを吐き出せば、ジャンクロードは満足して帰るだろう。

　エリナが乗り込むと、馬車は動き出す。だが、すぐに帰してくれると思っているから、素直にジャンクロードの前に座っていた。

「素晴らしい舞台だった。本当に神がそこにいるかのようで、とても感動しました」

「ありがとうございます、殿下」

　思ったとおりだ。ジャンクロードはただこの感想を口にしたかっただけなのだ。しばらくの間、馬車に歌劇場の周りを走らせるつもりだろう。そう思ったが、馬車の窓にはカーテンが下げられ、外の様子は全く窺うかがえなかった。

「ますますあなたの歌声は神がかっていく。私は今夜の舞台で、大勢の啜すすり泣きを聞きました。もちろん、私も……恥はずかしいことに泣いてしまいましたが」

「最高の褒ほめ言葉をいただき、感謝いたします、殿下」

「ああ、素晴らしい。今でもあの最後の歌声が、耳元で響ひびくようだ」

　ジャンクロードは感かん極きわまったのか、目を閉じ大きく首を左右に振った。

　馬車はなかなか停まらない。そしてジャンクロードは、思ったよりも饒じよう舌ぜつではなかった。

　ゆっくり話せたのは一度だけだ。だからジャンクロードがおしゃべりな男だと思ってしまったが、どうやら違っていたらしい。

　それとも今夜は感激のあまり、いつもに比べて無口なのだろうか。

「ロズスタックは、親切にしてくれますか？」

　いきなり訊きかれて、エリナは戸惑う。

「はい……いろいろと気を遣っていただいております」

　ウーナがどんどん窶やつれていって歌えなくなった途端に、ロズスタックは手のひらを返すようにしてウーナに冷たく当たった。そしてウーナはついに耐えきれずに、生家に戻ってしまった。

　本当はロズスタックの妻になりたかったんだと、誰もが思っている。なのに簡単に捨てたロズスタックに対して、皆の態度は冷たい。そして皆は、ロズスタックの魔の手がエリナには伸びないようにと、注意を払ってくれるようになっていた。

「おかしなことはされなかっただろうかと、心配しています」

「そんなことはありませんので……」

　皇太子はエリナの身を心配してくれているのだろうか。それはとてもありがたいことだが、そろそろ帰らせてもらいたくなってきた。

　さすがに疲れていた。公演の初日ということもあるが、歌姫は出番も多く、歌も長いから特に疲れるのだ。

「殿下、明日も観にいらしていただけますか？」

　そこでエリナは、ジャンクロードにそれとなく気付いてもらおうとした。だが全く気が付かないのか、ジャンクロードは薄暗い馬車の中、エリナを見つめてため息ばかりついている。

「殿下……」

「エリナ、私を恨うらまないでくれ。こうするよりあなたを守る方法がないんだ」

　ジャンクロードは辛そうに言っているが、エリナには何のことかさっぱり分からない。

「何から、守ってくださるのですか？」

「……」

　そこでジャンクロードは席を立ち、エリナの横にやってきてしまった。そしてエリナの体をしっかり抱きしめると、心の奥から振り絞しぼったような、悲痛な声で告げてきた。

「他の男が、あなたを汚けがすのが許せない。エリナ……離り宮きゆうで私と暮らそう」

「えっ？　だって私には舞台があります」

　そう、舞台がエリナを待っている。なのにジャンクロードは、舞台から離れた離宮に連れ出そうとしているのだろうか。

　皇太子だから、他の男たちとは違っていると思った。だから信頼して馬車に乗り込んだというのに、何ということだろう。

「私を帰してください」

「それは……もうできない。エリナ、できないんだ。分かってくれ」

「だって、そんな……」

　エリナは急いで窓に近づき、カーテンを開いた。外はすでに真っ暗で、どこに何があるのかも分からない。けれどはっきりしているのは、歌劇場のある町からは遠く離れてしまったという事実だった。

「離宮に素晴らしい住まいを作った。あそこなら誰にも見つからない。エリナ、あの素晴らしい歌を、舞台で歌ったからもういいだろう？　これからはエリナ、私のために歌ってくれ」

「……殿下……どうか、お願いです。私を、歌劇場に戻してください」

　ジャンクロードの気持ちが分からない。初めて離宮を訪れ、間近に話をした時には、こんなおかしなことをする人のようにはとても思えなかった。

　歌姫を愛人にしたがる貴族の話は聞いた。だから貴族に招待された時は、決して一人で行ってはいけないと言われた。

　どんなことをされるのか、今なら少しは分かる。あまりに何も知らないエリナを心配して、年上の団員たちがこっそりと教えてくれたのだ。

　誘惑に負けてはいけない。男に身を任せたら、音楽の神はエリナから声を奪ってしまう。

　ミンツがそうだった。そしてウーナも。

　けれどエリナは、自ら誘惑に乗ったのではないのだ。ジャンクロードは、無理矢理エリナを奪っていこうとしている。

　馬車は方向を変える様子はなかった。ひたすら走って、町外れの離宮に向かっている。外はもう真っ暗で、やっと姿を現した細い月が、黒々とした森の上に微かすかに見えるだけだ。

「こんなことをなさるなんて、あんまりです」

　エリナはジャンクロードの腕を払いのけ、窓に身を寄せると、自分の腕でしっかりと細い体を抱きしめた。

　いっそ馬車から飛び降りてしまいたいが、扉とびらは外からしか開かない。エリナには逃げる自由もないのだ。

「私を辱はずかしめたいのですか？」

　怒いかりがエリナの声を震ふるわせた。

　ずっと怒ることなんて忘れていた。母に冷たくされ、小間使いのように扱われても怒らなかった。ウーナにはずいぶんと意地悪されたけれど、その時もエリナは怒らなかったのだ。

　なのに今、エリナは本気で怒っている。生まれてから数えても、そう何度もなかった怒りに身を震わせていた。

「身分の卑いやしい者だったら、どう好きにしてもいいというお考えですか？　殿下がそんな方だとは知らず、信頼していましたのに」

「……身分が卑しいとか、そんな問題じゃないんだ。私は、あなたを守りたい。私の見ていない時間に、あなたが誰かに辱められたらと思うと、生きている心地ここちがしないんだ」

「そんな……私は、自分で自分の身くらい守れます」

「そうかな。男は卑ひ劣れつな生き物だ。そう、私のように……好きになった女性を手に入れるためなら、何を企たくらむか分からない」

　ジャンクロードはそこで自じ嘲ちよう気味に笑った。

「毎日、毎晩、あなたのことばかり考えている。おかしいと思うだろう？　けれどどうすることもできない。歌劇場に通ってあなたの姿を見つめていても、何一つ、心は満たされない。かえってあなたが遠くに行ってしまうように感じる」

「殿下、殿下が見ておられるのは幻まぼろしです。舞台の上にいる、その役になった私を見て、そんな気持ちになられたのですわ。私は、そこまで殿下に思っていただけるような女ではありません。歌うしかない……ただの歌姫です」

「ではなぜ、あなたしか見えないんだ。天使の姿で舞台に舞い降りてきただろう？　あの日から、私には……あなたしかいない」

　いったいいつ、ジャンクロードはそこまでの思いを抱いたのだろう。舞台に立つエリナからは、客席にいる観客の姿はほとんど見えない。ジャンクロードの熱い視線にも、エリナは全く気が付いていなかった。

　信しん奉ぽう者しやから手紙を貰うこともある。そこには確かに今のジャンクロードと同じように、勝手にエリナを理想化して憧あこがれている文面もあった。

　夢見がちなのは、女子供ばかりではない。男たちも現実的ではない夢を見る。だからこそ芝居や歌劇がもてはやされるのだ。

　エリナは心底困っていた。以前、ミンツがいた頃は、上う手まく信奉者をあしらう方法など、それとなく教えてくれたものだ。けれどあの頃はまだ子供で、エリナにはミンツの言っていることの半分も理解できなかった。

「こんなことをなさっても、私は……殿下を、皇太子様としか捉とらえることはできません。それに私は、音楽の神に誓ちかいました。歌姫でいる以上、決して……殿方と、そういうことはしないと、誓ったんです」

「……あ、安心するといい。何も、無理に陵りよう辱じよくしようなんて非道なことは思っていない。いずれ……そうだ、もっとお互いを理解しあえば、そういうことになるかもしれない」

　だがそうなるまで、エリナはずっとジャンクロードの虜りよ囚しゆうでいなければいけないというのだろうか。

　ついに馬車は速度を落とした。見ると窓の外には、門の前に煌こう々こうと篝火の焚たかれた離宮の姿が現れた。

「あなたのために、特別な部屋を用意した。きっと、気に入ってくれると思う。美しいものは好きだろう？　最高に美しい、特別のものだ」

　今は何を言っても、ジャンクロードは聞き入れてくれないのだろう。エリナはここで一度ジャンクロードが落ち着くのを待とうと思った。

　こんなことをしたらいけないと、ジャンクロードに教えてくれる人もいるに違いない。きっと誰かが、救いの手を差し伸べてくれる。そう思ってエリナは馬車が停まり、扉とびらが開かれて降りることになっても、余計な騒ぎはしないように心がけた。

　ジャンクロードに手を引かれて、以前は未完成だった、温室らしき建物の中に入った。

　そしてエリナは、一瞬、ここが舞台の上なのかと思ってしまった。

　そうでも思わなければ、納なつ得とくできない。目の前にあるものは、あまりにも現実離れしたものだったからだ。

　温室の中には、巨大な鳥とり籠かごがあった。

　そして鳥籠の中は、綺き麗れいな異国の布地が貼られた衝つい立たてで仕切られていた。

　天てん蓋がい付きのベッドもある。洒落しやれたテーブルに二客の椅い子すがあり、取っ手に金をあしらった贅ぜい沢たくな造りの簞たん笥すや鏡きよう台だいもあった。

　まるで舞台のようだ。大道具係がこれを見たら、すぐに真ま似ねして造りたがるかもしれない。

「これは……」

「南国の花を植えて、鳥を飼かおうと最初は思っていたんだ。だが、あなたを隠すのに、これほど相応ふさわしい場所はないような気がしてね」

「でも……何もかも素通しで見えてしまいます」

「心配しなくていい。ここには私と……あなたの身の回りの世話をする、小間使いが一人くるだけだ。他には誰もいないから……」

　ではあなたはこんな鳥籠の中で、一日暮らせるというのかと、エリナはジャンクロードに詰め寄りたかった。

　確かに美しい、夢のような鳥籠だけれど、エリナは歌う鳥ではないのだ。

「温室仕様だから寒くはない。寒くなったら、外から暖気を中に入れる工夫がしてある」

「……」

「衝立で囲えば、何をしているか見えないから安心して」

「私は、ここで鳥のように飼われるのですか？」

　エリナが喜ぶとでも思っていたのだろうか。ジャンクロードはエリナがいつまでも笑顔にならないので、落ち着きをなくしていた。

「そうじゃない。他の部屋では、人の出入りが激しくて見つかるからだ。私は、あなたを隠したいんだっ」

　苛いら立だったのか、ジャンクロードの口く調ちようは荒くなる。

「隠したいとおっしゃるのに、こんな素通しの籠に閉じ込めるんですか？」

「言っただろ。ここには誰も入れない。扉は外から鍵かぎを掛けて、入り込めないようにしておく」

「では、一日、何をしていればいいのですか？　殿下、私には、歌うことしかないのです。なのに……ここで何をしろというのですか？」

「私のために歌えばいい。と、ともかく落ち着くまでだ。あなたがいなくなったことを、皆が忘れた頃には、どこかに別べつ邸ていを建てるから」

　手を引かれ、鳥籠の中に入れられそうになったが、そこで初めてエリナは抵抗を示した。ジャンクロードを突き飛ばし、何とか走って逃げだそうとしたのだ。

　けれどすぐにジャンクロードに追いつかれてしまい、再びしっかりと腕を摑つかまれてしまった。
















「逃げても無む駄だだ。ここからどうやって戻るつもりだ」

「どんなに遠くても、歩いて帰ります」

「そんなことはさせない。いいか、ここにいるんだ。それがあなたにとって一番いいことなんだよ。私があなたを守る。大切にするから」

　本当に大切にしてくれる気持ちがあるなら、どうしてエリナから歌を奪うのだろう。

　確かにジャンクロードのためだけに歌っても、歌は歌だ。歌えればそれでいいじゃないかと思うかもしれない。

　歌劇団に入る前のエリナだったら、そう思っただろう。母に冷たい目で見られ、歌うことも禁じられた暮らしからしたら、ずっと幸せに思えたかもしれない。

　だが、エリナは知ってしまったのだ。

　ただ歌うのではない、皆で作り上げる舞台というものの魅み力りよくを。

　籠の中には、柔やわらかな絨毯じゆうたんが敷き詰められていた。そして方々に、異国のいい香りのする花の鉢はちが置かれていた。

　上を見上げると、巨大な円形の天窓になっていた。今は群ぐん青じよう色のこの窓も、朝になったら真っ青になるのだろうか。

　温室として作られたというのは本当だろう。建物には大きな窓が多く、その窓に燭しよく台だいの光が反射して、きらきらと輝いている。

「こんな広いところに、一人でいろとおっしゃるのですか？」

　天蓋付きのベッドは綺麗だった。羊毛をたっぷり詰めたクッションが山ほど置かれ、分厚い織物のカバーがかけられている。

「今夜はずっと側にいるよ。おかしな真似は決してしない。だから安心して。明日の朝には、小間使いが来る。王妃の小間使いを長年していたものだ。歳はとっているが、優しい気の付く女性だよ」

　その女性は、話の分かる人だろうか。だったらエリナの苦境を察して、助けてくれるかもしれない。

「疲れただろう。横になるといい」

　エリナにベッドを勧すすめると、ジャンクロードはソファに座り込んだ。歌姫を攫さらうという暴ぼう挙きよをした後で疲れたのか、ほっとため息を漏もらしている。

「やっとあなたを手に入れた。もう何の心配もしなくていいんだ。このところ、よく眠れなくてね。他の誰かが、あなたを奪っていく夢ばかり見ていた」

「明日からの公演が、中止になってしまいます。新作は、私しか歌えません。代役の用意がされていないんです」

　エリナはベッドの上に座り、マントを脱いだ。ベッドの真上が天窓で、端から月がこっそり顔を出していることに気が付き、こんな状況にもかかわらずうっとりと見つめてしまった。

「すぐに別の公演に切り替えるだろう。ロズスタックは抜かりがない」

「……」

　では自分など、あの歌劇団にとって、たいして重要ではない存在だというのだろうか。

　歌姫の代わりはいくらでもいる。そうなのかもしれない。ミンツがいなくなったらウーナ、そしてウーナが消えたらエリナと、入団してからここ数年の間に、これだけ変わったのだ。

　けれど今の歌劇団には、エリナの他に歌姫となれるほどの力のある者がいないのが現状だ。ただ上手く歌えるだけでは駄だ目めなのだ。自分なりの表現力がないと、歌姫とは言えない。

　今から育てても、すぐに来週舞台に立てるというものではない。だが、今いる団員の中から一番上手いと思われるタバサは、逆にもう年齢がいきすぎていて、長時間歌い続ける体力がなかったから新作で主役は無理だった。

　ペトロフは誰よりも悲しむだろう。新作に期待していただけに気の毒だ。

「殿下……舞台が終わったら、ここに戻ってまいります。それでは駄目なのでしょうか？」

　それとなくエリナは提案したが、ジャンクロードは首を横に振るばかりだ。

「もう離したくない。どこにも行かせたくないんだ。エリナ、歌劇団は諦あきらめてくれ。ここで私と暮らそう……あそこにいたら、邪よこしまな男たちに狙ねらわれるだけだ」

　あなたがその邪な男なのではないかと、エリナは困惑する。皇太子であるジャンクロードは、ここにエリナを匿かくまって、その先どうするつもりなのだろう。

　愛人になれば満足するのだろうか。

「こんなことをなさらなくても、殿下とはいいお友達になれると思います」

「いいお友達か……。そんなものにはなりたくない。私はエリナに愛されたいんだ。こんなことをした男を、すぐには愛せないのは分かっている。だけど……いつかはエリナも、私のことを分かってくれるだろう。エリナに愛されるためなら、どんなことでもするから」

「今すぐに戻してくださるなら、誰よりも殿下を愛します」

　ジャンクロードは首を振り、目を閉じてしまう。どう話しても聞き入れてくれる様子はなくて、エリナは大きくため息を吐いた。

　天窓から月が見えるのは気に入った。

　ベッドの寝ね心地ごこちもとてもいい。

　甘い花の香りはうっとりとさせられるし、用意された調度類も素す晴ばらしい。

　けれどここに囚とらわれたという事実が、それで帳消しになるはずもない。

　見るとジャンクロードは、ソファに埋うもれるようにして眠っていた。エリナを攫うという一大決意をするまで、眠れない夜を過ごしたというのは本当だろう。

　エリナが側にいるのに、不ふ埒らちな行いをしないのは嬉うれしかった。

　しかしここまでしてしまった想いの深さ、重さなどはエリナには分からない。

　いくら皇太子の身分でも、王に知られれば罰ばつせられるはずだ。なのにあえてこんなことをしてしまったのは、余程の想いに取り憑つかれたからだろう。

　こうしてエリナを側に置いているうちに、そんな情熱も自然と冷めるかもしれない。そして自分は何て愚おろかなことをしたのだと、気が付くだろう。

　そうなって欲しいと思う反面、ジャンクロードの気持ちが消えてしまうのが悲しくもある。

　このままずっと愛され続けるなんてことはないのだ。若さゆえのほんの気まぐれだ。ジャンクロードはいずれ自分に相応しい后きさきを迎え、エリナのことなど忘れるに決まっている。

　それなのにどうしてこんな思い切ったことをするのだろう。

　エリナは天窓を見つめる。本当に鳥だったら、あそこまで飛び上がって、外に出られるのにと思いながら。
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　朝方、いつの間にかうとうとしていたようだ。気が付くと、ベッドの中にちゃんと寝かされていたが、ジャンクロードの姿はなかった。

「お目覚めでございますか、エリナ様」

　声がするので慌あわてて起き上がると、品のいい老ろう婆ばが、テーブルの上に朝食を置いているところだった。

「お、おはようございます。殿下は？」

「城に戻られました……」

「そう、でしたらお願いです。私を、外に出していただけませんか？」

「いいえ、残念ながら、それは叶かないません。殿下の秘密を守るのは、私たちの役目でございますから、ここでエリナ様をお戻ししたら、私が罰ばつせられ、首を刎はねられます」

　そんな恐おそろしいことを、ジャンクロードが命じるとは思えない。けれどそうやって脅おどしておかないと、簡単にエリナを逃がしてしまうと思ったのだろうか。

「殿下がなさっているのは、愚おろかなことだと思います。私のような歌姫に、なぜここまでなさるのでしょう？」

　老婆は答えない。エリナはため息をつきつつ、皺しわだらけになってしまったドレスを直した。

　このドレスも信しん奉ぽう者しやから贈られたものだ。歌姫になるまでは、古い舞台衣装を直したものばかり着ていたのに、今は何枚も贈られたドレスを持っている。

　エリナとしては断りたいが、ロズスタックに言わせると、こうして稼かせげるうちに稼いでおけということらしい。ほとんどの信奉者は見返りを求めない。彼らは贈ることが楽しいのさと言うが、中にはどうしてもエリナと二人きりで過ごしたいと言ってくる者もいる。

　そういった期待には応こたえられないから、何も贈らないで欲しかった。

　だが、歌姫になるとこうして贈り物に埋うもれて、贅ぜい沢たくの限りが尽くせるとなれば、歌劇団に入ろうと思う者も増えてくるだろう。

　夢を抱いだかせるためにも、歌姫は贈り物を断ってはいけないのだ。

　ただしどんな高額なものを贈られても、それだけで身を任せるようなことをしてはいけない。それは音楽、そして芸術に対する裏切りだ。

「こちらに着替えのご用意がございます。湯ゆ浴あみをなさりたければ、いつでもご用命ください」

「湯浴み……そんなこともできるんですか？」

　衝つい立たてで迷路のようになっている鳥とり籠かごの中を、エリナは歩いてみた。昨夜は暗くてよく見えなかったが、衝立の陰に様々なものが隠されている。

　そのうちの一つが、銅製の大きな湯ゆ桶おけだった。

　四方をぐるりと大きな窓が取り囲んでいる。その中に置かれた巨大な鳥籠は、日中に見てもどこか夢のようだ。

　どこからか風が入ってきて、衝立の布がはたはたと揺ゆれる。花の香りが風に乗って広がった。

　美しい鳥籠だ。けれどどんなに美しく豪ごう華かでも、エリナにとっては獄ごく舎しやでしかない。

　大きいと思ったが、少し歩いているうちに、すべて見終わってしまった。元の場所に戻ると、老婆はまるで人形のように、微動だにせず控ひかえていた。

「お名前を教えてくださいますか？」

「シャーウッドでございます。ロレイン、シャーウッド」

「そう……では、ロレイン。あなたは一緒に食事はなさらないの？」

「私は、別に控え室がございますので、そちらでいただきます」

「……分かりました」

　一人で食事をするのは、味気ないものだ。エリナは歌姫となってからも、皆と一緒に朝食を摂とるようにしていた。幼い頃から、使用人と食事をするのが普通だった。だから独りぼっちで食事をするのは、あまり好きではない。

「殿下はロレインから見てどんな方ですか？」

「……嬰みどり児ごの頃より、存じ上げております。大変な努力家で、一つ、これと決められたことは、最後までやり通す方です」

　ではこの鳥籠計画も、ジャンクロードのそんな性格がさせたことなのだろうか。

「陛へい下かやお妃きさき様は、このことをご存じではないんでしょ？　殿下はロレイン、あなただけに相談したのですか？」

「……」

　そういう質問に答える用意はないらしい。

「あの、私は蜂はち蜜みつをお湯で溶とかしたものに、オレンジかレモンを浮かべて飲むことにしているんです。もしできれば、用意していただけますか？　前の歌姫のミンツさんから教わりました。とても喉のどにいいんです」

「畏かしこまりました」

　ほとんど表情らしきもののないロレインの顔に、僅わずかだが笑顔が広がった。エリナは少し硬めのパンと果くだ物ものを食べながら、その素そ朴ぼくなおいしさに幸せを感じた。

「ロレインはご家族がいらっしゃるの？」

「……兄がおりましたが、もう亡なくなりました」

　夫や子供の話をしないということは、いないのだろう。失礼な質問をしたかなと思いつつ、エリナは心細さからつい自分のことを話してしまう。

「私も、大好きなお父様を亡くしましたの。私は……お母様の実の娘ではないので、とても嫌われているんです。それで……家に居場所がなくなって」

「……お気の毒です。失礼ですが、エリナ様。ご実家は、どのようなお家でしたか？」

「隣国のあまり豊かではない男だん爵しやく家です」

　自分の身分について知っているのは、ペトロフだけだった。エリナは生家のことなど忘れたくて、あえて誰だれにも語らなかったのだ。

「どうりで……物腰がどこか優ゆう雅がでいらっしゃる。レディ教育を受けられましたか？」

「いいえ……お母様に嫌われておりましたので、ほとんど小間使いのようにして育ちました。お母様は……私の歌が大嫌いだったんです」

　どうしてロレインに、そんな話までしてしまうのだろう。もし祖そ母ぼがいたら、こんな厳格な感じで、でもきっと心の底には優しさを秘めているような人だと、勝手に思い描えがいていたからかもしれない。

　祖母が生きていれば、母だってエリナを隣国の歌劇団に売ったりはできなかったはずだ。そしてもう少しエリナも、大切にされただろう。

「歌が嫌い？　ではどこで、エリナ様は歌を学ばれたのです？」

「お父様は、歌が大好きでした。ピアノも歌も上手じようずで、私は……お父様が家にいる間は、本当に幸せでした。けれどお父様は、仕事が忙しくてあまり家に帰らなかったんです」

　父の死を、悲しまないようにしてきた。父はまだ仕事の旅先で、帰ってこないのだと思おうとした。

　そんなことをするだけ無む駄だだと分かっている。父はもう死んだのだ。分かっているのに、分かりたくないだけなのだ。

「私には、もう家族と呼べるものがありません。今では、歌劇団のみんなが私の家族です。なのに私がいなくなったら、きっとみんな心配することでしょう。私は、家族を悲しませたくないんです」

　そこでエリナは、耐えきれずに泣きだしてしまった。

「お気の毒です……お気持ちはお察しいたしますが……ここまでの決断をなされた、殿下のお気持ちもお察しください。お気持ちの真まっ直すぐな方です。決して、エリナ様を不幸になどさせないでしょう」

「……でも、今、とても悲しいんですもの……」

　綺き麗れいなナプキンを手にして、エリナはしくしくと泣き続ける。

「失礼なことを申しますが、歌姫でいられる今は、皆もエリナ様をちやほやなさるでしょう。けれど歌えなくなった途端に、手のひらを返すのが、あの世界の人たちだと聞きました」

「そんなことはありません。歌えなくなったら、衣装係でも、化け粧しよう係でもやるつもりです。歌劇団に戻りたい。あそこが……私の家なのに」

　一日中、音楽が溢あふれている歌劇場。夜の公演の前に、次の演目の稽けい古こもする。歌うだけでなく、芝居や踊おどりも稽古した。

　楽団員もいるけれど、稽古の時にはペトロフ自みずからピアノを弾ひく。その音に合わせて、調子を加減しながら歌うのもまた楽しいのだ。

「エリナ様、一番よい方法は、殿下から一日も早く信頼を得ることです。そうすればある程度の自由は認められるでしょう」

　ロレインの提案に、エリナは涙に濡ぬれた顔を上げた。

「どうやって信頼を得るんですか？」

「殿下は……エリナ様に恋しておられます。他の男性にエリナ様が目を向けないと分かれば、きっと安心してこのような暴挙を反省されるでしょう」

「殿下には、他に気になる女性はいらっしゃらないんですか？」

「私が知る限りでは、そのような女性はいらっしゃいません」

　この鳥籠の中ですることは、皇太子との恋だけ。舞台の上では何度も恋をしたけれど、本物の恋なんてしたことがない。

　恋しかすることがないのに、恋の仕方もエリナには分からないままだった。











[image: ]






　城に向かう馬車の中で、ジャンクロードは幸福感に酔よい痴しれていた。

　愚おろかなことをしたが、やはり正解だったと思っている。安らかに眠るエリナは、まさに天使のように汚けがれなく美しかった。

　秘密を知っているのは、ジャンクロードの従者であるアロンゾと御ぎよ者しや二人、それにロレインだけだ。

　アロンゾと御者は信頼できる。王族の従者たるものがどうあるべきか、もっともよく理解しているからだ。

　問題はロレインだろう。自らの婚こん姻いんを犠ぎ牲せいにしてまで、母である王おう妃ひに仕えていたが、高齢を理由に辞職した。乳う母ばと共にジャンクロードを育ててくれ、母親のように何もかも知っている存在だが、問題はエリナに同情してしまわないかだった。

　きっとエリナは分かってくれる。だがそれまでには時間が必要だろう。悲しんでいるエリナに、ロレインが変な優しさを見せて、逃がしてしまわないかだけが心配だ。

　ここまでしたからには、ジャンクロードにも考えがある。

　隣国の王は、父の従い兄と弟こにあたる。スワンドールの王女が、隣国アスレシアに嫁とついだのは五十五年前、すでに先王も王妃も亡なくなったが、アスレシアとはいい隣国関係が続いていた。

　ジャンクロードはアスレシア王に頼んで、エリナをどこかの貴族の養女にしてもらおうと思っていた。

　貴族の娘であれば、婚姻することに何の支し障しようもない。スワンドールの貴族たちは、エリナのことをよく知っているから依頼するのは難しい。けれど隣国だったら、何も問題はないだろう。

　これでやっとエリナを完全に手に入れたのだ。残る問題は、エリナが不信感をぬぐい去り、ジャンクロードを心から愛してくれるようになるのがいつになるかだった。

　城に着くと、皆が恭うやうやしく皇太子を出迎える。子供の頃から、すべてがこの調子だったから、ジャンクロードは頭を下げられることに違和感を覚えることはない。

　王である父に教えられたのは、いつも頭を下げられているからといって、驕おごり高ぶるなというものだった。

　王族は謙けん虚きよでなければならない。傲ごう慢まんな王は民の顰ひん蹙しゆくを買い、いずれは王制の崩ほう壊かいを招く。いつも笑顔を絶たやさず、民にとってよき見本とならなければいけないと、幼少より教えられてきた。

　婚姻したら、決して浮気などしてはいけない。ましてや愛人を持つなど、国の崩壊に近づくようなものだ。

　愛人に子供ができたら、そこで王位継けい承しよう権けんを巡めぐって、熾し烈れつな争いとなるのだ。スワンドールにも過去には、何度もそんな問題が持ち上がった。その結果、王は決して愛人を持ってはならないという決まりができてしまった。

　本当に好きになった相手が、身分の卑いやしい者だったらどうするのだろう。

　そんなことを考えた者はいなかったのだろうか。

　もしかしたらジャンクロードが初めてなのかもしれない。だったらここで、いい手本にならないといけない。エリナは歳の割にはしっかりしているが、どこかに預けてしっかりレディ教育も受けさせようなどと、ジャンクロードの夢はどんどん膨ふくらんでいく。

　晴れやかな気持ちで、王と王妃がいる朝食の席に向かった。

　国は安あん泰たい、戦争の影はなく、凶きよう作さくの知らせもない。幸福な王に唯一悩みがあるとしたら、歌劇場通いのやまない息子、ジャンクロードの婚姻問題だけだろう。

　けれどそれも終わった。

　もう歌劇場に行く必要はない。いつでも天使の美声は、ジャンクロードのためだけに聞こえてくるのだから。

「おはようございます。陛へい下か……女王陛下」

　両親に挨あい拶さつするジャンクロードの様子に、王は怪け訝げんな顔をした。

「どうしたんだ……機き嫌げんがいいようだが」

「はい……とても」

　ジャンクロードが席に着くと、朝食が始まった。いつになく旺おう盛せいな食欲を見せるジャンクロードに、王妃も不思議そうな顔をする。

「昨夜の歌劇は、何でも素す晴ばらしかったようだな。日を決めて、私も観に行こうかと思っているのだが」

　王の言葉に、ジャンクロードはすぐに首を横に振った。

「王がお越しになるほどのものではありません。確かにペトロフの最高傑けつ作さくかもしれませんが、あまりにも悲劇的すぎます。泣きたいのでしたらお奨すすめしますが」

「そうか……それで今夜は」

「いえ、もう行きません。それより父上、隣国の王に謁えつ見けんを願いたいのですが」

　ますます両親の顔は、怪訝になっていた。

「ジャンクロード、何がしたいのだ？　公式な訪問理由はあるのか？」

「はい、アスレシアの貴族の姫君と、婚姻したいと思いまして」

「……どこの姫君だ？　いつ、そんな姫君と知り合ったのだ？」

「歌劇場です」

　そこで両親は顔を見合わせ、互いに頷うなずき合う。

　それなら有り得る話だ。歌劇場には隣国からも、貴族が観劇に訪れている。その中で意中の姫君が見つかったのなら、親としても喜ばしいことだ。

「アスレシア王の許きよ諾だくを得なければならないほど、身分の高い姫君なのかね」

「いえ……今はまだ詳しいことはお話しできません。いずれ……」

「なら……至急手紙を書き、謁見の許可をいただこう」

「ありがとうございます」

　これでもう完かん璧ぺきだ。すべてが整うまで一年近くかかるかもしれないが、それくらいジャンクロードは気にしない。

　すでに何年も待っている。あと、ほんの少し待つくらい、むしろ楽しみに思えるくらいだった。
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　ジュリアンの邸やしきに、ブルムは長なが逗とう留りゆうしていた。風のように気まぐれなブルムにとって、一カ所にずっと居続けることは珍めずらしい。

　今は平和な時代だから、急いで駆かけつけなければいけない戦場がない。人間だった頃は戦士だったブルムにとって、戦いの場こそがもっとも生き生きできるところなのだ。平和というものを望みながら、いざ平和な世の中になってしまうと、退たい屈くつという名の恐おそろしい魔物がブルムを襲おそった。

　逆にジュリアンは平和を好む。いつもは領地に引っ込み、ほとんど首都の別べつ邸ていになど滞たい在ざいしないのに、国が平和だと首都に滞在して音楽や観劇を楽しんだ。

「おかしいな……昨日の公演は大評判だったらしいが、歌劇場が休演だそうだ。今夜、行くつもりでいたのに」

　別邸で目覚めた夜、ジュリアンは執しつ事じから聞いたのか、がっかりした様子でブルムに言ってきた。

「休演？　歌姫もお疲れか？」

　ブルムは目覚めたばかりのぼんやりとした頭を振った。強い飢うえを感じる。どうも昨夜の獲え物ものの血は薄かったらしい。上品なレディだったが、普段あまりものを食べていないのだろう。

　今夜は元気な若者でも狙ねらおうかと思った。それなら人混みに出なければいけないが、最高に人の集まる歌劇場が休みだというのか。

「気に入らないな。様子を見てくるか」

　金色の天使は、余程のことがなければ舞台を休んだりしないはずだ。いったい何があったのだろう。

　ブルムは真っ黒なマントを身に纏まとうと、ジュリアンの別邸を出て町の中心部へと向かう。

　人の流れは歌劇場に向かっていた。人々の口からは、同じように昨晩の新作の評判が聞こえてくる。けれど彼らはまだ知らないらしい。今宵こよい、歌劇が休演となったことを。

　歌劇場に着くと、周囲には人々の憤ふん懣まんが渦うず巻まいていた。

「いきなり休演とはどういうことだ」

「出し惜おしみして、席料を上げるつもりなのかっ」

「ロズスタック卿きよう、出てきて釈しやく明めいしろ」

　貴族や身分のそこそこ知られた市民たちが、歌劇場の入り口で叫さけんでいる。席売りの男は、ひたすら恐縮して頭を下げるばかりだ。

「どういうことだ」

　すーっと近づいていったブルムは、席売りの男の首筋を捕まえる。すると男の脳内から、とんでもない言葉が聞こえてきた。

『開けたくたって、歌姫がいねぇんじゃ、どうすることもできねぇや』

「いない？」

『昨夜から行方ゆくえ不明だよ。どうすりゃいいんだ』

　男が不ふ審しんに思うより早く、ブルムは男の側を離れる。そして影のように身を隠しながら、歌劇場の奥深くへと入っていった。

　団員はそこそこに寄り集まり、ひそひそと顔を寄せて話し合っている。エリナが男と逃げたとか、熱心な信しん奉ぽう者しやに攫さらわれたとか、憶測ばかりが飛び交かっていた。

　ブルムは屋根裏に向かう。そこには、この歌劇場の中でもっとも苦しんでいる男、ペトロフがいた。

「どうしたんだ、ペトロフ先生」

　自然な感じでペトロフの肩に手を置いて話しかけると、ペトロフは疲れた顔を上げてじっとブルムを見つめる。

「どこかでお会いしましたか？」

「そうだな、毎日会っている。俺はこう見えて、この歌劇場の守護神だ」

「そういえばそんな気もしますが……ああ、あの時の……」

　記憶力はいいのだろう。以前、離り宮きゆう完成の宴うたげで、ブルムを見かけたことをペトロフは思い出している。そして言葉にせずに、ブルムにすべてを告げてきた。

　皇太子の従者が手紙を届けに来た。その後、エリナは部屋に戻るはずだったのに、そのままいなくなった。こうなると皇太子が攫ったとしか思えなくなってくる。

　けれど皇太子にどう確認したらいいのだろう。もし違っていたら、斬ざん首しゆものだろう。当たっていたとしても、皇太子が素直に認めるとはとても思えない。

「確かに、相手が皇太子となったら厄やつ介かいだな」

「はっ？　私は今、何か言いましたでしょうか？」

「心配ない。話さなくても、先生の考えていることなんてすぐに分かるさ。何しろ、俺は守護神だから」

　ペトロフは、ブルムの言うことなど信じていない。けれど誰だれかに縋すがりたい気持ちになっていて、この変わり者の貴族に、エリナの救出を頼んでみようかという気持ちになっていた。

「殿下にエリナを攫われたのか？」

「殿下が昨夜いらしていたことは確かです。エリナの小間使いも、殿下の従者が手紙を持ってきたのは、はっきりと見ていましたから」

「そうだな、殿下はエリナに特別ご執しゆう心しんだった。ありえる話だ……」

「ですが、相手が殿下となったら、我々にはどうすることもできません。エリナが望んでそうなったのなら、私にはもう何も言えませんが、その可能性は低いと思います。何しろエリナが殿下と話したのは、たった一度きりです」

「一度でも、恋に落ちる者はいるさ」

　けれど世間知らずのエリナが、そう簡単に皇太子と恋に落ちるとは考えにくい。エリナは音楽の神に愛されたいがために、男を近づけないようにしていたことをペトロフは知っている。

「だがエリナは違うと言いたいんだな」

「はい……守護神様、どうやったらエリナを取り戻せるでしょうか？　このままでは公演もできません。ただちに……別のものを演やる準備に入ったほうがいいんでしょうか……」

「俺にエリナの居場所を探して欲しいんだろ？」

「……」

　頼んだところで無理だと、ペトロフはすでに諦あきらめていた。

「俺ならできる。盗まれたものを盗み返す。最高じゃないか」

「ブルム様？　でしたか？」

「そうだ、ブルムだ。安心しろ。エリナを助けたからって、ご褒ほう美びにエリナを抱かせろなんて言わないし、報ほう奨しよう金きんもいらない。俺の友人が歌劇を楽しみにしているからな。彼の喜びのために助けてやるんだから、礼はいらないさ」

　いい人になんてなりたくない。けれどたまたまいい人になってしまうのは、自分でもどうすることもできなかった。

　入ってきた時と同じように、闇やみに溶とけ込むようにしてブルムはペトロフの前から消える。ペトロフは夢でも見たかと思うだろう。

　だが夢でない証拠に、ブルムはエリナをここに連れ帰るつもりだ。

　皇太子が攫ったというなら、その強引さがブルムにとっては気に入らなかったのだ。自分の立場を利用して、欲しいものをすべて手に入れようなんて、とんでもない驕おごりだ。

「人気絶頂の歌姫を愛人にして、得意がるつもりか？　そんなのは絶対に許せないね」

　問題は夜明けまでどれだけ時間があるかだ。太陽だけはブルムに優しくない。

「どれ、馬を飛ばして、ちょっと離宮まで行ってくるか」

　空腹だったが、ブルムはそれすら後にして、ともかく離宮に向かおうとしている。どうしてエリナに対してここまで親切にしてやるのかと思わなくもないが、珍めずらしく義ぎ俠きよう心しんというやつが、ブルムを突き動かしていた。

　離宮に辿たどり着いたブルムは、あまりにも警護が緩ゆるいので拍ひよう子し抜けしてしまった。どうやら皇太子は、誰にも気付かれないとたかをくくっていて、警護の兵も数人しか置いていないようだ。それとも警護の兵にすら、エリナを隠していることを知らせていないのかもしれない。

　まずは飢えを満たさないといけない。屈くつ強きような警護の兵でも狙おうかと思っていたら、皇太子ジャンクロードが、従者だけを伴ともなって現れた。

　そしてジャンクロードは兵を下がらせ、入り口に従者を残して中に入っていく。従者は周囲を警けい戒かいしながら、ジャンクロードを見送った。

　ブルムはすっと従者の背後に回り、その首筋にいきなり歯を当てる。すると驚きと共に、様々な情報が伝わってきた。

「ほう、おまえは貴族の出身か……いい血統だな。高貴な匂いがする」

　従者の名はアントン・メリル。メリル侯こう爵しやくの庶しよ子しだったが、家か督とくを継げない身分なので、ジャンクロードに忠誠を誓ちかうことで何とか出世したいと望んでいる。

　だからどんな秘密も、決してアントンの口から漏もれることはない。

　ブルムがそれとなく誘導すると、エリナを攫った場面がどんどんアントンの脳裏に映し出されてくる。高貴な若者の血を堪たん能のうしながら、この略りやく奪だつがいかに用意周到に行われたかを、ブルムは知ることになった。

「一年も前から、計画していたのか。最初はただの鳥を飼かう温室だと思っていたのに……飼われるエリナの身にもなってみろよ。こんな失礼なことはないだろ」

「……殿下は、本気なんだ。本気で、エリナ様に恋している」

「本気？　本気ってのはな。相手のためなら、どんな犠ぎ牲せいも厭いとわないってやつを言うのさ。これはただのわがままだ」

　ここでエリナを連れ帰っても、このままではいずれまたジャンクロードは、愚おろかなことを繰り返すだろう。

　そう思ったブルムは、ぐったりしてしまったアントンをその場に残し、中に入っていった。

　さすがのブルムも、これには驚いた。まさに巨大な鳥籠だ。その中には、鳥ではなく人が暮らせるような用意がされている。

「すまなかった、エリナ。つまらない公務があってね。あなたをずっと一人にさせてしまった」

　鳥籠の外からでも、声は十分に聞こえる。燭しよく台だいの光が当たらないところに身を潜ひそめながら、ブルムはそっと二人の会話を盗み聞いた。

「今日はロレインと、ずっと話しておりました」

「そうか、それはよかった」

「歌劇場では、公演が中止になって、騒ぎになっていませんでしたか？」

「そんなことは、エリナが心配しなくていい」

「でも……」

　エリナは新しいドレスを着ている。部屋履ばきには本物の宝石が飾られ、髪飾りも同じ石で作られた豪ごう華かなものだった。

　なのにエリナはちっとも幸せそうじゃない。離れているブルムにまでその悲しみが伝わってくる。

　ところがジャンクロードのほうは、幸福ですっかり舞い上がっていた。

「聞いてくれ、エリナ。もう少し落ち着いたら、あなたの故郷に連れていってあげるから」

「アスレシアですか？　あそこにはあまりいい思い出がありません」

「そうだな。だが、一度、正式にレディ教育を受けないとならないだろう？　だから、アスレシア王にお願いして、あなたをアスレシアの貴族の養女にするつもりなんだ」

　聞いていたブルムは苦笑いするしかなかった。

　人間はブルムたち魔物のように、相手の考えていることがすべて分かるなんてことはない。そのために会話が必要で、この複雑な会話能力が、人と獣けものを分けたのだ。

　なのに今のジャンクロードは獣以下だ。自分の言いたいことだけ言っているから、エリナには何も伝わっていない。

「養女って、どういうことですか？」

「あなたと正式に婚こん姻いんするために、必要なことなんだ」

　やっと一番重要なことを伝えられたようだ。

　すごいだろう、エリナ。お后きさきだぞ、エリナ。ただの歌姫が、この国の女王になれるんだ。それもみんな、僕の愛の深さからだよと、ジャンクロードの全身から言葉がこぼれ落ちている。

　なのにエリナはそんな言葉を拾わない。落ちていることすら気が付かない。

　お后も婚姻も、今のエリナにとっては何の意味もないからだ。

「アスレシア王にその件で相談に行く。しばらくここには通えなくなりそうだ。エリナ、退屈しないように、何を用意したらいいだろう？　美しい猫とか、愛らしい子犬はどうかな」

「飼われているものが、何かを飼うなんて変です……。閉じ込められるのは、私一人でたくさんです」

「そんな言い方をしないでくれ。正式に養女先が決まったら、今よりは自由に暮らせる。いつまでもここに閉じ込めておくつもりはないんだ」

　ジャンクロードはエリナの横に座り、その手を握にぎって唇くちびるを押し当てる。激しい欲望を感じているのに、それ以上のことはしないでおこうという自制心はあった。欲望と自制心が激しい葛かつ藤とうを繰り広げているのが、ただ見ているだけのブルムにとっては面おも白しろかった。

　けれどエリナにしてみれば、笑いごとではないだろう。ジャンクロードの欲望が一気に高まっても、自分の身を守る方法が何もない。

「お願いだ、エリナ。私を……怒らせないでくれ。今は、どうにか心の平和を保たもっているから、あなたに対して非礼なことはしないが……。内心、とても苦しい」

　恋する男の必死さは、五百年の間に嫌いやというほど見てきたブルムだが、さすがにこの皇太子の様子はまずいと思った。

　何でも願い事は叶かなうものだと信じている、甘あまやかされた王子だ。このままいったら、ほんの些さ細さいなきっかけを見つけて、エリナを陵りよう辱じよくするかもしれない。

「殿下、私のことをよく知らないのに、お后にと望まれるのは間違っています。囚とらわれの身となりましたが、ここにいる覚かく悟ごはできました。ですから殿下、その間にもっと私のことをよく知ってください」

　おやっと思ったブルムは、よりエリナの表情が見えるよう、さらに二人に近づいた。

　女というものは、すぐに感情的になって泣き喚わめく。そして何の解決策も見つけずに、我が身の不幸を嘆なげくものだ。

　なのにエリナは潔いさぎよい。こんな運命を受け入れるというのだろうか。

「殿下は歌姫としての私しか知りません。貴族の養女にとおっしゃるけれど、生家は貧しい男だん爵しやく家でした。元は……アスレシアの貴族の出です。そんなことも殿下はご存じないのでしょ？」

「すまない……知らなかった」

「私の何を見てお后にと望まれるのです？　歌姫としての私に恋したなら、歌わない私にどれだけ価値があるとお思いですか？」

　ジャンクロードは戸惑っている。勇気あるエリナは、恋の情熱を冷ますために、自ら水をかけている。相手は皇太子で、后になれる絶好の機会というのに、あえてそれを遠ざけようとしているのだ。

「殿下、舞台にいる私とは違う、ただの女でしかない私もちゃんと見てください。それから決意なされても遅くはありません」

　真剣なエリナの訴うつたえも、ジャンクロードにはきちんと届いていないようだ。聞こえてきた答えは、的まと外はずれなものだった。

「生家が男爵家というなら、一度、そこに戻らせよう。しかし、なぜ貴族なのに、歌姫になろうなどと思ったのだ？」

「生家には戻りたくありません……私は庶子ですから、男爵夫人に疎うとまれております」

「それで歌姫になろうと思ったのか？　酷ひどい話だが、おかげでこうしてエリナと出会えたから、一概に責められないな」

　何を吞のん気きなことを言っていると、ブルムは苛いら立だつ。

　男爵夫人は、より深い屈くつ辱じよくを与えるために、庶子の娘を売ったのだ。エリナは内心深く傷ついただろう。よく事情を聞いて、エリナを慰なぐさめるべきなのに、皇太子にそんな気き遣づかいはない。

　エリナがすぐに自分の運命を受け入れるのは、ずっと虐しいたげられてきたからだろう。なのに卑ひ屈くつになっていないところに、ブルムは救いを感じる。

　そういったエリナのよいところを、ジャンクロードはもっと見つけるべきだ。なのに金の髪の美しさや、真っ白で滑なめらかな肌はだばかり見ている。

「男爵夫人には、事情を説明する。庶子とはいえ、娘が王おう妃ひとなるんだ。きっと男爵夫人も後こう悔かいし、いい母親になるに違いない」

「その前に殿下、ここでもうしばらく巣す籠ごもりいたしませんか？　その間に、もっといろいろとお話ししましょう」

「……そうだな……それは、そうなんだが」

　エリナが運命を受け入れて、恋のために必要な時間を見つけようとしているのに、ジャンクロードの返事ははっきりしない。

「婚姻の準備の間にも、話し合う時間はたっぷりあると思うが」

　ジャンクロードが婚姻を急ぐ理由は明らかだ。欲望がその心を支配している。

　このままではどんなにエリナが自分を知って欲しいと思っても、勢いで押し流されてしまうだろう。

　貴族の養女にする必要もないのが分かった。一度生家に戻し、そこから男爵家の姫君として婚姻すればいいのだ。たとえ下位の貴族でも、貴族は貴族だ。歌姫と違って、反対する者はいないだろう。

　このまま順調に事が進めば、エリナは幸せになれるのかもしれない。けれどへそ曲がりのブルムとしては、ジャンクロードが何もかも自分の思ったとおりに事を進めるのは許せなかった。

「殿下……もう夜も更ふけてまいりました。エリナ様にお休みの準備を」

　奥から小間使いのロレインが現れる。その姿を見て、ブルムも安心した。あの老女の前で、エリナを陵辱するほどジャンクロードも愚かではないはずだ。

　ブルムは温室を出て、入り口でまだぼうっとしているアントンに近づいていった。

「一度、血を吸われた者は、簡単に支配される。アントン、おまえはもう俺の従者だ」

「……私は、殿下の」

「ああ、昼間は殿下の忠実な従者でいろ。だが夜は、俺の僕しもべだ。いいな、アントン」

「は、はい」

　人の心を支配するのは、もっとも得意とするところだ。中には、並みはずれた精神力の強さから、決して言いなりにならない強つわ者ものもいるが、アントンのように日頃から従順な者は、支配者が変わっても同じように従順だ。

「おまえには、いずれやってもらわないといけないことがある」

「はい……何でしょうか」

「時がきたら教える。それまでの間に、皇太子をよく観察しろ」

「観察……ですか？」

　こうして話していても、アントンは夢を見ているような感覚しかないだろう。何を話したか忘れても、ブルムが側を離れたら、命じられたことだけは決して忘れることなく実行するのだ。

「また会おう、アントン。純粋ないい血を持っている……気に入った」

　いいものを食べ、よく働き、深酒もしない健康な若い男の血は、ブルムに活力を与える。夜明けまでにしなければいけないことが山ほどできていたが、ブルムはそういった忙しさは大好物だった。











[image: ]






　天窓から月が見えた。それでエリナは、だいたいの時間を知ることができた。今は夜の入り口だ。眠るには早すぎ、何かするには遅すぎる。燭しよく台だいの光が明るさを増したように感じるのは、それだけ闇やみが濃こくなったからだろう。

　ここに来てから十日になる。ジャンクロードとの話し合いは、相変わらず平行線のままだ。いや、むしろジャンクロードはより頑かたくなになり、もはや婚こん姻いんしか頭にないようだった。

　今夜、ジャンクロードは隣国アスレシアに向かうという。すでにエリナの生家であるハウエル男だん爵しやく家のことは調べていた。まずは窮きゆう乏ぼうしているハウエル男爵家を救い、隣国の王おう妃ひの生家として相応ふさわしい家にするつもりらしい。

　エリナですら知らなかったが、ハウエル男爵家は元々宮きゆう廷てい楽師だったようだ。時の王に寵ちよう愛あいされ爵位を与えられたが、それから何世代か後に戦時となり、楽師としての地位を失った。それ以後は、少ない領地で何とか貴族の体面だけを維い持じしている。

　父は再び楽師として、宮廷に出入りできることを夢見ただろうか。けれどハウエル男爵家から音楽は消えてしまった。かろうじて残っていたのは、楽しみとしての音楽のみだ。

　エリナの父である男爵が亡なくなり、家か督とくは幼おさない長男が継ぐこととなったが、後見人となった男爵夫人の兄である伯お父じはどこか怪あやしい。僅わずかな領地を売り払い、爵位を返上すべきだと企たくらんでいるようだ。

　土地を売った金で、一家の面倒を見ると言っているが、そんなのは口先ばかりだろう。母に対しては何の感情もないが、自みずから世話して育てた幼い弟てい妹まいが不幸になるのは、エリナとしても辛つらかった。

　そこでジャンクロードは、もっと高位の貴族に後見人を依頼し、資金援えん助じよも申し出るつもりでいるのだ。エリナが望まなくても、ジャンクロードは強引に進めるつもりでいる。

「エリナ様、今宵こよいは殿下もお越しになりません。湯ゆ浴あみをなさって、ゆっくりとお休みなさいませ」

　ロレインに言われて、エリナは微笑ほほえむ。

「殿下は……どうして何でも思ったままになさろうとするのかしら？　あんなにお断りしたのに、アスレシアに行ってしまわれたもの」

「婚姻を急がれているだけでしょう。殿方は……婚姻のもう一つの目的に対して、とても熱心なものですから」

「私は、やっと殿下のことが少し分かってきたところなのに」

　ロレインは湯ゆ桶おけの中に湯を入れる。そしていい香りのする花びらを浮かべてくれた。

　夜になるとやはり温度が下がる。すると温室内を温めるために大量の湯が沸わかされ、壁に沿わせた鉄管の中を流れていく仕組みになっていた。湯で作られた温もりが、南国の花々までも生き生きと咲かせている。

　そしてエリナは、溢あふれるほどの湯のおかげで、毎日の入浴という贅ぜい沢たくを堪たん能のうしていた。

　衝つい立たてで形ばかり仕切っても、あまり意味はないが安心だ。ロレインの他に、ここには誰だれもいない。警護の兵士も、決して中に入ってこようとはしなかった。

　湯桶に身を浸ひたし、天窓を見上げる。月がちょうど真上に来ていて、温室内は優しい月光に満たされていた。

　その時、ふっと光が陰った。こんな夜なのに、鳥でも止まったのかと天窓を見上げたエリナは、黒くて大きなものが天窓に乗っているのを見つけた。

　人のはずはない。丸くなった天窓に、苦もなく乗れる人などいない。しかも三階の高さは十分にある温室の壁を、どうやって上るというのだ。

　けれどその姿は、人にしか見えなかった。

　エリナは腕で胸を抱き、湯の中で何とか裸ら身しんを隠そうとした。すると影は天窓を開き、そこからひらりと鳥とり籠かごの上に飛び乗ってきた。

「あっ……」

　微かすかな月明かりで、その姿が見えてきた。

　何もかも真っ黒だ。黒いマントに黒いブーツ、下に着ているシャツから手袋まで、すべてが真っ黒な中、顔だけがぼんやりと白く浮き出て見えた。

　不思議とエリナに恐怖はない。それどころか妙みような懐なつかしさを覚えていた。

「俺が誰だか分かるのか？」

　質問にエリナは思わず答えていた。

「ええ、歌劇場にいつもいる精霊でしょう？」

「精霊、ああ、そうか、守護神じゃなくって、精霊だったな」

　笑いながら精霊は、鳥籠の上部を驚異的な力で開いて、中に舞い降りてきた。

「俺の名はブルムだ。残念なことに精霊じゃない。それよりもっと恐おそろしいものだ」

　湯桶の側まで、ブルムが近づいてくる。エリナはさらに体を硬くして、胸元をしっかり覆おおった。そんなことをしても、あの天窓から侵入してくるような魔物相手では無む駄だだろうが、やはり乙女おとめであるエリナには羞しゆう恥ち心しんがある。

「そこで何をしているんですかっ！」

　話し声に気が付いて、ロレインが飛び込んでくる。するとブルムの体はふわっと舞い上がり、ロレインの背後に一瞬で到達していた。

「婆ばあさん、あんたを傷つけるつもりはない。静かに寝ていてくれ」

　ブルムの指が首筋に触れた途端、ロレインは糸の切れた操り人形のように力なく倒れてしまった。

　再び近づいてくるブルムの姿を、エリナは臆おくすることなく見つめる。

　よく見れば、黒い髪をした若く美しい男だった。けれどジャンクロードとは違い、いかにも荒々しい雰ふん囲い気きを身に纏まとっている。

「美しいな……皇太子が夢中になるはずだ」

　そう言いながら裸はだかのエリナを見つめる目には、獣じゆう性せいの欲望が感じられない。そのせいでエリナも落ち着いていられた。
















「私を、どうするつもりですか？」

「助けに来たんだ。だが、このまま歌劇場に連れ帰っても、皇太子はしつこく追ってくる。エリナ、おまえは本当はどうしたい？　皇太子のものになって、そのまま王妃の座に収まるか？」

「歌えないのなら、どこにいても、何をしても同じです」

　ここにいるのは人ではない。歌劇場の精霊なのか、特別な魔物なのか知らないが、人ではないから逆に本心が告げられた。

「少しは皇太子を愛してるんじゃないのか？」

　湯桶の縁ふちに座り、手を伸ばしてエリナの髪に触れながらブルムは訊きいてくる。

「分かりません。いい人だと思いますけれど……まだ、やっとお友達になったばかりです」

「皇太子はそうは思ってない。エリナを抱きたくて、気が変になりそうだぞ。分かるか？　男ってのは厄やつ介かいな生き物でな、下半身の人格は、別物なんだ」

　気楽な調子で話すブルムに、エリナは思わず笑ってしまう。

「いいか、エリナ。自分を安売りするな。ここで皇太子の言いなりになったら、やつはこれからずっと愛の暴君になるぞ」

「愛の暴君？」

「ああ、そうだ。愛されているか不安になると、わざとエリナを苦しめるようなことをする。そしてそれに耐えているエリナを見て安心するような、最低野郎になっていくのさ」

　髪を撫なでてくれるブルムの手は優しい。ふとエリナは、父といるような気がしてきた。

　いつも陽気な色男の父は、エリナにとって愛という言葉そのものだったのだ。

「俺と父親を混同するな。俺はそんなにいい人じゃない」

　エリナの心を読んだのだろうか。すぐに返されてエリナは息を吞のむ。

「友人が歌劇好きなのさ。俺たちは夜しか生きられない。だから、夜に公演のある歌劇はいい息抜きなんだろう。俺は、芸術なんてものには興味がないが、あそこには極ごく上じようの血を持つ貴族のご令れい嬢じようが大勢いるからな」

　血を吸う。夜しか生きられない。そんな言葉が、脳内でちかちかと光っては消えていく。

　つまりブルムは、吸血鬼という魔物なのだろう。

「芸術に興味はないが、芸術家には敬意を抱いだく。だからエリナ、おまえがどんなにおいしそうでも、俺はずっと自制してるだろ？　皇太子と同じようにな」

「血を吸われたら、同じような魔物になるのですか？」

「いや、それは噓うそだ。俺たちはこう見えて、実は高貴な存在なのさ。選ばれた者しか、仲間に迎え入れない」

「何年、生きてらっしゃるの？」

「ま、四、五百年ってとこかな」

　実は何年生きているのか、ブルム自身にもよく分かっていないようだ。それがまたおかしくて、いつしかエリナは笑っていた。

　ジャンクロードとも、こんなふうに自然に話したい。ここを訪れると、最初は落ち着いているのに、いつも途中からジャンクロードは怒りっぽくなってしまう。だから話したいことも、すべて途中で終わってしまうのだ。

「皇太子には困ったもんだ。そこでだ、エリナ。俺は皇太子にお仕置きしたいと思っている」

　何も話さなくても、思っていることが簡単に伝わってしまう。そこでエリナは、ロレインの身を案じてみた。

「婆さんなら心配ない。いつもよりぐっすり眠っているだけだ。エリナ、おまえが望めば、歌劇場に帰してやる。だがその前に、皇太子のお仕置きに付き合え。おまえだって内心は、腹が立ってるんだろ？」

「……」

「いつも怒いかりは隠すんだ。悲しみも……隠す。かわいそうに、あの意地悪な継まま母ははのせいで、そういう癖くせがすっかり身についてしまったんだな」

　そのとおりかもしれない。ブルムに言われた途端に、エリナは体が裸になっているだけでなく、心まで裸になってしまったような気がした。

「だが皇太子に対しては、結構、思ったことをそのまま言ってるじゃないか」

「えっ……」

「嫌なことは嫌と、はっきり言えている。それは進歩だ。歌姫になったことで、自分に自信がついたんだろうな」

「なぜ、そんなことまで分かってしまうんですか？」

　魔物だからさと、エリナの脳内にブルムの声が響ひびく。それと同時に、エリナがこれまで見たことのない、金色の髪の美しい女性の姿が浮かんだ。

「今から、夜の女王の城に行く。もうしばらく巣す籠ごもりを続けてくれ」

「夜の女王の城？」

　枯かれない薔ば薇らが咲いている、ふとその言葉が浮かんで、エリナは驚く。父に連れられて見に行った、王妃の薔薇園跡が思い出された。

「ああ、あの薔薇は、確かに夜の女王の城から持っていったものだ。何事もなければ枯れない薔薇だが、悲しみを受けると簡単に枯れる」

「私が物心ついた頃には、もう王妃様も亡くなっていて、枯れた薔薇園しか知りません」

「最愛の王が亡くなって、王妃は一瞬で薔薇園を枯らせた。それくらい、深い悲しみだったってことさ。愛されなくても悲しいが……愛しても悲しい。人間ってのは、面倒なもんだな」

　ブルムはそこでエリナの側を離れ、頑がん強きような鳥籠の鍵かぎを、鋭えい利りなナイフの先を器用に使って開けてしまった。

「女王の城から迎えが来る。着替えて用意しておけ。食われる心配はないから、安心していい」

「ブルム様は、ご一緒してくださらないんですか？」

「俺か？　俺は今から、皇太子を捕まえにいく」

「殿下を？」

　ブルムの様子からすると、ジャンクロードに対してあまりいい感情を持っていないように思える。一瞬だがエリナは、ジャンクロードが傷つけられないかと心配してしまった。

「城でなら、好きなだけ歌っていいぞ」

　そう言うと、ブルムは闇の中にその姿を溶とかし込んでしまった。

　湯は冷めてしまい、エリナはぶるっと体を震ふるわせる。慌あわてて湯桶から出たが、体を拭ふいている間に、外では馬車の近づいてくる音がしていた。
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　月が明るい時期なので、ジャンクロードはあえて夜に旅立つことにした。隣国へと続く街道は、日中だと旅の商人などで人通りが多い。騎士を大勢引き連れての旅ならそれでもいいが、今回は警護も少なく、秘密裏にすべてを進めたかったのだ。

　馬車の中には、従者のアントンしかいない。それ以外にいるのは御ぎよ者しやが四人、そして警護の騎士は二人だけだった。

　アスレシアの首都までは、それほど長旅にはならない。馬車でのんびり行けば五日はかかってしまうが、飛ばせば三日でも行ける距離だ。

　男だん爵しやく夫人に渡す金があるが、それ以外には奪われて困るようなものはない。あるとしたら自分の命くらいのものだろうと吞のん気きに構えていたが、併へい走そうする騎士が慌あわてて馬車の窓を叩たたいたので、ジャンクロードはうとうとしかけていた体を起こした。

「どうした？」

「何者かが近づいております。かなりの速さで馬が……二頭」

「急ぎ旅の者ではないのか？　だったら道を譲ゆずるといい」

　国を出たことは、あえて親しい人にも知らせていなかった。やはりジャンクロードとしても、エリナを娶めとるのに必死になっている姿を知られるのは、恥はずかしいと思う気持ちがあったのだ。

　馬車は速度を緩ゆるめ、道の端に沿うようにして進む。ところがそれが失敗だったとすぐに気がついた。黒マントを靡なびかせて近づいてきた二人の男は、いきなり剣を抜いたからだ。

「何者だ。物取りなら、命はないっ」

　勇ゆう敢かんな騎士は、すぐに剣を抜いて応戦の構えに入る。

「逆らうな。おまえらに怪け我がされたら困るんだ。馬車を停めろっ」

　いきなり命じられて、騎士はすぐに斬きりかかる。ところがその剣は届かず、馬上から男たちの姿は一瞬で消えていた。

　慌てる騎士は、そこで一人の男が馬車の上にいることに気付いた。ゆっくりとはいえ走っている馬車だ。なのに男はその屋根の上で、堂々と剣を手にして立っている。

「いいか、おまえたち、素直に馬車を停めろ。そうすれば怪我人を出さずにすむ」

　その言葉を守るためか、剣を鞘さやに収めた男は、すぐに御者台に飛び移った。そして両手で二人の御者の首を同時に押さえ込んだ。すると御者はぐったりとしてしまい、自然と馬車も停まってしまう。

　ジャンクロードは慌てて剣を手にした。いつも守られているばかりで、実際に剣を振るったことなどない。訓練は欠かさず続けているが、果たしてこんなに身軽な男相手に、どこまで自分の腕が通用するのかと不安になってくる。

「アントン、何者だろう」

　ミシミシと馬車の天てん井じようを歩き回る音に注意を向けながら、ジャンクロードは従者に話しかける。ところがアントンは緊張感もなく、ただぼうっとしていた。

「アントン？　どうした？」

　屈くつ強きようの騎士二人は、馬を下りて馬車の上に男と同じように上ろうとしていた。けれどもう一人の男がその首筋に触れた途端に、力を失いへなへなと地面に崩くずれていく。

　マントのフードを深く被かぶっていたが、月光を受けてその男の髪がキラキラと輝いた。

　エリナと同じ、金の髪だ。

「まさか……ザビエル侯こう爵しやく」

　あんなに見事な金の髪をした男となったら、ジャンクロードにはジュリアン・ザビエル侯爵しか思い浮かばない。

　病弱を理由に、ほとんど領地から出てこない変わり者の貴族だが、最近はよく歌劇場でその姿を見ることがあった。離り宮きゆうの完成式の時にも、従い兄と弟こだとかいう黒髪の男を伴ともなって訪れていたはずだ。

「ザビエル侯爵か？　この馬車が誰だれのものか知っていて、ならず者のような真ま似ねをするのか」

　ジャンクロードは馬車の扉とびらを開き、剣を手にして自みずから降りていった。

　そこでジュリアン・ザビエル侯爵は、大きくため息をつく。

「ブルム、だから私は嫌いやだって言ったんだ」

　その頃にはもう、屈強な騎士も、元気な御者たちも、全員ぐったりとして眠ってしまったかのようになっている。おかしなことに、何もされていないアントンまでもが、ぼんやりとしていた。

「アントン、しっかりしろ。ザビエル侯爵、これはどんな悪ふざけだ。変わり者だとは聞いていたが、こんな愚おろかな真似をして何が楽しい」

「いいか、みんな。今から、アントンが皇太子だ。このまま馬車に乗せて、アスレシアまでお送りしろ」

　馬車の上から軽々と飛び降りた黒髪の男が、突然、とんでもないことを口にする。

「何だって？　まさかアントン？　おまえまで彼らの仲間なのか？」

　ジャンクロードには何が何だか分からない。どうしてアントンが、皇太子のふりをしなければいけないのか。そして皆が、こうも簡単に意識を失い、何の抵抗もできずにいるのが不思議でならない。

「どういうことだ。いったいこれは何なんだ」

　剣を持つ手が震ふるえた。それはただ単に彼らが強いから恐おそれたのとは違う。何か得体の知れないものに感じられて、ジャンクロードは恐怖を感じたのだ。

「さて、それじゃ本物の殿下。俺たちと一緒に行こうか」

　黒髪の男が近づいてくる。ジャンクロードは剣を構えたが、すぐにその手首を握にぎられてしまった。

「な、何をする」

「別に……殿下が歌姫にした非情な行いってやつを、ご自身で体験してもらおうと思ってね。だけど一人じゃ寂さびしいだろうから、安心しろ、愛いとしの歌姫も一緒にいさせてやる。これから二人で、楽しい巣す籠ごもりだ」

「エリナに何かしたのか？」

　彼らも同じように、エリナを狙ねらっていたのだろうか。そう思うと、一気にジャンクロードの中で不安が膨ふくらんでいった。すると黒髪の男は、ジャンクロードの首をぎゅっと握ってきた。

「いいか、エリナと一緒にいさせてやるが、条件がある。決してエリナに触れてはいけない。もし触れたら、エリナの血を吸うか……俺たちの仲間にしちまうぞ」

　それ以上何も言われていないのに、ジャンクロードには彼らの正体が瞬時に吞のみ込めた。

「まさか、ザビエル侯爵まで……そんな呪のろわれたものだったのか……」

「ああ、呪われてるぞ。だがな、やたら人殺しをしたり、未来ある若い歌姫を、勝手に攫さらって鳥とり籠かごに閉じ込めたりはしないさ」

「どうしてそれを知っているんだ……」

「俺たちが知らないことなんてないのさ、間抜けな皇太子殿下。みんなが愛した歌姫を、独り占じめしたがるなんて、まるでガキじゃないか」

　けれど他に方法がなかったのだ。誰かに奪われるわけにはいかない。なぜならジャンクロードは、この世界で一番エリナを愛していると自じ負ふしていたのだから。

「わがままな殿下、ここで契約の印しるしを少しいただく。そうすれば、俺との約束を守らずにはいられなくなる。エリナが心から望まない限り、この呪いは解いてやらないからな」

　そのまま男の顔が近づいてきて、ジャンクロードは首筋に歯が食い込んだのを感じた。

　思っていたような痛みはなかった。そしてジャンクロードは、瞬時に様々な夢を見ていた。その夢の中に、あろうことか花びらの浮いた湯ゆ桶おけの中にいる、全ぜん裸らのエリナの姿があった。

　これは夢なのか。それとも、こうして自分の中に呪いを吹き込んでいる、ブルムという男の中にある記憶なのだろうか。

　記憶だとしたら許せない。

　他の男がエリナの体を見るなんて、ジャンクロードにとってあってはならないことだったのだ。
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　迎えの馬車は、漆しつ黒こくの見事な造りのものだった。エリナは豪ごう華かなドレスに身を包み、馬車から降り立つ白銀の髪をした男を出迎えた。

「私を見ても何も恐おそれない。さすがにブルムが惚ほれ込むだけのことはある。強きよう靱じんな精神をお持ちだな、歌姫」

「よろしければ……あちらに横たわったままのロレインを、ベッドに移す手伝いをお願いしていいでしょうか？」

「思いやりもある。よい心がけだ」

　長身の男は、倒れたままのロレインに近づくと、軽々と抱かかえ上げた。そしてエリナのベッドに寝かしつけると、確認するようにエリナを振り向く。

「これでよいか、歌姫？」

「ありがとうございます。あなた様も……その……ブルム様と同じ、あの世界の方なのでしょうか？」

「そうだ。ブルムよりもずっと前に、夜の世界の住人になった。ヘイゼンだ、よろしく歌姫」

　氷のような冷たさを感じさせる瞳が、じっとエリナを見つめる。そしてヘイゼンは、とんでもないことを唐突に口にした。

「夜の世界にも、あなたとよく似た歌姫がいる」

「……歌姫ですか？」

「金の髪をした、青い瞳の歌姫だ」

　ブルムからその話は一言も聞いていない。どうしてなのだろうと思ったら、ヘイゼンはエリナに触れてもいないのに答えをくれた。

「皆もあまり知らない。なぜならその歌姫は、我々の仲間となってまだ日も浅い。人間の時間にして、二十年も過ぎていないからだ。イパネラ女王の城に、何十年も訪れない者などざらだからな。ブルムもここしばらく、女王に伺し候こうしていなかったから、知らないのだろう」

「ヘイゼン様、もしかしたらそれは……私の母ではないでしょうか？」

　どうしてだろうか、夜の世界の住人、吸血鬼という魔物を前にすると、エリナはとても素直になって何でも訊きけるのだ。

　だから思い浮かんだ疑問を口にした。

「父は婚約者のある身ながら、私の母と愛し合いました。そして私が生まれた後、母はどこかに姿を隠してしまったそうです。詳しいことは誰だれも教えてくれませんが、育ててくれた母は歌が大嫌いだったから、もしかしたら……」

「自身で確かめるがいい。確かに親子というより、姉し妹まいのようによく似ているな」

　もし母だったらと思うと、エリナの心は激しく乱れた。

　婚約者がいたからとか、身分が相応ふさわしくないからとか、別れた理由はあるのだろうけれど、どうせなら本当の母に育てられたかった。そうなればもう少し、寂さびしい思いをしないですんだかもしれない。

　エリナを捨てた実母を恨うらみたくもなってくるけれど、母が父の前から姿を消してからすぐに、魔物になってしまっていたとしたらどうだろう。

　夜しか生きられなくなってしまった母には、子育てなんて無理だ。エリナの前に姿を見せなかったのは、そんな事情もあったのかもしれない。

　母と会えたら、そんな話をぜひ聞きたかった。そして真実を知ったら、これまで心の奥底にずっと隠していた、捨てられた子供の悲しみも癒いやされるかもしれない。

　夜の女王の城に向かうのは、怖こわくも何ともなかった。そこにはブルムも来るのだし、もしかしたら母に会えるかもしれないのだ。むしろ楽しみにすらなってくる。

　豪華な漆黒の馬車に乗り込んだ。馬車は驚異的な速さで進む。エリナはほとんど歌劇場から出たことがなかったから、どこをどう走っているのかも分からない。しかも月明かりがあるとはいえ夜だ。辺りの風景のほとんどは闇やみに沈み、時折月光を反射した水面みなもの輝きが目を引くぐらいだった。

「この馬車には特別な仕掛けがある」

　エリナが退たい屈くつしないかと気を利きかせたのだろうか。ヘイゼンは面おも白しろいことを教えてくれた。

「もし遠出して、夜明けまでに戻れなかったら、座席の下に身を隠せるようになっているんだ。何しろ我々は、陽の光に弱いからな」

「今夜中には着かないような、遠くにあるのですか？」

「いや、ザビエル侯こう爵しやくの領地内を突っ切っていけば、夜明け前に何とか辿たどり着く。万が一、夜明けになってしまったら、私は失礼して身を隠す。御ぎよ者しやは、女王の配下の者でまだ人間だ。歌姫を独りぼっちで放置するようなことはないから、安心するといい」

「はい……」

「私も歌姫を襲おそうような不ふ埒らちな真ま似ねはしない。安心して、眠るといい。人にとって夜は、眠る時間なのだから」

　ヘイゼンに言われて、エリナはそういえばいつもなら眠っている時間だと思った。

　日中はロレイン相手に歌った。伴ばん奏そうもないけれど、音楽はいつもエリナの耳元に残っていて、歌う時に不自由を感じさせない。ロレインは静かな聴き手だったが、その目が時折潤うるんでいるので、喜んでもらえているのだと思った。

　それだけではない。ロレインに教えられて刺し繡しゆうを始めた。万が一王おう妃ひになったら、刺繡の腕が必要になる。王妃は自分で刺繡したハンカチを何枚も用意して、何かあるごとに褒ほう美びとして手渡すのだという。

　実際にそのハンカチで鼻をかんでも構わないのだが、たいがいの人間は家宝とするらしい。中には歴代の王妃のハンカチを集めている蒐しゆう集しゆう家かもいるとのことだった。

　名前の頭文字二つと、国旗にも使われている白鳥を刺繡する。王妃となれば、生家のものか、または新たに作った自分の紋もん章しようを刺繡してもいいのだ。

　そうして静かに暮らしている合間に、ジャンクロードが訪れる。時には二人で夕食を共にした。最初のうちは穏おだやかに話しているのに、しばらくするとジャンクロードは不機嫌になる。そこでエリナは歌を聴かせ、やっとジャンクロードは落ち着くのだ。

　舞台に戻りたい。ペトロフの傑けつ作さくである新作を、もっと何度も歌いたかった。

　誰かのためとかではなく、自分のためにも歌いたかったのだ。あんなに難しい歌を歌っていいなんて、何という幸福だろう。

　歌劇場の中央にある豪華なシャンデリア。そこに灯ともされるたくさんの蠟ろう燭そくの匂いが、今となっては懐なつかしい。

　大勢の出演者が、舞台上を歩き回るたびに聞こえる衣きぬ擦ずれの音や、座席から漂ただよう脂し粉ふんの匂い、そして歌劇場内に響ひびき渡る拍はく手しゆの音。

　ここにいる限り、もう私はいらない子供じゃない。実母に捨てられ、継まま母ははに嫌われている、いらない子供じゃないのだ。

　たとえ端は役やくでも構わない。舞台に居場所があればそれだけで幸せだったのにと、エリナは自由になった今、しみじみと思った。

「ふむ、問題は皇太子だ。彼は、生まれた時から、もっとも大切にされた子供だった。歌姫とは対照的だな」

　何も言っていなくても、ヘイゼンにはエリナの心が読めてしまう。エリナはそこで静かに涙を流した。

「だが、皇太子にとって歌姫は、もっとも必要な女性なのだ。簡単に手に入らないからこそ、余計に情熱的になるのだろう」

「ここまでなさる、殿下のお気持ちが私には分かりません」

「歌姫にとって、愛などというものは何の魅み力りよくもなく映るのかもしれない。歌姫の父親は、二重の裏切りをした。婚約者だった継母を裏切り、別の女性に子供まで産ませたのに、結局その女性も救えなかったのだから」

　ヘイゼンの言うとおりだった。父を愛していたが、エリナの不幸の原因はすべて父にある。エリナを一人で育てることができず、結局婚約者だった継母と婚こん姻いんしたのだ。

　本当に母を愛していたなら、やはり婚姻すべきではなかったと思う。継母は父を愛していたはずだ。心に別の女の影を宿した夫と暮らしていて、幸せでいられるはずがない。

　愛なんてものは、舞台の上で演じられるだけのものだ。

　ジャンクロードだっていずれエリナへの想いも醒さめて、別の女性を追うようになるかもしれない。そうなった時に、傷つくのがエリナは怖かった。

「歌姫、夜の女王には夫がいる」

「……婚姻なさっているのですか？」

「もう何千年と、二人は夫婦なのだ。王は今、世界中を巡めぐる旅に出ているから、いつも一緒にいることは叶かなわないが、イパネラ女王の愛は変わらない」

「素す晴ばらしいことですわ」

　エリナの脳裏に、金の髪をした絶世の美女と、白銀の髪をした威い厳げんある男の姿が浮かんだ。

「終わらない愛もあるのだ、歌姫」

「そうでしょうか……」

「悲しみで枯かれた薔ば薇ら園えんを見ただろう？　だが、枯れるまでの間、ずっと薔薇は咲き続けたのだ。あの王は、陽気で華はなやかな男だったが……生しよう涯がい、王妃ただ一人を愛し、慈いつくしんだぞ」

「ヘイゼン様はずっと生きていらっしゃるから、この国の歴史なども詳しいのですね。アスレシアの先王とも、お会いになったのですか？」

「ああ、彼ら王たちが生まれ、死ぬまでを見てきた」

　咲き誇ほこっていた薔薇園の絵は見たことがある。あれはアスレシアの王妃が、愛で咲かせ続けた花だったのだ。

「歌姫、人が生きられる時間はあまりに短い。その間に、どれだけのことが成せるだろう？　歌劇場を聴ちよう衆しゆうで埋うめること……それもとても魅力的なことの一つだ。だが、愛を知ることも同じくらい価値がある」

「殿下の申し出を、受け入れろということですか？」

「そうではない。あんな強引なやりかたでは、いくら愛されたくても無理だろう。それより歌姫がすべきことは、頑かたくなな心を開いて、愛を受け入れる準備をすることだ。相手は、何も皇太子とは限らない。愛そうと思えば、老ろう若にやく男なん女によ、獣けもの、魔物、あらゆるものを愛せる」

「そうですね……」

　けれど魔物を愛したら、どうなるのだろう。そのために自みずから魔物となって、死なない体を手に入れなければいけなくなるのだろうか。

　母は魔物に嫁とついだのか。では父を愛していたのではなかったのか。

　そんな疑問が浮かんできて、エリナは目を閉じていても安らぐことはできなかった。

　そのうちに心が軽くなったような気がして、自然と眠りが訪れた。ヘイゼンが気を利かせて、エリナに眠りを贈ってくれたのだろう。

　夢の中では、王妃の薔薇園で歌っていた。薔薇はエリナの喜びを感じて、美しく咲き誇っている。そこになぜかブルムが現れて、薔薇を一本手た折おってエリナに差し出した。

　この薔薇を受け取ってはいけない。受け取ったら最後、夜の世界の住人になってしまう。そんな気がしてエリナが手を出さずにいると、薔薇は一瞬で枯れてしまい粉々になって散ってしまう。

　いつか薔薇園は荒こう涼りようとしていて、もはやエリナの口から喜びの歌は出てこなかった。

　はっとして目覚めると、辺りに濃のう厚こうな薔薇の香りが漂ただよっていた。

「どうやら夜明け前に辿り着いたようだ」

　馬車が車止めに停まると、ヘイゼンはさっさと降りて先に城に入ってしまう。見ると東の空が、ほんのりと明るくなり始めていた。

「エリナ様、こちらへ、ご案内します」

　入れ替わりに城内から、身み綺ぎ麗れいな若者が二人現れて、一人がエリナの手を引いて歩きだした。

「ここが夜の女王の城なのですか？」

「はい、我々は女王に仕える、薔薇騎士団です。昼の間は、私たちがあなた様をお守りいたします」

「ありがとうございます。でも、どこへ？」

　城の中に入るのかと思ったら、騎士たちはエリナを薔薇園へと案内する。

「あれは……」

　そんなはずはない。今、馬車に乗って離宮を出てきたのではなかったか。なのにエリナの目の前には、離宮にあった温室とそっくりの建物があった。

「ご不自由のないよう、申しつかっております。何かありましたら、いつでもお声がけください。小間使いのメイヤは口が利けません。耳も悪いので、用向きを命じる時には、所しよ作さで示してくださるとありがたいです」

「分かりました……」

　ここにしばらくいたら、本当に歌劇場に帰してくれるのだろうか。ジャンクロードはどうしたのだろう。もうアスレシアに向かって旅立ったはずだがと思いながら、温室に足を踏み入れた瞬間、エリナは大きな叫び声を耳にした。

「エリナっ！　無事だったか」

「殿下……」

　温室内には、離宮にあったのとそっくりな巨大な鳥とり籠かごが設しつらえてあった。衝つい立たてで仕切られているところや、天てん蓋がい付きのベットが置かれているところまでそっくりだ。

「エリナ様……鍵かぎをかけさせていただきます。夜まで、どうかご辛しん抱ぼうを」

　騎士たちは、エリナをまるで姫君のように扱ってくれた。そして導かれるままに鳥籠の中に入ると、ジャンクロードが慌あわてて駆かけ寄ってきた。

　そしていつものように手を伸ばしてきて、エリナの手を取ろうとしたが、ジャンクロードは慌てて手を引っ込めた。

「エリナ……すまない、私のせいで、こんな恐ろしい場所の虜りよ囚しゆうになってしまった」

「それより殿下、どうなさったのです？　アスレシアに向かわれたのではなかったのですか？」

「どうやら……アントンが私の代わりにアスレシアに行くらしい。エリナ、今すぐに助けてあげたいが、私はここがどこかもよく分からない。見張りは人間のようだが、ここにいるのは血を吸う魔物だ」

　ジャンクロードは首筋を手で押さえる。穴が空あいたかと思わせる明らかな傷が二つ、手で押さえた場所に残っていた。

「大変……殿下、怪け我がをなさってますわ」

　エリナはハンカチを取り出し、それで染み出た血を拭ぬぐってあげようとした。けれどジャンクロードは、エリナが近づくとばっと身を翻ひるがえし離れていく。

「殿下？　どうかなさったのですか？」

　離宮にいた時は、遠えん慮りよがちにでもエリナに触れていた。それがどうしたのだろう。まるで恐ろしいものを見るかのように、ジャンクロードは退しりぞいたのだ。

「エリナ、ああ、エリナ。あなたの優しい手に触れたいが、私は呪のろわれたんだ。あなたに触れたら、あなたを魔物にするとやつらから告げられた」

「まぁ……」

「すまない。どう謝あやまっても、許してはもらえないだろう。こんなところに閉じ込められて、自由を奪われたら、どんなに辛つらかったか」

　ジャンクロードは倒れ込むようにして長椅子に座り込むと、両手で顔を覆おおう。泣きだしたいところだろうが、愛するエリナの前でそれはあまりにも情なさけない。だから必死に耐えているのだ。

「彼らは何者なんだろう。屈くつ強きような騎士たちも、あんなに信頼のおけたアントンすら、簡単に従わせてしまった。情なさけない、剣を抜いたのに、一ひと太た刀ちも浴あびせることができなかった」

　エリナはジャンクロードの前の椅い子すに座ると、憔しよう悴すいしきったその姿をじっと見つめる。

　身分違いの恋をしたから、こんな罰ばつを受けないといけなくなったのだろうか。自分がされたことを忘れて、エリナはジャンクロードを気の毒に思っていた。

「殿下、夜の世界の人たちは、野や蛮ばんな魔物ではありませんわ。この温室をご覧になったでしょう？　あの離宮にある温室に似せて、僅わずかの間に造ったのでしょう」

「そんなことができるものか。私はあの温室を完成させるのに、一年もかかったぞ」

「でも、あの人たちはできるんですわ。特別な人たちなんでしょう。私をここに連れてきてくださったのも、知性的でとても穏おん和わな方でした」

「そうか？　私はザビエル侯爵とその従い兄と弟こに、かなり乱暴に扱われたが。そもそも何のために私たちを攫さらったんだ？　ザビエル侯こう爵しやくはエリナの信しん奉ぽう者しやで、攫った私を許せなかったというのか？　だったらエリナまでここに連れてくることはないだろう？」

　すぐ近くにいるけれど、巨大な鳥籠に入れられたこの二羽の番つがいは、決して触れあってはいけないのだ。

　それが罰でなくて、何だと言うのだろう。ブルムはジャンクロードに罰を与えたいと言っていたが、こんな形を取るとはエリナにも想像できなかった。

「私がした愚おろかなことを罰したいなら、私だけを連れてくればいい。エリナ、なぜ逃げなかった。ここにいたら魔物にされるか、彼らに血を吸われるだけだ」

「あの人たちから、逃げることはできません。許されるのを待つしかありませんわ」

「許す？　私を許せるのはエリナだけだ。彼らには、私を裁さばく権利などないぞ」

　ジャンクロードは再び立ち上がり、鳥籠の中を歩き回り始めた。エリナもその後に従って、新しい鳥籠の観察を開始する。

　この鳥籠は離宮にあるものよりずっと凝こっていて、狭いが二階部分がある。さらに上から二本の長い鎖くさりが真ん中辺りまでぶら下がっていて、ブランコになっていた。まるで鳥のように軽々と飛び上がれる彼らにとっては、こんなもので遊ぶことも可能なのだろう。

　朝陽が大きな窓から差し込み、温室の中は一気に明るくなってくる。すると天てん蓋がい付きのベッドが、離宮にあるものよりはるかに大きなことに気が付く。

　そうだ、これからはずっとジャンクロードと一緒だ。ベッドは一つしかないのだから、二人して眠ることになる。

　けれど抱き合って眠ってはいけないのだ。

　行儀よく、互いに胸の前で手を組んで、天窓を見ながら眠るのだろうか。

「これではあなたを不幸にするばかりだ。一国の皇太子ともあろうものが、魔物にいいように翻ほん弄ろうされているばかりで情けない」

「殿下、そんなにご自分を責めることはありませんわ。これでやっとお互いのことを知る時間ができました。私は、嬉うれしいことだと思います」

「どうしてあなたは、そうやって冷静でいられるんだ？　そうだな……最初からそうだった。私がしたことに怒っていても、泣き喚わめいたり、叫んだりしなかったものな」

　そこで焼きたてのパンのいい匂いがしてきて、エリナは外に目を向けた。ソバカスがまだ消えていない少女が、台車に乗せた朝食を運んできたところだった。

「殿下、お腹なかが空すきましたね。食事をしたら、少し眠りませんか？　陽を浴びて眠るのは、寒いこの季節には、最高の楽しみですもの」

「エリナはこんなところでも食事ができるのか？　私は胸がいっぱいで……」

「離宮の鳥籠では、一緒に食事をしましたでしょ？　ここでも私にとっては、同じことです。ただ今度は殿下が、私を一人にして帰ってしまわれないだけですわ」

　鳥籠の番人である騎士が、外から鍵を開けている。中に入ってきた少女が、小間使いのメイヤだろう。こざっぱりとした麻あさのドレスを着たメイヤは、畏かしこまって二人に向かって挨あい拶さつした。

　そして離宮にあったものより大きなテーブルの上に、皿や籠かごを並べ始める。

　この寒い季節には珍めずらしく、果くだ物ものがたくさん籠に置かれた。さらに茹ゆでた後綺き麗れいに絵を描かかれた卵や、山や羊ぎの乳ちちを発はつ酵こうさせたチーズ、塩しお漬づけ肉や茹でた野菜が並べられた。

「どうやら餌えさにする人間には、まずたっぷりと食べさせるつもりらしいな」

　ジャンクロードは嫌いやみったらしく言ったが、それは本当のことだろう。夜の世界の住人たちが、近隣の村人たちを襲おそったなどという話は聞かない。彼らは血を提供してくれる人間たちを、こうして養っているのだ。

　見るとメイヤの首筋にも、ジャンクロードと同じ傷跡があった。けれどメイヤは健康そうで、ソバカスがまだ消えていないだけで、肌はだも髪も艶つや々つやしていた。

「ありがとうメイヤ」

　エリナは大げさな動作で、感謝を表す。舞台でいつもしていることだったから、とても自然にできた。するとメイヤは頰ほおを赤らめて微笑ほほえむ。

「あの人たちは不思議な力で人の心を読むから、メイヤは会話に不自由することはないのでしょうね」

　汲くみたての冷たい水を注そそいでくれるメイヤを見ながら、エリナは微笑む。その様子を見ていたジャンクロードは、ほうっとため息を漏もらした。

「あなたはここに来て何だか生き生きしている。前より楽しそうなくらいだ」

　席に着いたジャンクロードは、ここでやっと落ち着いたのか、素直な感想を口にした。

「楽しいですわ。だって、ここにいたら恋をする以外に、他には何もすることがないのですもの。悲しい顔をしていたら、殿下に対しても失礼でしょ」

「……私も、あなたとの恋を楽しみたい。だが、ここにいたらあなたが彼らの仲間になってしまうか、いずれ犠ぎ牲せいになってしまうんじゃないかと、気が気じゃない」

「心配してくださってありがとう。私は……愛されることがどんなに素晴らしいことか、よく分かっていないんです。歌を評価されて、初めて人に認められるようになりましたが、それ以外には何もありません」

　ヘイゼンはエリナの心を弄いじったのだろうか。離宮にいた時よりも、ずっと素直でいられた。変に自分の感情を押し隠し、ジャンクロードの機嫌を損そこねないよう顔色を見ることがなくなった。

「ここにいるメイヤと同じです。生家では小間使いでした。歌劇団でも、本当に偶然が続いて、先の歌姫が続けて退団なさったから、出番が回ってきたようなものです。こんな何もない私でも、殿下は同じ気持ちでいてくださいますか？」

「もちろんだ。何もないなんてことはない。あなたは素晴らしいものをたくさん持っている」

「レディ教育も満足に受けておりません」

「だからどうなんだ。あなたが貴族の出だなんて知らなかったが、それでも私はあなたを選んだだろ。いろいろと苦労したのを知らなかったが、そういった過去に対しての配はい慮りよもなかったな。私は……愚かで、わがままなだけの男だ。皇太子でなければ、何の価値もない」

　ジャンクロードも心を弄られたのだろうか。いつものように苛いら立だち、すぐに怒りだすこともなく、エリナの望む好ましい話し相手になっている。

「ご自分のことを、そんなふうに言ってはいけませんわ」

「言いたくもなるだろう。こんなところに閉じ込められて初めて、自分がしていたことの愚かさに気が付くなんて最低の男だ」

　季節外はずれの果物を手にして、エリナは皮を剝むき始める。そしてジャンクロードの皿に、剝いたものを載せてやった。

　ママゴト遊びをしているかのようだ。けれど何だか楽しかった。女はこんなことでも愛を確認できるものだが、男はそれだけでは足りないのだろう。

　ジャンクロードがエリナに触れられないせいで、このままずっとママゴトのような関係が続きそうだが、そのほうがエリナにとっては嬉しい。

　そこでジャンクロードは、エリナが剝いてくれた果物を口にする。そしてパンと塩漬け肉を皿に置いて、おいしそうに食べ始めた。エリナはその様子にほっとして、自分も綺麗な卵の殻からを割って食べ始めた。

「あなたのいいところは、感情的にならないところだ。いつも冷静で落ち着いていられる。ものに動じない。それはすごいことだと思うんだが」

「感情的にならないように、躾しつけられたからですわ」

「逆に私は、いつでも感情的だ。すぐに怒り、自分の望むことを叶えるためなら無茶をする。あなたのような人がいつも側にいてくれて、私を叱しかってくれるといいのに」

「叱っていいのですか？　でも、そんなことをしたら、またお怒りになるでしょ？」

「悪かった。いつも苛々していて、あなたにも辛く当たったね」

　朝陽がどんどん部屋を明るくしていく。夜には普通に思える魔物たちの姿も、こうして現実的な朝陽に照らされた部屋の中では、すべてが夢だったかのように思えた。

　まだ離宮の鳥籠にいるような気がする。違いはロレインではなく、メイヤが側に控ひかえていることだろう。その他にも、中の造りや置かれているものが微び妙みように違う。分かっていても、気持ちは離宮の鳥籠に戻ったかのようだ。

「婚姻を急ぐことばかり考えて、あなたと話す努力もしなかったな。だけど、改めて話すとなったら、何から話したらいいのか分からないものだな」

「時間はたっぷりありますわ。歌劇の話でもいたしましょう？　殿下はどの舞台が、一番お気に入りですか？」

「そうだな。あまりにも悲劇的なのは好きじゃない。見終わった後で、まるで自分が主人公になったかのように、心が痛くなるから。かといって、軽すぎるのも物足りない」

　歌劇のこととなると、お互いに話題は尽きない。しばらくいろいろな舞台の話をしていたが、そこでエリナは思い出したことを口にした。

「殿下がご幼少の頃に、アスレシアの宮きゆう廷ていで出会ったという歌姫、それは私の母なのではないでしょうか？」

　その言葉に、ジャンクロードはしばらく固まってしまった。

「ああ……そういえば、似ていたような気もするが」

「どこで父と出会ったのか知りませんが、母はその後でこちらの世界の住人になったようです。ヘイゼン様が教えてくれましたが、この城にいるそうです」

「母上は生きていたのか？　いや、正しくは生きているとは言えないかな」

「夜だけでも、生きています」

　もし母に会えたら、なぜ、どうして、そんなものになってしまったのと、嫌がる言葉を並べてしまいそうだ。

「では、私が見たのが、母上の人間としての最後の姿ということかな」

　エリナが生まれる前の母だ。きっと若く、美しかったのだろう。その姿を想像するより、鏡を見たほうがいいかもしれない。ジャンクロードがエリナにすぐ惹ひかれたのも、母の姿が鮮明にその脳裏に焼き付いていたからではないのか。

「気を付けたほうがいい、エリナ。もしかしたら彼らは、特別な人間を仲間にしたがるのかもしれない。母上と同じようにエリナを狙ねらっているんだ」

「そんなことはありませんわ」

「どうしてそう言い切れる？　これだけの建物をほんの数日で建てたり、鳥のように舞い上がったり、ともかくしていることが変だ。元々が特別な人間だったというのなら分かるが」

「特別な人間」

「そうだ。隣国の歌姫も、国家の至し宝ほうだとまで先王は言っていた。だから、無理やり仲間にされたのかもしれないじゃないか」

　無理にでなければ、自ら進んで仲間になったということになる。

　果たしてそうなのだろうか。エリナは混乱し、もはや何が真実なのか分からなくなってきた。

「エリナ、かわいそうに。やはりあのまま歌劇場で歌姫として暮らしていたかったんだろうな。私は、恋に狂くるって何も考えられなかったが、今なら少し、あなたの悔くやしさが分かる。私だってこのまま彼らの餌え食じきになって、虚むなしく死んでいくのは嫌だ」

　仮にも皇太子という身分の者を、そう簡単に殺すとは思えない。だがジャンクロードのふりをしているアントンが、そのまま隣国で行方ゆくえ不明にでもなれば、ジャンクロードはいつか死んだことになってしまうだろう。

「殿下……」

　ジャンクロードが死ぬのは嫌だ。そんなことは考えたくもない。

「私の命なんて些さ末まつなものだが、それでもいらないとは言いたくない。エリナ、あなたに愛され、いつかは共に玉座に座りたかった。あなたが望むなら、歌い続けても構わない。この国の法律に、王妃は人前で歌っていけないなんてものはないのだから」

「えっ……」

「何日かは、聴衆のためにエリナを開放しよう。けれど、それ以外の時間は、私のものにしたい。毎日、こうして楽しく話して……時には抱き合って……愛し合いたいんだ」

　愛という迷路を、ジャンクロードは一人ではるか先を歩いている。エリナは遠くにその姿を見つけ、やっと追いかけようという気持ちになってきた。

　けれど迷路が二人の距離を隔へだててしまう。

　どうやったらジャンクロードに追いつけるのだろう。

「命を懸けても、あなたを守る。きっと歌劇場に帰してあげるから、だからあなたも、彼らを信じて、この世界の住人になってしまわないで欲しい」

　ジャンクロードは真剣な目でエリナを見つめ、手を差し出したがすぐに引っ込めてしまった。

　触れあいたいのは、エリナも同じ気持ちだ。手を握られただけで、ジャンクロードの鼓こ動どうの激しさや、想いから発する熱が感じられるような気がする。

　なのにジャンクロードと手も繫つなげない。

　魔物にかけられた呪のろいは、そう簡単に消えはしないのだ。
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　主役交代の時間がやってきた。この季節、夜の訪れは早い。陽が山の端に沈むと同時に、すぐに暗くなってしまった。

　一日ここに閉じ込められていると、豪ごう華かな夕食も食べる気にならなくなってくる。かといってベッドに並んで横たわっても、眠りは簡単に訪れてはくれなかった。

　とても疲れていて眠かったが、二人きりだと思うとお互いに意識してしまって眠れない。何度も寝返りを打ったが、そのたびに互いの体が触れそうになって、慌あわてて離れなければいけなかった。

　そこでジャンクロードが、円筒形のクッションをベッドの真ん中にずらっと並べて仕切りを作ってくれた。形ばかりだが、これでも心の境きよう界かい線せんには役立つのだろう。

「眠れるか、エリナ」

「いいえ……いつもならすぐに眠くなるのに……」

「しっ……ほら、聞こえないか？」

「ええ、聞こえます」

　どうやら夜の住人たちの宴うたげが始まったらしい。笑いさざめく声や、管かん弦げん楽がくの音ね色いろなどが聞こえてくる。

「一晩中、ああやって騒いでいるんだろうか？」

「そうでしょうね。だって夜しか、生きられないのですもの」

　二人は自然と身を硬くし、いつか体を近づけていた。城にはいったいどれだけの魔物がいるのだろう。そして同じくらいの数、人間もいるのだろうか。

　人間なら、昼も夜も起きていられる。だから警護は人間に任せているのだろう。そしてここで働く人間の血が、そのまま魔物たちの命のもとになるのだ。

「何だか、不思議な世界ですね」

「そうだな、不思議だ。こんな立派な城があるのに、どうして彼らのことを誰だれも語らないんだろう？　しかも貴族の中に紛まぎれ込んでいるというのに、そんなことも気が付かないなんて、おかしくないか？」

「忘れさせてしまうのではないでしょうか」

「そうか……忘れさせるのか」

　ジャンクロードは不安そうな顔になる。そして境さかい目めに置かれたクッションを抱いて、切なげにエリナを見つめた。

「こうして二人でここに閉じ込められたことも、あなたは忘れてしまうんだろうか」

「殿下も、私の存在そのものを忘れてしまうかもしれません」

「そんなことはさせたくない。生しよう涯がい、秘密を守ると約束したら、このままにしてくれるだろうか。いや、このまま命があるかどうかも、今はまだ分からなかったな」

「永遠に生きるって、どういうことなのでしょう？」

　エリナもクッションを抱いて、ジャンクロードを見つめながら訊きく。

「楽しいことばかりじゃないだろう。なのにそういった生き方を選んだのだから、彼らはある意味勇気があるんだろうな」

「殿下は、ずっと生きたいと思わないのですか？」

「夜だけ生きても意味がない。民は昼間、額ひたいに汗して働いているんだ。彼らを守るのが、王の務めだ。もし戦争になったら、王は先頭に立って敵と戦わねばならない。夜しか戦えなかったら、あっという間に占せん領りようされてしまうだろ？」

　歌劇に夢中な夢見がちの皇太子ではあるが、やはり王族としての気き概がいは持っていた。それがエリナにとっては、新しい感動に繫つながった。

　やはりジャンクロードは皇太子なのだ。恋に関しては傲ごう慢まんで自分勝手だが、民に対しては公平な王であって欲しい。

「殿下が正しいお心をお持ちで安心しました」

「エリナはどうなんだ。ずっと今のままの声で歌い続けることが可能なら、魔物になってもいいと思うか？　芸術家というものは、至し芸げいを身につけるためなら、どんなことでもするというからな」

　エリナはそこで返事に戸惑う。ヘイゼンに言われた言葉が、心に蘇よみがえってきた。愛するために心を開く。それはとても大切なことだと、今なら思える。

「技術がどんなに上う手まくなっても、やはりそれだけではいけないと思います。舞台に登場するのは、愛に生きた崇すう高こうな女性ばかり。私自身が愛を知らないままでは、本当の歌になっていないと思うんです」

「……あなたに愛を教えるのは誰なんだろう？　それが……私ならいいのに」

　手を伸ばせば、すぐそこにジャンクロードの手がある。そして顔も間近にあった。こんな時に、自然な感じでキスをすればいいのだろう。

　エリナの心はときめく。それはジャンクロードも同じだろう。

　なのに二人はそれ以上、どうすることもできない。

「あなたに触れたら、彼らの仲間にしてしまうと言われた。彼ら相手に噓うそはつけない。どうせ心を読まれてしまうんだから」

　苦しげにジャンクロードは言うと、手近のクッションに唇くちびるを押し当てた。

「あなたを抱きしめて、キスしたいと思うのはそんなに罪深いことなんだろうか。皇太子であることを利用して、攫さらったことは罪深い。だが、あなたに恋することは罪じゃないだろう」

「殿下……」

「欲望はある。それは認める。だけどそれだけじゃない。儚はかなげに見えるけれど、本当は強いところとか、誰にでも優しくできるところとか、努力を忘れないところとか、あなたを好きだと思うところがたくさんある。だからあなたが欲しい。それは、罪なのか？」

「いいえ、殿下。ただ私は、そんなふうに人から望まれたことがないので、どうしたらいいのか分からないだけです。罪だなんて思ってはいけません」

　エリナの心は苦しくなるばかりだ。どうやったら、ジャンクロードを自由にしてあげることができるのだろう。ブルムはエリナのために呪のろいをかけたのだろうけれど、もう解いて欲しかった。

　燭しよく台だいの明かりがふっと揺ゆれて、冷たい風が吹き込んできた。窓からかと思って見ると、天窓が開いている。そこからふわっと黒いものが降りてきて、ブランコの上で止まった。

「愛を確かめ合ってるのか？」

「ブルム様……」

「殿下、エリナに触れられない気分はどうだ」

　ゆっくりとブランコを揺らしながら、ブルムは笑っている。

「ブルム様、お願いです。殿下の呪いを解といてください」

　エリナの懇こん願がんに、ブルムはふんっと鼻を鳴らした。

「これだから女は信用できないんだ。たった一日、一緒に巣す籠ごもりしただけで、もう子作りしたくなったか、エリナ。殿下の思うつぼってやつだな。よかったな、殿下。おまえの想いは通じたみたいだぞ」

　ジャンクロードは体を起こし、触れないようにしながらエリナを守ろうとする。

「エリナに触れてはいない。だから、彼女には何もしないでくれ」

「ああ、する気はないさ。エリナはスワンドールの至し宝ほうだ。できることなら、無事に歌劇場に帰してやりたい」

「それを聞いて安心した。私は……どうなっても構わない。よければ今すぐにでも、エリナを自由にしてやってくれ」

「殿下……」

　これは歌劇の一場面じゃない。二人とも豪ごう華かな舞台衣装なんて着ていない。お揃そろいの柔やわらかな寝間着を着ているだけだ。

　なのにジャンクロードは、歌劇の中の英雄のように、愛する者を守るために自らの命を差し出そうとしている。

「頼む。私が愚おろかな皇太子だということは認める。エリナには何の罪つみもない。こんなふうに共に罰ばつされる必要はないだろう」

「それはそうだが、殿下を苦しめるには、それなりの演出が必要だろ。それにエリナもその気になってくれたんだから、逆に感謝されてもいいぐらいだがな」

　大きくブランコを揺らすと、ブルムの体はふわっと空中に舞い上がった。そのまま何の苦もなく二階部分に着地すると、今度は階段も使わずに下まで一気に飛び降りてくる。

「結局は、獣じゆう欲よくの犠ぎ牲せいになるのか、歌姫。いっそ、そんなわがまま皇太子なんて捨てて、俺たちと一緒に行かないか」

「……どこに行くのですか？」

「俺たちにもわからない、はるか先までさ」

　エリナはそこで力なく首を振った。それを見てブルムはまた鼻先で笑う。

「そのうち、気が変わるかもしれない。もう知ってるんだろう。この城にはもう一人、エリナとよく似た歌姫がいることを」

「はい、ヘイゼン様から聞きました」

「明日の夜、女王が旅先から戻る。そこで宴うたげにご招待だ。昼寝でもしておけ」

　そう言うとブルムはジャンクロードに近づき、その首筋に手を当てた。

「どうにもいけない。殿下の血は旨うますぎる。やはり王族ともなれば特別だな」

「ま、また、私から血を奪うつもりか」

「死ぬほど吸い取りはしないさ」

　ブルムの口元を見てしまったエリナは、にゅっと伸びた犬けん歯しに驚いた。それが一気に喉のどに食い込むことを想像するだけで、体に震ふるえが走る。

「ブルム様、お願い、やめてっ」

「……こんなご馳ち走そうには、滅めつ多たにありつけないんだ、許せ」

　ジャンクロードの首筋に、ブルムの顔が近づいていく。エリナは悲鳴を上げて、その場に倒れ込んでしまった。

　あんなことをしなければいけないのに、母は吸血鬼という魔物になったのか。

　どうしてなのだろう。まさか永遠に歌い続けるために、魂たましいを売ったのだろうか。

　エリナの周りで薔ば薇らが揺れていると思ったら、蔓つるが伸びてきて体に巻き付き始めた。

　助けて、ジャンクロード。私を助けてと叫んでも、ジャンクロードは頭上はるか先にあるブランコに縛しばりつけられている。

　どうすればいいのだろう。そう思った時、エリナの耳は素晴らしい美声を捉とらえていた。

　天上の歌声とエリナも言われるが、そんなものではない。これはまさに天使の声そのものだ。

　歌声が大きくなるにつれて、辺りは眩まぶしいばかりに光り輝き始めた。エリナは光の向こうに、金色の髪が揺れているのを見つけた。

「誰、誰なの？　お母様!?」

　近づきたくても、薔薇が行く手を阻はばんでいる。そうしているうちに、ゆっくりとブランコが下りてきて、戒いましめの解かれたジャンクロードの体が墜つい落らくしてくる。

　受け止めようとした瞬間、エリナは意識を取り戻した。

「全部……夢だったのかしら」

　ベッドの隣で、ジャンクロードは眠っている。二人の間の境界線もそのままだ。

　天上を見上げると、天窓は閉まっていた。離宮の温室と同じように、いつの間にか暖気が中に送り込まれていて、体は寒さを感じない。

　けれど心は、いいしれぬ恐怖で凍こおりついていた。

「あれが本当の姿なのよ……ブルム様は……精霊なんかじゃない。吸血鬼という名の……魔物」

　何を話しているのかも分からないざわめきが、遠くから聞こえてくる。今宵こよいの宴は、まだ終わっていないようだ。

　あの中にブルムもいるのだろうか。

　エリナはそっとジャンクロードを覗のぞき込む。首には鮮あざやかな傷が残っていた。

「殿下……」

　眠っているジャンクロードの顔は、心なしか蒼そう白はくに思える。やはり血を吸われたのだ。

　このままではジャンクロードの体が保もたないのではないだろうか。

「もう二度と、歌えなくなっても構いません。夜の女王様、お願いです。殿下の命を奪わないでください」

　エリナは心から、ジャンクロードのために祈いのった。











[image: ]






　毎夜が宴うたげだ。それが夜の女王、イパネラの城での日常だった。

　今宵こよいの主役は、金の髪をした歌姫のエルザだ。この世の中で、未いまだ誰だれも出せなかっただろう高音から、地を這はうような低音まで、あらゆる歌声を響ひびかせて居並ぶ夜の住人の耳を楽しませている。

　宴だけれど、酒を飲む者はいない。料理の皿が並べられることもなく、ただ陽気に浮かれ騒いでいるだけだ。

　そんな中、物静かな男が二人いた。ブルムの友人ジュリアンと、先輩吸血鬼であるヘイゼンだ。ブルムが近づいていくと、ヘイゼンはすっと離れていく。どうやら今のブルムとの意見交換はしたくないらしい。

「ブルム、どうしたんだ。君らしくない、残ざん酷こくなことをしているな」

　ジュリアンの非難めいた言い方に、ブルムは思わずむっとする。

　極ごく上じようの血を吸って、最高の気分なのだ。なのにこの友人が水を差す。ジュリアン、おまえのほうがずっと残酷だと、ブルムは訴うつたえたい気分だった。

「残酷か？　二人仲良く、巣す籠ごもりさせているんだ。いいじゃないか」

「エリナには触れさせず、しっかり皇太子から血を吸っている。敵をばっさり斬きり捨てるのがブルムだ。痛みは一瞬。悪事を働いた者にとって、心優しい刑の執しつ行こうだ。なのに今回は何なんだ。ねちねちと」

「悪いのは殿下だろう。罰ばつしただけだ」

「それだけか？　違うだろ」

　会話は意味がない。互いの考えていることなんて筒抜けになってしまうからだ。

　どうやらこの能力は、長く生きれば生きるほど強化されるものらしい。ブルムはジュリアンより長く生きている分、自分の考えを巧たくみに隠すことはできる。だがヘイゼンがいたら無理だ。ヘイゼンは人に触れることもなく、巧みにその心を読んで操る。

　ブルムはまだその域にまでは達していなかった。

「嫉しつ妬としているんだ、ブルムは」

「何が嫉妬だ。ジュリアンは、いつまで経たっても人間くさい考え方をする。それ、いい加減に直せよ。人間相手に、何を嫉妬しろって言うんだ」

「歌姫に恋したな？」

　そこでブルムは、思わずジュリアンを殴なぐっていた。

　悩んだり考えたりしてはいけない。その間に動きを読まれてしまう。条件反射のように、素早く手が出たせいだろう。ジュリアンの体は吹っ飛び、はるか先の床ゆかに叩たたきつけられていた。

　困ったことに肉体的な痛みは、吸血鬼にとってたいしたことではないのだ。傷はすぐに再生するから、ずきずきといつまでも痛むようなことはない。派は手でに飛ばされたといっても、むしろ傷ついたのはジュリアンの心のほうだろう。

　皆に好奇心を向けられるのは嫌いやだった。さすがに距離を取れば、考えを読まれることもない。ブルムはそのまま外に出て、森へと向かった。

「待てよ、ブルム。すまなかった」

　背後から追いかけてきても、吸血鬼は足音を立てない。ほとんど飛ぶようにして移動するからだ。ジュリアンがついてきたことはわかっていたが、ブルムは足を止めなかった。

「愚おろかな皇太子だが、叱しかればそれですむ。反省させるのなんて簡単なことなのに、何でこんな手の込んだことをしたんだ」

「……エルザがいることを知らなかったんだ。女王にエリナを献けん上じようするつもりだった」

　ジャンクロードが愚かなことをしなければ、この城に来ることもしばらくはなかっただろう。夜の女王イパネラに対しては敬意を抱いだいているが、それ以外吸血鬼に対してはあまり関心がない。

　師と仰あおげるのはヘイゼンだけだ。いつでも冷静なヘイゼンは、遠くまで見通す目を持っている。その他の吸血鬼同士にはいろいろと確かく執しつはあるようだが、それはブルムに言わせれば暇ひまだからだ。

　いつだってブルムは、じっとしていない。暇になったら盗とう賊ぞく狩がりをする。スワンドールやアスレシアの住民が、街かい道どうを安心して旅ができるのは、ブルムの退たい屈くつのおかげだということは、人間たちにはもちろん知られていない。

「女王の鳥とり籠かごに、いい声の鳥を用意してやろうと思っただけさ」

「どうやらエルザは、エリナの母親らしいな」

「……そうなのか？」

「知らなかったのか？　ヘイゼン伯はく爵しやくが言っていたが、エルザはイパネラ女王が、自身の影かげ武む者しやとして使うつもりで誘ったらしい」

　確かに金の髪はイパネラ女王とそっくりだ。だが女王が偽にせ物ものを用意する必要に迫られているというのは意外だった。

「いつの話だ？」

「十五年くらい前だ。エリナの母親だったというのは、納なつ得とくできるだろ？」

「そうだな……」

　では母親に捨てられたエリナの不幸の原因は、イパネラ女王にもあるということだ。けれどまだ幼おさない娘を残して、夜の住人になってしまったエルザの気持ちは、ブルムには納得できない。

　子供をかわいそうだとは思わなかったのだろうか。

「ブルム、恋するなら、相手はエルザのほうがいい……エリナは諦あきらめろ」

　突然、ジュリアンはおかしなことを言いだす。ブルムは笑うしかなかった。

「恋とか、そんなのじゃない。人間だった頃の俺は、たくさん人を殺した。俺に父親を殺された子供の、恨うらみのこもった視線が未だに頭から消えないんだ。だから俺は、時々いい人になってみたくなる。かわいそうな子供に、優しくしたくなるんだ」

「同情だけじゃないだろ？」

「金の髪に惹ひかれたわけじゃない。惹かれたとしたら、あの歌声だ。エルザは確かに神のような歌い手だが、俺は人間の歌声のほうが好きなのさ」

　ジュリアンはどうしてもブルムが恋していると思いたいらしいが、逆にブルムは絶対に自分が恋しているなどと思いたくはなかった。

「殿下が反省すれば、それでいい。傲ごう慢まん男が王になると、国情が不安定になるだろ？　俺は、このスワンドールって国を愛しているんだ。つまらない王のせいで、この国が消えてしまったら困るからな」

「よかった。あのまま恋こい敵がたきの皇太子を、ずっと閉じ込めておくつもりかと心配したじゃないか」

「恋敵って何だ。いい加減にその夢見る頭をどうにかしろよ」

　人間の首筋に嚙かみつけない心優しい吸血鬼は、このまま永遠に夢見る青年貴族で居続けるつもりらしい。

　だがブルムは戦場が恋しくなっていた。

　平和だからいけない。退屈しているからいけない。長く生きているということは、決していいことばかりじゃないのだ。

　一番の敵は退屈、それに尽きる。

「ジュリアン……南のほうに行ってみないか？」

「南？」

「ああ、いい香りの花が、一年中咲いているような国だ」

　偽物の暖かさで咲かせた花ではなく、自然の太陽が咲かせた花の香りを楽しんでみたい。照りつける太陽を見ることは、恐おそらくこの世から消えるまでないだろうが、太陽の贈り物を楽しむぐらいは許して欲しかったのだ。
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　夜だというのに、薔ば薇らが生き生きと咲き誇ほこり始めた。女主の帰き還かんを喜んでいるのだ。

　エリナはジャンクロードと二人、鳥とり籠かごから出て庭を散策することを許された。この機会に逃げればいいのだろうが、いったいここがどこなのか二人には全く分からない。ザビエル侯こう爵しやくの領地を抜けると近いと聞いたけれど、どこからがその領地なのかも分からないままだった。

「不思議だな。もう何年も、こうしてあなたといるような気がする」

　手を繫つなぎたくても繫げないから、ジャンクロードは自分の手を後ろに回して握にぎっている。逆にエリナは、前に回した手を握っていた。

　時折二人は、相手の目を見て微笑ほほえむ。それだけで何だか幸せな気持ちになれた。

「自由に歩けるというのは、いいものだな。エリナ、どんなに謝っても、謝り足りない」

「歌劇場も、巨大な鳥籠のようなものです。私は十二歳で団員になってから、ほとんど外に出ることはありませんでしたから」

「そうなのか？　歌姫はよく取り巻きたちと出掛けているような印象があったが」

「私は、いろいろな意味で、まだ子供だったから……」

　大切に守られていたと、今ならわかる。歌姫だからではない。そこしか生きる場所のない団員だったから、歌劇団は皆で守ってくれていたのだ。

「もし戻れたら、歌劇団に多額の寄き付ふをしよう。それと、そうだな。希望する民に、無料券を手配してもいい。もちろんその座席の分は、私が支払う」

　明るい希望の持てる話をしていたい。不安はあるが、それに負けるのは二人とも嫌いやだった。

　記憶をすべて消されてしまったら、ジャンクロードはもうエリナに対する興味を失ってしまうだろうか。

　それともブルムは、ジャンクロードをこのままずっと閉じ込めておくつもりなのか。

　エリナは夜の住人にされてしまうのかもしれない。そうして永遠に、女王のためだけに歌い続けることになるのだろうか。

「この庭の薔薇は見事です。こんな大輪でいい匂いのする薔薇は、見たことがありません」

　暗い気持ちになりそうだったから、エリナはわざと明るい話をしてみた。するとジャンクロードは薔薇に近づき、護身用の小さなナイフを使って、一輪を手た折おった。

「誰だれかに渡すときには、棘とげを削そいでおくものらしい。大おお伯お母ばに教わったんだ。あの薔薇園も見事だったけれど、ここの比じゃないな」

　棘を取った薔薇を、ジャンクロードはそっと差し出す。エリナはその指に触れないようにして薔薇を受け取った。

「一輪くらいなら、女王もお怒りにはならないだろう」

「綺き麗れい……」

「あなたもこの花に負けていない……。綺麗だよ、とても美しい」

　称しよう賛さんされるのは慣れているはずなのに、エリナは恥はずかしさで顔を真っ赤にした。

「ここで死ぬことになっても、後こう悔かいはないな。あなたは私のこと、少しは好きになってくれただろう？」

「はい……」

「これまで生きてきて、一番欲しいと思ったものが手に入ったんだ。他に望むものはない」

「殿下、そんなもので満足してはいけません。平和な暮らしがずっと続くようにとか、穀こく物もつが豊作になったらいいとか、もっとたくさん望むべきです」

　エリナの例えがおかしかったのか、ジャンクロードは素す晴ばらしい笑顔を見せる。

「だったら、そうだな。あなたに似た、愛らしい姫を二人と、私に似た王子を二人、望むというのはどうだろう？」

「ええ……とても……いい夢だと思います」

「離り宮きゆうの温室に、たくさん鳥を飼かおう。そして姫と王子の遊び相手に、兎うさぎはどうかな。子馬も必要だろうか？」

　ジャンクロードは穏おだやかに話しているが、その裏には不安が見え隠れしていた。それを感じたエリナは、つい強い口く調ちようで訊きいてしまった。

「殿下……何を恐おそれていらっしゃるんですか？」

　答えるのを最初は戸惑っていたジャンクロードだったが、辺りを見回し一気に話しだす。

「夜の女王がスワンドールを支配しようとしたら、私たちは果たして戦えるのだろうか？　彼らが無む闇やみに人を殺さないというのはわかったが、だからといって支配者にならないとは言い切れないだろう？　過去には、そんなこともあったのだろうか？」

　庭の篝かがり火びが勢いよく燃え上がり始めた。城の中でも、蠟ろう燭そくが煌こう々こうと瞬またたいている。夜を忘れるほど、辺りは明るくなっていた。

「これだけのものを維い持じする財力、あの温室を僅わずか数日で作り上げる技術力。そして並なみ外はずれた戦闘能力……私は、皇太子として特別な育てられ方をしたはずだが、自分がただの人間だということを、ここに来て思い知らされた」

　突然、喇叭らつぱが勢いよく吹き鳴らされた。

　カッカッと蹄ひづめの音が響ひびき、カラカラと軽快に車輪の回る音がする。二人のすぐ近くを、漆しつ黒こくの見事な馬車が黒馬四頭に引かれて走り過ぎていくところだった。

　カーテンの引かれていない馬車の窓から、ちらっと金色のものが覗のぞく。エリナによく似た、見事な金色の髪の女性が乗っていたのだ。

「女王がお戻りだ……」

　馬車が停まると、一気に辺りの空気が変わる。薔薇の香りは濃のう厚こうになり、すべてのものが生き生きと輝きだした。

　二人も馬車に近づいていった。

　すでに出迎えに来ていたヘイゼンが、まるで従者のように自ら馬車の扉とびらを開く。すると中から、濃こい紫色のドレスに身を包んだ、まさに女神と呼ぶのに相応ふさわしい美女が降り立った。

「ブルムにも困ったものね。とんでもない悪戯いたずらをして……よい夜をお過ごし？　ジャンクロード殿下」

　夜の女王イパネラは、ジャンクロードとエリナに向かって、慈じ愛あいのこもった笑顔を向ける。

「はい、女王陛へい下か。近きん隣りんにこのような国があることを知らず、挨あい拶さつもせずに何年も過ごしておりました。謁えつ見けんを許された王族は、私だけでしょうか？」

　ジャンクロードの緊張した質問に、イパネラはいいえと小さく首を振る。

「あなたの曾そう祖そ父ふは、今のあなたよりもう少し美男だったわ。スワンドールの王の中で、彼が一番の美男と呼べるでしょう」

「えっ……」

「その娘に薔薇を贈ったのは私よ。残念ね、もう跡あと形かたもなく枯かれてしまったけれど」

「女王陛下……改めて、お願いがあります」

　そこでジャンクロードは一歩前に進み出た。けれどある程度の距離までしか、イパネラに近づくことはできない。何かが足を止めさせるのだ。

「ええ、わかっていてよ、ジャンクロード。その愛らしい歌姫を、自由にして欲しいのでしょ。だけどジャンクロード、私、今、少し心が揺ゆれているのよ。私が所有する歌姫のエルザと一緒に歌わせたら、どんなに素晴らしいでしょう」

「女王陛下……それは」

「あなたにも永と久わの命をあげるわ。二人で番つがいとして、いつまでもあの鳥籠で暮らしたらいかが？　王の代わりなんて、いくらでもいるわ。けれどジャンクロード、心から愛せる者の代わりなんて、そうそう見つかるものではないのよ」

　思わぬ展開になってしまった。イパネラは二人を帰す気がないらしい。

「二人で歌ったら、最高のハーモニーが生まれるわね。何しろ親子ですもの。エリナ、後ほどエルザと会わせるわ」

　そこでイパネラは、ヘイゼンに手を引かれて城に入っていってしまった。

「陛下！　女王陛下！」

　ジャンクロードは後を追おうとしたが、そこまでだった。エリナも追おうとしたが、足が進まない。

「どうしよう、エリナ。女王はあなたを離さないつもりだ」

　逃げようと思っても、そんな考えはすぐに読まれてしまう。このまま生しよう涯がい、鳥籠の中の生活になってしまうのだろうか。

「私は諦あきらめないぞ。何があってもあなただけは、歌劇場に帰してあげるから、安心していて」

「いいえ、殿下がお戻りにならないのなら、私もここにおります。戻ったところで、歌えなくなったら、それでもう私の人生は終わってしまいますもの。殿下がいらっしゃらない世界で、これまでのように歌える自信なんてありません」

「エリナ……」

「私は……娘が生まれたら、自分で子守歌を歌ってあげたいんです。泣きたくても、泣けないような子供に育てたくありません」

　ついにジャンクロードは戒いましめを破った。その腕にエリナを抱いてしまったのだ。

「何があっても、一緒にいよう。これ以上、エリナに悲しい思いをさせないと約束する」

「殿下……」

「彼らの気まぐれに振り回されるのは嫌だ。二人でここを出て、スワンドールに帰る。絶対に帰るんだ」

「はい、一緒に帰りましょう」

　二人は手を繫つなぎ、そのまま城の中に入っていく。そこにはブルムやジュリアン、そしてヘイゼンがいる。そのうちの誰か一人でも味方になってくれたら、女王の気持ちも変わるかもしれないと、僅わずかな希望を二人は抱いだいていた。
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　着替えを終えて、再びイパネラが現れたのは、城内の広大な広間だった。エリナはジャンクロードと二人、隅でその様子を眺ながめる。

　イパネラは金色のドレス姿で、側に同じようなドレスを着た歌姫エルザを伴ともなっていた。

　薔ば薇ら騎士団の若者が、二人をイパネラの側へと案内してくれる。そこで初めてエリナは、母親であるエルザと対面した。

　エリナによく似ているが、エルザのほうがきつい印象で、むしろイパネラによく似ている。だがエルザが天使なら、イパネラは神と呼べるほどの神こう々ごうしさがあった。

「みんなよく言うのよ。自分の命はどうなってもいいから、恋人を助けてやってくれって。それが人間の誠意の示し方なのね」

　何の脈みやく略らくもなく話しているかのように聞こえるが、イパネラはジャンクロードとエリナの脳内に浮かんでいる言葉に対して、即座に反応するのだ。

「エルザ、あなたの娘よ。大きくなったものね」

　そこでイパネラはさっと身を翻ひるがえし、エルザに二人の前を譲ゆずった。

「あなたを捨てたことを謝あやまるつもりはないわ。私は、あなたやハウエル男だん爵しやくといるよりも、永遠に歌えることを選んだの。あなた、私の歌を聴いてどう思った？　打ちのめされたのではなくて？」

　いきなりの高たか飛び車しやな話しぶりに、エリナは驚いてしまった。

　これが会いたかった母なのだろうか。歳もそんなに違わない。むしろ姉と呼べる外見をしていて、若々しく美しい。

　だがその口からは、歌声とは似ても似つかない残ざん酷こくな言葉が逬ほとばしる。

「どんなに努力しても、人には限界があるわ。あなたにあんな高音が出せる？　あの素す晴ばらしい低音を聴いた？」

「い、いえ……」

「何も歌姫になんてならなくてもよかったのに。少し上位の貴族に嫁とつげば、そこそこ幸せになれたでしょう？　それとも歌姫になったから、殿下の寵ちよう愛あいを受けられたとでも思ってるのかしら」

「わ、私は……歌劇団に売られたんです」

　子守歌を歌ってくれる優しい母親なんて、最初からこの世のどこにもいなかったのだ。エリナは激しい失望を味わいながら、こんな母親だったら、会わないほうがよかったと心から思った。

「そう、あの女、やるもんね。婚約者を奪われた腹いせに、娘を歌劇団に売り払ったの？」

「お、お父様が亡なくなって、それで家には、いる場所がなくなってしまって」

　胸が苦しい。息をするのも辛つらくなってきた。

　父はどうしてこんな女性を愛したのか。陽気で音楽好きな父を愛していたが、そんな父まで嫌いになってしまいそうだった。

「エリナ……しっかりしろ。この人はもう君の母親じゃない。何年も前に、魔物になってしまったんだ」

　ジャンクロードはエリナを抱きしめ、励はげますように言った。

「そうよ、歌のために魔物になったの。私は、このままずっと老おいることもなく、美しいままで永遠に歌姫でいられるのよ。高音が一音でも出なくなることを恐おそれたり、声が掠かすれることを心配する必要もないの」

　エルザはそこで艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、瘦やせたエリナの腕をすーっと撫なでる。

「今は美しくても、そのうちしわしわのおばあさんになるのよ。歌劇場には歴代の歌姫の肖像画が飾られているでしょうけど、その前に立っていたって、誰だれもあなたとは気が付かないわね」

「もうそのくらいにしてくれないか。これ以上、エリナを傷つけないでくれ」

「ああら、お優しい王子様。でもあなたの本心は、エリナとやりたいだけやって、子供を産ませることしかないじゃない。歌姫の本当の価か値ちも分かっていないくせに」

「確かに、以前はそうだった。だが、今は違う！」

　どうしてエルザは、ブルムやヘイゼンのように、エリナたちの考えていることが分からないのだろうか。魔物になって日が浅いと、魔力はあまり使えないのかもしれない。

　エルザがこうして挑ちよう発はつしているのは、きっとイパネラの意志だ。イパネラはやはりエリナに仲間になって欲しいと思っているのだ。

「エリナ、そんな王子様なんて捨てて、あなたも私たちと一緒にいきましょう」

「……」

「歌えるのよ……神のようにね」

　そこでエルザは、信じられないような高音を響かせて、エリナも歌ったことがある歌劇の一節を歌い出した。

　ああ、こんな高音が震ふるえずに出せたら、どんなに素晴らしいだろう。エリナは恐怖も不快感も忘れて、しばし聞き入ってしまう。
















　どんなに努力しても、こんな声は絶対に出せない。なぜならこれは、魔力が歌わせているからだ。

「いかが？　真まっ青さおね、エリナ。打ちのめされたでしょ。でも安心しなさい。イパネラ女王様にお力をいただければ、あなたも同じように歌えるのだから」

「いいえ……いいえ、私は、あなたみたいに歌えなくても構わない。お客様の前で歌いたいもの。ここでずっと、魔物たちのためだけに歌うなんて嫌っ！」

　言ってしまった。これは失言だろう。怒ったイパネラは、ジャンクロード共々、エリナを殺してしまうかもしれない。

「自分が下へ手ただからって、そんな言い訳しなくていいわよ。まぁ、魔力の力を借りても、あなたには無理でしょうね」

　エルザはそこでバカにしたように笑った。

「私だって本当は、あなたみたいな下手な歌姫となんか、一緒に歌いたくないわ」

　そこでエルザはふんっと鼻を鳴らし、エリナの側から離れていってしまった。

「ひどい母親だ。エリナ……今のことはさっさと忘れたほうがいい。王おう妃ひは優しい。きっとあなたも実の娘のように愛してくれる。エリナ、私の王宮に二人で戻ろう」

　ジャンクロードの優しさが、エリナの傷だらけの心を優しく包み込む。本当にこの世で愛せるものは、ジャンクロード以外にいないとエリナにも思えてきた。

「殿下……私をここから連れ出してください」

「そうしよう。もし無理矢理魔物にされてしまったら、薔薇園で二人で夜明けを迎えないか」

「……え……」

「人として死のう。そのほうがいっそ潔いさぎよい」

　エリナはそこで深く頷うなずいた。

「はい、殿下」

「私の気持ちに応えてくれたね。エリナ……愛しているんだ」

　周りには大勢の魔物や人間がいるというのに、ジャンクロードは臆おくすることなくエリナにキスしてきた。

　エリナは目を閉じ、ジャンクロードの胸にそっと手を置いてされるままになる。

　幸せだった。もしここで命が消えても、エリナは後こう悔かいしない。歌劇の中でしか経験したことのない愛というものを、しっかりと味わえたのだから。

「約束を破ったな、殿下。エリナには触れるなとあれほど言ったのに」

　いつの間にかブルムが側に来ていて、二人の様子を冷たく見ている。

「それじゃこうしよう。歌姫だけ、ここに残し、殿下は記憶を消して城に戻してやる。約束を守らなかった罰ばつだ」

「なぜ、そこまでする必要があるんだ。あなたたちは、人間にないものをたくさん持っているじゃないか。なのに私たちのささやかな愛を踏ふみにじって楽しいのか？　愛はこの世の中で、一番、美しいものだろう？　それすら忘れてしまったのか？」

　ジャンクロードの必死の訴うつたえにも、ブルムは耳を貸さない。二人の間を引き裂こうとしているとしか思えなかった。

　そんなブルムをヘイゼンが止めていた。

「皇太子の言葉のとおりだ。我々は美しい愛を、たっぷりと見せてもらった。人が芝居を観て楽しむように、楽しめたからいいではないか。この余よ興きようは、もう終わりにしよう」

「……ヘイゼン伯はく爵しやく、それはまずいですよ。イパネラ女王はエリナを欲しがっていらっしゃる」

「そうじゃない。歌姫を欲しがっているのは、ブルム、おまえのほうだ」

　それを聞いて、エリナは震え上がった。

　ヘイゼンは前に、エリナが愛する対象は人とは限らないと言った。もしかしたらブルムの気持ちに気が付いて、エリナを試したのかもしれない。

「そんなことはないです……」

「だったら、ただちに二人を解放しろ」

　そこでヘイゼンはエリナに近づいてきて、言葉ではない言葉で、思っていることを告げてくる。

『あれはエルザの必死の芝居だ。まだ心を読んだり、読ませたりする力が弱いから、ああやって誤ご魔ま化かせると思っているが、我々にはもう分かっている』

「ヘイゼン様……」

『エルザは歌姫が誘惑に負けて、ここに残ってしまうことを心配している。だからわざとあんなことを言うのだ。もしここでのことをすべて忘れてしまうとしても、母親を憎にくむ気持ちが残らないことを祈いのる』

　エルザはもう遠くに離れてしまっている。彼女の考えていることなど、エリナには知りようもない。

　けれどイパネラやヘイゼンには分かってしまうのだ。なのに下手な芝居をして、エリナをここから遠ざけようとしてくれたのは、やはり母親の愛なのだろう。

「殿下、私が二人を帰すと約束する。ただし、この王国は、秘密によって守られている。たとえスワンドールの国王であっても、我々が招待する以外に、ここを訪れることは許されない」

　今度はちゃんと言葉でヘイゼンは、ジャンクロードにきっぱりと告げた。

「記憶はすべて消される。あなたはお后きさき候補の姫君を見に、アスレシアに旅をしていたことになっているから、そのような記憶だけが残るだろう」

「待ってください。では、エリナも私も、お互いのことを忘れてしまうというのですか？」

「そこまでは、私たちの関知することではないのだ、皇太子。歌姫が愛いとしければ、今度は、卑ひ怯きような手を使わずに手に入れるといい」

　もう一度、最初から何もかも始めるというのか。もしそこでジャンクロードに心変わりがあったら、どうすればいいのだろう。

　エリナは一瞬、魔物となってもいいから、あの鳥とり籠かごでずっと二人で巣す籠ごもりしていたいと思ってしまった。

　だがジャンクロードは違っていたようだ。信念のこもった声で、はっきりとヘイゼンに告げていた。

「分かりました。たかが数日の記憶を消されただけで、エリナへの想いは変わりません。再び、迎えに行きます。今度は、あのような卑怯な真ま似ねはいたしません」

「よい心がけだ。ブルムのことは許してやってくれ。元は皇太子の惨むごい仕打ちに腹を立てたからなのだから」

「同じようにされて、身に染みてエリナの辛さが分かりました。ブルム殿には感謝しております」

　本当はブルムがエリナに惹ひかれていると知って、複雑な気持ちだろう。だがジャンクロードは、そのことを決して口にはしない男らしさがあった。

　そこに再びイパネラが近づいてきた。

「残念ね、私は二人の歌姫を手に入れられなかったようね。でもいいわ、スワンドールの民に、歌姫を返してあげましょう。その代わり、今宵こよいは私のために歌いなさい。エルザのように上う手まくなくてもいいのよ。今のあなたなら、最高の愛の歌が歌えそうだから」

　イパネラはエリナの手を取る。そしてジャンクロードの手も取った。

　その瞬間、エリナにはジャンクロードの愛の深さが、言葉とは違う形でひしひしと伝わってきた。

「ああ、歌姫。今のあなたはとてもいい魂たましいを持っている。別れ際ぎわに、少しだけ血をいただくわ。今のあなたの血は甘い……最高の美び味みとなるでしょう」

　こんなに美しいイパネラも、恐ろしい歯を覗のぞかせるのだろうか。

　だがもう恐怖はなくなった。

　愛で血が甘くなる。何と素晴らしい言葉だろう。そしてエリナは、イパネラを通してもまたエルザの本心を知る。

　歌のために我が子を捨てたことを、エルザはずっと後悔している。貴族の家で養われれば、エリナも幸せになれると思っていたのに、そうならなかったことも悔くいていた。

　だからこそエルザは、エリナとの永遠の別れを望んだのだ。

「最後に、母に会わせてくださって、感謝いたします」

「いいのよ……エルザもきっと嬉うれしいはずだわ」

　イパネラはその時、ちらっと悲しみを覗かせる。どうやら吸血鬼たちの間にも、いろいろともめ事があるらしい。そんな中、イパネラは身の安全のために、自分とよく似たエルザを利用しようとしている。

　永遠の命といっても、失う可能性はあるのだ。エルザを守りきれなかったらすまないと思う気持ちが、イパネラをいつもよりずっと優しくしていたのだ。

　こんな不思議な夜のことを、すべて忘れてしまうのが残念だ。せめて何かの時に役立つといいのだが、エリナにはどう役立てられるのかもわからなかった。
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　早朝、歌劇場の前に立っていた。霧きりが深く、とても寒い。通りを歩く人も少なく、野の良ら猫ねこすら歩いていなかった。

「私……どうしたのかしら」

　こんな寒い季節なのに、エリナは薔ば薇らの花束を手に抱かかえている。着ているものは豪ごう華かなドレスで、マントは縁ふちに毛皮が縫ぬいつけられた素す晴ばらしいものだった。

「ペトロフ先生……」

　ともかくペトロフに会わないといけないと思った。そして蜂はち蜜みつを溶とかした湯を飲みたい。何だか舞台を終えた後のように、喉のどがかさついていたのだ。

　エリナは歌劇場の裏口を叩たたく。公演は夜に行われるから、皆、まだ眠っているだろう。そう思ったが、舞台係のピョートルがすぐに扉とびらを開いてくれた。

「エリナ！　どこに行っていたんだ！」

「……私も、分からないの」

「先生、ペトロフ先生、エリナだっ、エリナが戻ってきたっ」

　それから眠っていた団員のほとんどが起き出し、歌劇場内は大騒ぎになった。そこに寝間着姿のペトロフが現れ、エリナを見ると顔をくしゃくしゃにして抱きしめてくる。

「ああ、エリナ、無事だったか。いったいどこに消えてしまったかと心配していたんだよ」

「先生、私、何も覚えてないんです。いったい何があったのかしら」

　軽い痛みを感じて、エリナは思わず首筋を触れた。すると指先に、血がまとわりついた。

「やだっ、どうしたのかしら」

「そうか、やはりそうだったのか……」

　ペトロフが頷うなずくと、団員たちも次の言葉を聞きたくて押し黙だまる。

「最初は皇太子に攫さらわれたのかと思ったが、そうじゃない。薔薇の城に招待されたんだな」

「薔薇の城？」

「どこともしれない場所にある、夜の女王の城だ。その昔、ギャレって人が本に書いていた。そこは血を吸う魔物の城だが、女王はことのほか、美しいものが好きらしい」

「わ、私、魔物になってしまうの？」

　エリナが悲ひ鳴めいに近い声を上げると、ペトロフは落ち着かせるようにその体を抱きしめてくれた。

「魔物になっているなら、朝陽に照らされてはここまで帰れない」

「でも、霧が出ていたわ」

「まぁ、それでも朝は朝だ。彼らは朝には、棺かん桶おけの中で眠るんだ」

　どうして薔薇を持っているのだろう。そして素晴らしい衣装は、誰だれが着せてくれたのか。思い出すことはできなかったが、不思議と恐怖心はなかった。

「夜の女王は、エリナの歌姫としての評判を聞いて、城に招待したくなったんだろう。そうか、それでどこにもいなかったのか」

　そこで一気に団員たちの質問が始まったが、エリナには答えることもできない。

「あの、蜂蜜入りのお湯をいただける？　それとパンを少し。お腹なかが空すいているみたい」

「はいはい、すぐにご用意しますよ」

　小間使いのキーンが、泣きながら前に出てきて、エリナをペトロフから奪うようにして抱きついてきた。

「まだそんなに瘦やせてらっしゃいませんね。よかった、魔物にたくさん血を吸われちまったかと思いましたよ」

「そんなことはなさそう。とても……元気ですもの。今夜すぐに、舞台に戻れそうなくらい」

　そこで団員たちは、いっせいに歓かん声せいを上げた。

「薔薇の城……そんなところに行っていたのね」

　思い出そうとしても、何も思い出せない。なのにエリナは、何か大切なものを忘れたような気持ちになっていた。
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　ジャンクロードは早朝、馬車の中で目覚めた。目の前にはアントンがいて、疲れたのか窓に寄りかかって眠っている。

「アントン、何か大切なものを忘れているような気がするが、いったい何だろう？」

　いきなりのジャンクロードの問いかけに、アントンは慌あわてて起き上がり、眠そうに目をこすった。

「はい、何でしょうか？」

「つまらない旅だった。こんなことなら、どこにも行かずに、歌劇場通いをしていたほうがよかったな」

「アスレシアまでまいらずに、いきなりお戻りを指示されたのは、やはりお気持ちが添わなかったからでしょう」

「うん、国を出てから、何日が過ぎた？」

「三日でございますが」

「三日？　たかがそれだけか？」

　もう何日も、旅をしていたような気がする。何か忘れたような気がして、どうにも落ち着かない。

「そういえば歌劇場の歌姫は、行方ゆくえ知れずのままのようですね」

「……そうだったな」

　どうもこの辺りの記憶がはっきりしない。エリナが行方不明だとしたら、ジャンクロードは自分の騎士や兵を使ってでも、探させないといけないと思った。

「何でも、先代の歌姫が、毒を盛って、歌姫の喉のどを潰つぶそうとしていたようです。行方不明になった後、警務兵に自ら申し出てきました」

「まさか……歌姫を手に掛けたのか？」

「いえ、自分が疑われるのが嫌いやだから、先に自首したと言っていました。先々代の歌姫の喉は、その女が潰したようです」

「酷ひどいことを……」

　そのまま城に戻ろうと思ったが、ジャンクロードは途中で気を変えた。吞のん気きに旅になど出ているなんて、何と間抜けなのだろう。

　一刻も早く、エリナを救い出すために尽じん力りよくすべきだと思った。

「アントン、歌劇場に寄るように命じてくれ」

「はい……」

「すぐに騎士たちを遣つかわし、国中、歌姫を捜し回るんだ」

「は、はい」

　隣国に后きさき候補を探しに行くなんて、実に無む駄だなことをした。

　やはりジャンクロードが本当に欲しいのは、エリナだけなのだ。たとえ平民の娘でもいい。両親を納なつ得とくさせて、エリナを娶めとろうと思う。

　もちろんエリナには、歌姫という大切な仕事があるから、すぐにいい返事は聞けないだろう。だがそうなったら、毎日、歌劇場に足を運んで、エリナに想いを伝えようと思った。

「不思議だな……歌姫のことを考えていると、心が落ち着く」

「それは、とてもよいことです」

　アントンは頷うなずきながら、御ぎよ者しやに歌劇場に向かうように告げていた。

「アントン、私は、どんなに反対されても構わない。歌姫のエリナ嬢じようを后に迎えたい」

「はっ？　でも、よろしいのですか？　きっと民から憎にくまれることになると思いますが」

「舞台から引退させなければいい。歌う王妃、それもまたいいじゃないか」

　そんな話をしていると、ジャンクロードの口元から笑みが消えることはなかった。

　霧が出ていたが、いつの間にか晴れてきた。朝陽が寒々とした初冬の町を照らしている。

　家々の煙えん突とつから、そろそろ煙が上がり始めたのは、朝食の支し度たくをしているからだろう。

　空からの荷馬車が、往おう来らいを駆かけ抜けていく。その後を、ミルクの入った壺つぼを積んだ荷馬車が、ゆっくりと進んでいた。

　世界は平和そのもので、恋する皇太子にも優しい。何と奇き跡せきが起こったのか、歌劇場では今晩の演だし物ものを知らせる垂たれ幕が、今まさに掛けられたところだった。

「どういうことだ、歌姫が戻ったのか？」

「訊たずねてまいります」

　アントンはすぐに馬車を下り、垂れ幕をかけている大男の二人組に近づいていった。そしてしばらく話をすると、笑顔で戻ってきた。

「殿下、よい知らせです。歌姫は無事に戻られたそうです。それで今夜からまた、新作を上演するそうです」

「そうか……歌姫はお疲れだろうが、できれば挨あい拶さつしたい。そう伝えてくれないか？」

　再びアントンは馬車を降り、大男たちのところに駆け寄った。すると大男たちは、馬車に向かって深々と頭を下げる。まさか皇太子が乗っているとは、思ってもいなかったのだろう。

　しばらく待たされたが、ジャンクロードは快く中に迎え入れられた。ごちゃごちゃした歌劇場の中、急きゆう遽きよ支配人室が開放され、そこでジャンクロードはエリナと会った。

「……お元気そうだ」

　なぜだろう、近しく話をしたことはたった一度しかないというのに、特別な親密感があった。ジャンクロードはどうにも笑いが止められず、何度も口元に手を当てて笑みを隠す。

「その……」

「あの……」

　二人は同時に口を開き、同時に押し黙だまる。そしてどちらからともなく、笑い始めていた。

「離り宮きゆうが完成した日以来ですね」

「はい……皇太子殿下におかれましても、お元気そうで何よりです」

「歌劇場に戻られてよかった」

　その時ジャンクロードは、テーブルの上に飾られた薔薇に気がついた。何か見覚えがあると思って触れると、棘とげが綺き麗れいに取られている。

　何か、大切なことを思い出しそうになって、ジャンクロードは首を傾かしげた。

「美しい薔薇だ。けれどこの花よりも、あなたは美しい」

　すんなりと照れることもなく、称しよう賛さんの言葉が出てきた。

「ありがとうございます……」

　エリナは真っ赤になって俯うつむく。そんな様子も、なぜか懐なつかしく感じられる。

「どうやら、私はあなたに真剣に恋してしまったようだ。よろしければ歌姫、あなたの音楽に対しては敬意を払うと約束するから、私と話し合える時間を、少しでもくれないだろうか」

「……殿下……」

「あなたの都合のいい時間と、私の公務がない時間を見み計はからって、いろいろと話し合おう。そして、もし私たちの関係が、とてもいいものだと思えたら、私は、どんな努力でもしてみせる」

　もっとエリナが動どう揺ようするかと思った。なのにエリナは、ジャンクロードからその言葉が聞けると信じていたかのように、驚くこともなかった。

「はい、殿下。殿下とお話しできるなんて、夢のようです。よろしければ殿下、お好きな歌劇の話など、ぜひ聞かせてくださいませ」

「歌劇のことを話しだすと、止まらなくなるんだ」
















　以前も、こうやって誰だれかと歌劇の話をしたような気がする。それともあれは、予知夢というものだっただろうか。

　何とも素敵な夢を見ていたような気がする。けれど夢は醒さめてしまい、今は現実の時間だ。ところが現実のほうも、夢に劣おとらず幸せだったら、もう何も言うことはない。

　エリナを前にして、ジャンクロードはとても幸せだった。
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　鳥とり籠かごには綺麗な色の鳥が入っていた。羽が折れ、今にも野の良ら猫ねこの餌えさになりそうだったところを、大男のピョートルが拾い、以後、歌劇場で飼かうようになったのだ。

　鳥はもう自由に飛べるのかもしれない。けれど飛んで逃げる様子もなく、鳥籠から出されればピョートルの大きな肩に乗っている。そして時折、美しい声で囀さえずった。

　あれから半年が過ぎたが、エリナは今でもあの空白の数日間は思い出せない。代わりに行ったこともない城の夢をよく見るようになった。

「殿下の離宮にあるのと同じ、大きな鳥籠だったわ。夢で必ず出てくるのは、なぜなのかしら」

　仕事中や夜、鳥は鳥籠にしまわれる。今はピョートルが、草の種を食べさせているので鳥籠は空からだった。それを見ていると、とても複雑な気持ちになって、つい空の鳥籠に向かって話しかけてしまうのだ。

　離り宮きゆうの鳥籠には、美しい鳥がたくさん飼われている。それ以外に、兎うさぎや小さな猿もいた。どうやらジャンクロードは、将来生まれるだろう子供のために、今から準備をしているらしい。

　けれど婚約したのは、つい先日だ。ジャンクロードはエリナが断るとは、全く思っていなかったということだろうか。

「どうだね、新作の台本は」

　日当たりのいい歌劇場裏手の窓辺で、次回作の台本を読んでいたはずなのに、いつの間にかうつらうつらしていたらしい。鳥籠の夢を見て、ふっと目を覚ましたばかりだった。エリナはペトロフに、すまなそうに頭を下げた。

「あ、ごめんなさい。まだ読み終えていないんです」

「そうか。だが、きっとエリナは気に入らないだろうな。何しろ、そのままエリナの物語だからな」

「どうやら、そうみたいですね」

　貧びん乏ぼう貴族の娘が、歌劇団に売られる。そして王子に見み初そめられ、何と王おう妃ひとなる物語だ。

　何でそんなものをペトロフが作ったかというと、歌姫がどうしてジャンクロードと婚約までする仲になったのか、民衆が詳しく知りたがっているからだ。

「自分のことを自分で演じるなんて、とても恥はずかしいんですけど」

「しようがないさ。聴ちよう衆しゆうが求めるものを作るのが、私たちの役目なんだから。それにここのところ悲劇的なものばかりが続いていた。皆、今は明るいものを求めているんだ」

「ペトロフ先生、よければ他の人に、この役を頼めませんか？」

「それは無理だ。エリナのように歌える歌姫は、そうそういるものじゃない」

　いいえ、確かもっと上う手まい歌姫がいたはずだと、エリナは考える。けれどそれが何という名前で、どこの歌劇団の人間かは、どうしても思い出せなかった。

「エリナ様、また婚約のお祝いが届きましたよ。お部屋に運びますか？」

　キーンが大きな箱を抱えて、通路に立ち止まっている。

「何かしら。果くだ物ものだったら、夕食にまたみんなでいただきましょう」

　そこでキーンは箱を床に下ろし、エリナの見ている前で壊し始める。

「南の島みたいですね。潮しおの匂いがぷんぷんします。干し魚なんかじゃないといいけど」

「あら、干し魚は好きよ」

「それより甘い、名前もよく分からない果物がいいですよ」

　力持ちのキーンは、苦もなく木箱を壊してしまう。すると中から、布に包まれたものが出てきた。

「あら、鳥籠みたいですよ」

　さすがにキーンの手の動きも丁てい寧ねいになった。そっと布を外はずすと、白い羽が詰まった、金色の鳥籠が出てきた。

「あらあら、重いですよ。まだ中に何か入っているみたいです」

　キーンは台の上に置かれた、ピョートルの鳥籠を床に置き、届けられたばかりの鳥籠を台に乗せる。

「エリナ様、ご自分で羽の中から取り出してくださいよ。割れ物だったり、高価なものだと嫌いやですから」

「そうね」

　手の小さなエリナは、鳥籠の入り口から難なく奥に手を突っ込めた。そして羽を避けてみると、卵のようなものが出てきた。

「まぁ、卵。だけどこれ……水すい晶しようだわ」

　どうやって削けずったのだろう。卵の形をした、透明な水晶だった。

「キーン、どなたからの贈り物？」

「あら、そういえばおかしいですね。荷札がないですよ？　ずいぶんと粋いきな贈り物ですけど、箱にも何も書いてありません」

「……誰かしら」

　ふと脳のう裏りに、黒い髪の男の姿が過よぎる。ジャンクロードも黒髪だが、全く雰ふん囲い気きの違う男だ。まるで夜の闇やみを切り裂いて形作ったような、黒ずくめの男だった。

　だが名前が思い出せない。

　本当にそんな男がいたのかも、自信がなかった。

「綺麗な水晶ですね。でもそこまで卵型にするには、かなりの腕が必要でしょう。鳥籠に卵だなんて、洒落しやれてます」

「ええ……」

　鳥籠の上から、黒いものがひらひらと舞い降りてくる。そんな幻影が見えて、エリナはほっとため息をもらした。




　秋のよい日を選んで、華はなやかな婚こん姻いんの式が執とり行われる。エリナは男だん爵しやく夫人と異い母ぼ兄きよう弟だいにも招待の手紙を送った。

　すると男爵夫人から、かなり長い詫わび状が届いた。

　あなたの父親である男爵を、誰よりも愛していた。けれど男爵の心には、いつまでも金色の歌姫が棲すんでいて、自分の居場所がないのが、何よりも辛つらかったと書かれていた。そして詫び状と一緒に、エリナを歌劇団に売った時のお金が、封ふうも開けない状態のままで届けられた。

　今では、エリナの一カ月分の給金にも満たない金額だ。

　エリナはそれで歌劇場の席を自みずから買い、歌劇場に行きたくても行けないような、貧まずしい人々に配った。そして最初の金額をすべて使い切ってしまうと、今度はジャンクロードがその分、寄付してくれるようになったのだ。

　もちろん批判する人もいる。きちんとお金を払っても、なかなか席が空いていない。なのに貧しい者にのみ恩恵を与えるとは、どういうことだと言いたいらしい。

　ではそのうち、町の広場でただで歌おうとエリナは思う。それなら誰に対しても平等だ。

　昼にやるほうがいいのか、夜にやるべきかとエリナは考える。そして気が付いた。

　魔物たちのために、陽が沈んでからやるべきだ。きっと魔物の中にも、歌の好きな魔物がいるに違いないのだから。

　エリナは水晶を手に取る。本物の卵のように、すっぽりと手に収まった。

「南の国……夜は気持ちいいのかしら」

　悲しいほど美しい夕焼けと、胸が震ふるえるほど感動する朝焼けが、南の国にはあるという。いつかジャンクロードと二人で見てみたい。

　今夜、ジャンクロードに会ったら、早さつ速そくその話をしよう。そして行けるものなら、本当に南の国に行ってみたいとエリナは思っていた。
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あとがき






　いつもご愛読ありがとうございます。スワンドールの物語も、ついに四巻目となりました。

　そこで今回は、軽くおさらいです。年代順にいきますと、こうなります。

『姫を守る姫』『巣す籠ごもりの姫君』『針の魔法』『夜を待つ姫君』。そして約百五十年の時間が、流れております。

　人間たちの登場人物は毎回変わりますが、魔物、吸血鬼のみなさんの顔ぶれはあまり変わりませんね。なぜって彼らは、余程のことがないと消えないですから。

　メインとなる夜の女王イパネラには、夫がいるのですよね。まだ出てきていないけれど、きっとイパネラにお似合いのキング・オブ・ヴァンパイヤなのでしょう。

『夜を待つ姫君』では主役だった、ジュリアン・ザビエル侯こう爵しやく。領地を持っている関係から、ある程度年数が経たつと、旅に出ることになっています。旅先で本人は死んだことにして、息子となって戻ってくることの繰り返しですね。

　領地があると大変なんですが、やはり先祖代々受け継いだものだから、そう簡単には手放せないので、結構苦労しているようです。

　そして今回、準主役だったブルム・スライガー。よくジュリアンの従い兄と弟このふりしてますが、まったくの他人であります。

　元は戦士だったので、ある意味、とても危ない人、じゃなくって魔物なんですが、むしろ魔物になってからのほうが、いろいろと教育されてまともになってきたのかもしれません。

　そして地味な脇役、ヘイゼン伯爵。とても長生きな吸血鬼で、皆の教育者的な役割を担になっております。実は、ジュリアンのご先祖様だったり。いわゆる夜の王国の宰さい相しようのようなものでしょうか。

　女王を守る薔ば薇ら騎士団。彼らは、美しいものが好きなイパネラの目にとまってスカウトされただけあって、イケメン揃ぞろいであります。そして彼らは、吸血鬼のみなさんに、自らの血を提供しているわけですね。

　聞こえは悪いけれど、つまりは餌えさ……いやいや、ここは提供者という、いい呼び方にしておきましょう。

　そして心根が正しく、イパネラの覚えがめでたければ、いずれイパネラの血を貰もらって仲間となれるわけです。ジュリアンもこうして、薔薇騎士団から仲間になったのですね。

　もちろん中には、そういった出世のできない若者もいます。彼らは何年かを夜の女王の城で過ごした後、記憶をすべて消されて生地に帰されます。

　吸血鬼には噓うそが通用しないですから、心根の悪いやつは、すぐにばれちゃうんですよ。ですから、イパネラが吸血鬼として迎え入れたものは、みんな優すぐれているんですね。

　けれどこの作品にはまだ書かれていませんが、吸血鬼の中にも貴族階級のようなものがありまして、上位のものは勝手に吸血鬼仲間を作ってしまうんですね。

　すると中には、本当に悪者の吸血鬼なんてものも出てきてしまうんです。スワンドールはイパネラが統治しているから、とても平和で魔物と呼べる吸血鬼はいません。むしろ悪いのは、人間のほうかもしれませんね。

　では、夜の女王たちの財政はどうなっているのでしょう。世界各地に領土も持っていますが、実は彼らの主な財源は、金や宝石などの貴金属類です。地下の奥深く、光の入らない採さい掘くつ場じようは、もっとも彼らに相応ふさわしい場所でしょう。

　えっ、そんな吸血鬼の財政状態なんて知りたくない、夢がないですって。

　うーむ、しかし私としては、吸血鬼も生きている限り、金はいるのだよと思うわけですよ。だってイパネラ女王って、ドレス大好きだし、綺き麗れいなものとかも大好きだし。

　利用している馬は、吸血馬じゃないですからね。やはりすぐに儚はかなくなってしまうから、何頭も買ったり、育てたりしないといけないので、そりゃお金もいるでしょう。

　それに雇やとっている人間たちには、たっぷり食料を与えないといけません。何しろ、彼らの血が、吸血鬼の栄養になるのですから。

　古びた棺ひつぎの中で、埃ほこりだらけのマントを纏まとって寝ている吸血鬼なんて、ロマンの欠片かけらもないではありませんか。やはり時代に即して、流行の服なども着込みましてね、それなりに優雅に暮らしていて欲しいのですよ。

　ですからイパネラ女王は、吸血鬼の女王というだけでなく、当時としては珍めずらしい、女実業家でもあったのです。

　そりゃあ、忙しいでしょうね。何しろ、我々と違って、最後は徹夜してもやり遂とげるってことないのだから。一日の半分近くは、太陽を避けて、寝ていないといけないんですもの。

　起きている時間に、何もかもやらないといけないんです。吸血鬼も大変ですよね。




　しかし、何とも贅ぜい沢たくなシリーズです。毎回、イラストレーターの先生がたが変わるなんて、楽しみも倍増ですよね。いつもみな様にはご迷惑おかけしておりますが、素晴らしいイラストを楽しませていただいております。

　今回は鳴なる海みゆき先生にお世話になりました。可か憐れんな歌姫と、ちょっと危ない王子様をありがとうございます。

　担当様、いつもご迷惑ばかりですいません。自主、巣す籠ごもりしているのですが……。

　そして読者様、ほんの少しの時間、異国に旅した気持ちになって楽しんでいただけたなら幸いです。
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我が家に犬がやってきた。

小型犬の黒ポメラニアン。

毎日散歩して、おかげでますます健康に。

だけどご飯がよりおいしくなってしまって、さてさて、どうしたもんでしょう。










イラスト

鳴海ゆき

Yuki Narumi




とうとうＰＳ３（白）を購入しました。この冬はゲームして籠ろうと思います。

北海道の冬は長いです。窓の外の吹雪を横目に、じっくりとＲＰＧを堪能するぞ。
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